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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

t土

じ

め

わ
が
国
に
お
け
る
戦
後
の
家
族
研
究
を
ひ
も
と
く
時
、
家
族
の
変
動
に
注
目
し
た
研
究
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
多
言
を
要
し
な
い

で
あ
ろ
う
。
昭
和
二

0
年
代

i
三
0
年
代
に
お
け
る
法
制
的
変
化
と
家
族
、
三

0
年
代
後
半
以
降
顕
著
に
な
っ
た
都
市
化
、
産
業
化
、
地

域
変
動
と
家
族
を
め
ぐ
る
論
議
は
代
表
的
で
あ
る
。
そ
う
し
た
研
究
で
は
、
外
社
会
の
変
化
に
対
し
て
、
家
族
が
い
わ
ば
受
動
的
に
変
動

す
る
と
い
う
見
方
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
強
く
、
外
社
会
の
変
化
に
家
族
が
能
動
的
に
か
つ
力
動
的
に
対
応
し
、
課
題
を
処
理
・
解
決
し

つ
つ
変
動
す
る
と
い
う
見
方
は
弱
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
者
の
見
方
は
、
社
会
変
動
と
の
関
連
に
お
い
て
家
族
を
把
握
し
よ
う
と

す
る
時
、
説
得
性
の
あ
る
視
点
と
な
る
ば
か
り
か
、
家
族
そ
れ
自
体
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
を
跡
付
け
る
際
、
必
要
不
可
決
な
視
点
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
見
方
が
い
っ
そ
う
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
従
来
、
わ
が
国
の
家
族
研
究
に
お
い
て
不
聞
に
付
さ
れ
な
い
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ま
で
も
、
等
閑
視
さ
れ
未
開
拓
な
領
域
と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
都
市
移
住
の
問
題
に
関
し
て
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
に
お
い
て
、
都
市
移
住
と
家
族
に
関
す
る
言
及
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
著
名
な
飛
弾
白
川
村
の
大

家
族
を
取
り
上
げ
た
小
山
氏
は
、
す
で
に
戦
前
に
お
い
て
、
飛
弾
高
山
市
へ
の
都
市
移
住
が
明
治
中
期
よ
り
増
加
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
戦
後
に
お
け
る
福
島
氏
、
柿
崎
氏
の
論
考
に
お
い
て
い
っ
そ
う
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
で
は

い
ず
れ
も
、
都
市
移
住
が
家
族
の
問
題
と
し
て
正
面
に
据
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
移
住
論
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

こ
れ
も
戦
前
の
労
作
で
あ
る
野
尻
氏
の
農
民
離
村
の
研
究
は
、
移
住
論
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
農
村
の
労
働
力
人
口

の
移
動
パ
タ
ー
ン
を
わ
が
国
の
土
地
制
度
に
関
係
付
け
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
稿
の
課
題
に
即
し
て
い
え
ば
、
離
村
者
の
大
半
が
都



市
移
住
者
で
あ
り
、
し
か
も
二
・
一
二
男
、
女
子
を
中
心
と
し
た
非
相
続
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
全
家
離
村
の
概
念
を
提
示
し
た

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

し
か
し
全
家
離
村
の
家
族
構
造
の
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
諸
研
究
に
対
し
て
、
最
近
で
は
、
北
海
道
十
勝
地
方
の
農
村
か
ら
の
挙
家
離
村
者
の
追
跡
を
行
な
っ
た
天
間
氏
ら
は
、
離
農

行
動
論
の
視
点
を
導
入
し
つ
つ
、
移
動
先
で
の
生
活
の
適
応
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
方
法
論
的
に
、
都
市
移
住
の
問
題
に

一
歩
の
近
づ
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
、
実
証
部
分
の
分
析
に
そ
う
し
た
視
点
が
必
ず
し
も
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
加
え
て

農
業
経
済
学
の
立
場
か
ら
の
立
論
で
あ
る
た
め
に
、
挙
家
離
農
者
を
取
り
あ
げ
な
が
ら
、
家
族
論
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
、

社
会
学
の
領
域
か
ら
、
比
較
的
早
く
過
疎
化
と
都
市
に
お
け
る
挙
家
離
村
者
の
問
題
を
取
り
あ
げ
た
京
都
府
立
大
学
の
丹
後
山
村
の
事
例

で
は
、
家
族
論
と
の
関
連
は
み
ら
れ
な
い
し
、
移
住
論
も
欠
如
し
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
数
年
来
、
都
市
に
お
け
る
飛
弾
白
川
村
の
離
村
者

を
追
跡
し
て
い
る
松
本
民
に
お
い
て
も
、
家
族
論
と
移
住
論
と
の
視
点
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
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右
に
み
た
こ
と
か
ら
分
る
よ
う
に
、
家
族
研
究
に
お
け
る
都
市
移
住
の
問
題
は
、
わ
が
国
で
は
明
確
に
立
論
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
程
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
諸
外
国
で
は
、
多
く
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
三

0
年
代
に
お
け
る

の
・
冨
-
K
F
5
5
σ
2
m
伶

ω・
、
『
・
同
町
田
ず
釦
ロ
ら
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
農
民
家
族
の
研
究
は
、
家
族
構
造
と
移
住
と
の
関
係
を
も
っ
と
も
早
く

取
り
上
げ
た
古
典
的
労
作
で
あ
る
〉
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
首
都
、
ダ
プ
リ
ン
に
お
け
る
カ
ソ
リ
ず
ク
家
族
の
研
究
は
都
市
移
住
者
の
価
値
、

態
度
の
変
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

0
・
F
σ
当
日
田
は
、

一
九
五

0
年
代
に
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
へ
の
移
住
家
族
を
取
り
あ
げ
、
都
市
移
住

に
よ
っ
て
家
族
解
体
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
通
説
を
批
判
し
反
証
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
〉
・
巴
自
尽
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お

け
る
い
わ
ゆ
る
ザ
ド
ル
ガ
の
解
体
過
程
に
注
目
し
な
が
ら
、
都
市
移
住
家
族
の
適
応
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
主
要
な
海
外
移
住
民

受
入
れ
国
の
一
つ
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、

M
Y
〉

.ω
。円

o
w
z
h
r
p
n
.
N日
E
E
O円
白
山
口

ら
に
よ
っ
て
、

す
で
に
一
九
三
二
年
に

北
大
文
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部
紀
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都
市
移
住
家
族
の
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過
程

ア
パ
ラ
チ
ア
山
村
家
族
の
変
動

を
都
市
移
住
論
と
の
関
連
で
展
開
し
た
国
・
同
・

ω各
省
R
N当
己

-
2
ら
の
諸
論
考
は
、
最
近
時
に
お
け
る
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
研
究
で
あ
る
。

論
が
定
式
化
さ
れ
て
以
来
、
多
く
の
都
市
移
住
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

E
E
-
-
5
gロ
E-mgz。ロ

以
上
の
よ
う
な
諸
外
国
の
都
市
移
住
と
家
族
を
め
ぐ
る
研
究
を
一
瞥
す
る
時
、

一
般
と
し
て
で
は
な
く
て
、
半
恒
久
的
な
地
域
移
動
を
移
住
と
し
て
概
念
化
し
、

お
よ
そ
次
の
諸
点
が
注
目
さ
れ
る
。

ω単
に
地
域
移
動

し
か
も
そ
う
し
た
移
住
の
下
位
概
念
と
し
て
国
内
移
住

と
し
て
の
農
村
|
都
市
移
住
と
い
う
特
定
の
移
住
形
態
が
鮮
明
に
さ
れ
た
こ
と
。

ω移
住
の
分
析
単
位
は
、
従
来
、
個
人
を
中
心
と
す
る

も
の
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
家
族
と
い
う
集
団
を
単
位
と
す
る
こ
と
が
明
確
に
な
り
、
家
族
論
の
問
題
と
し
て
都
市
移

し
た
が
っ
て
、
伺
タ
マ
ス
ら
の
移
住
に
伴
な
う
個
人
レ
ベ
ル
の
適
応
の
問

題
が
家
族
と
い
う
集
団
レ
ベ
ル
で
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

ω出
身
地
域
と
移
住
地
域
と
の
変
動
が
移
住
行
動
を
通
じ
て
相
互
に

住
が
考
察
対
象
の
姐
上
に
乗
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

関
係
付
け
ら
れ
て
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
帥
移
住
行
動
に
関
し
て
、
従
来
、
主
と
し
て
経
済
学
的
な
説
明
が
支
配
的
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
社
会
学
的
、
心
理
学
的
な
説
明
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

ω移
住
過
程
に
お
い
て
親
族
関
係
、
友
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人
関
係
と
い
っ
た
第
一
次
的
関
係
の
果
す
役
割
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

こ
れ
ら
の
諸
点
は
大
ま
か
な
指
摘
で
あ
る
か
ら
、

さ
ら
に
、

ま
だ
い
く
つ
か
の
論
患
が
付
け
加
え
ら
れ
る
余
地
は
あ
る
か
と
思
わ
れ

〈

H
門

)

わ
が
国
で
解
明
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
。
た
と
え
な
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ど
れ
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、

て
い
る
に
し
て
も
、
す
で
に
言
及
し
た
ご
と
く
、
社
会
学
以
外
の
領
域
に
お
い
て
で
あ
っ
た
り
、
社
会
学
的
研
究
で
も
分
析
が
断
片
的
に

い
ず
れ
も
家
族
論
と
移
住
論
と
の
両
者
が
正
面
に
据
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
研
究
の
立
遅
れ
と
は
裏
腹
に
、
わ
が
国
の
戦
後
の
社
会
変
動
は
誠
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
。

数
は
六

O
七
万
戸
、
農
家
人
口
は
一
二
、
六
六
一
万
人
で
あ
っ
た
が
、

と
ど
ま
り
、

一
九
五
五
年
に
農
家
戸

一
九
八

O
年
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
六
六
万
戸
、

一一、

一
三
六
万
人
へ



と
短
期
間
に
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
戸
数
に
し
て
約
一
四

O
万
戸
、
農
家
人
口
に
し
て
実
に
約
一
、
五

O
O万
人
が
離
農
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
農
家
戸
数
、
農
家
人
口
の
減
少
は
、
他
方
に
お
い
て
市
部
人
口
の
増
大
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

一
九
五
五
年
に
全
人
口
の
五

一
九
八

O
年
に
七
六
・
三
万
へ
と
急
増
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
動
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ン
ク
ロ

l
ジ

ャ

I
運
動
に
匹
敵
す
る
と
そ
の
一
端
を
評
す
る
も
の
が
あ
る
。
産
業
別
就
業
者
の
構
成
比
か
ら
み
て
も
、
一
九
五
五
|
入

O
年
に
、

第
一
次
産
業
は
四
一
%
か
ら
約
一

O
M
へ
と
激
減
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
次
産
業
は
二
一
ニ
・
五
克
か
ら
一
三
ニ
・
五
%
へ
と
一

六
・
三
w々

を
占
め
た
市
部
人
口
は
、

さ
ら
に
第
三
次
産
業
は
三
五
・
五
%
か
ら
五
五
・
三
克
へ
と
急
増
し
、
全
就
業
者
数
の
半
数
を
越
え
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
産
業
構
造
の
変
動
は
、
昭
和
三

0
年
代
に
お
け
る
重
化
学
工
業
中
心
の
発
展
期
、
四

0
年
代
以
降
の
第
三
次
産
業
の
拡
大
期

を
通
じ
て
、
農
家
所
得
と
給
与
所
得
と
の
賃
金
格
差
の
拡
大
に
反
映
し
、
地
域
間
格
差
の
激
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

過
疎
(
化
)
過
密
(
化
)
の
問
題
は
こ
う
し
た
わ
が
国
の
急
激
な
社
会
変
動
に
よ
っ
て
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
。
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
都
市
移

住
家
族
と
は
、
わ
が
国
の
右
の
ご
と
き
短
期
間
の
急
激
な
社
会
変
動
に
伴
な
い
顕
著
に
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
挙
家
離
村
世
帯
の
う
ち
、
都

市
に
移
住
し
た
世
帯
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
都
市
移
住
家
族
は
、
東
北
日
本
に
比
べ
て
西
日
本
と
北
海
道
に
久
円
。
し

か
も
そ
の
出
身
地
は
、
い
わ
ゆ
る
過
疎
地
域
と
い
わ
れ
る
山
村
僻
地
に
多

ω。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
わ
が
国
の
状
況
を
端
的

に
示
し
、
地
域
的
縮
図
と
い
わ
れ
る
広
島
県
芸
北
山
村
か
ら
の
都
市
移
住
家
族
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
に
つ
き
、
先
に
示
し
た
諸
外
国
の

先
行
研
究
の
視
点
を
手
が
か
り
に
し
な
が
ら
、
都
市
移
住
家
族
の
社
会
学
的
考
察
を
試
み
た
い
。

O
M増
加
し
、

ま
ず
旧
都
市
移
住
家
族
の
成
立
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
表
題
に
示
す
ご
と
く
本
稿
の
中
心
課
題
は
、
後
者
の
移
住
家
族
の
都
市
定
着
過
程
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
四

以
下
の
行
論
で
は
、

つ
い
で
、
即
移
住
家
族
の
都
市
定
着
過
程
が
検
討
さ
れ

0
年
代
以
降
の
過
疎
論
に
お
い
て
、
「
挙
家
離
村
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
そ
の
析
出
の
状
況
、

移
動
理
由
の
分
析
は
多
く
な

移
動
先
、

北
大
文
学
部
紀
要
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さ
れ
て
き
た
が
、
挙
家
離
村
世
帯
の
大
半
が
都
市
移
住
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
移
住
後
、
移
住
先
で
ど
の
よ

う
な
生
活
を
展
開
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
社
会
学
的
な
考
察
が
あ
ま
り
に
も
加
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
都
市
移
住
家
族
は

社
会
変
動
の
産
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
変
動
の
担
い
手
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
現
代
家
族
を
め
ぐ
る
課
題
の
一

つ
と
し
て
、
都
市
移
住
と
い
う
出
来
事
に
際
し
て
、
家
族
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と
思
う
。

註(1
)
こ
う
し
た
視
点
は
出
回
円
2

8
一
回
・
同
-
G
S
3・
去
、
吋
}
回
目
同
回
目
ロ
可

日目]町内山口可ロ目白山口}回目白
HHU円円ロ同-℃四円
mw

也回口広
4
m
J

山口ハ
u
g
円mwAW
ロ円相吋同・

(
叩
門
戸

)
M
1
b問
、
ミ
ミ
旬
、
』
に
¥
問
。
H
n
N
h
S
N円ミ・口、町民
NS
句ロ円九時之町
h-

ロ向。三
o
p
】uu・
ωω
由
lω
日

N・
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

(
2
)
小
山
際
「
山
間
家
落
と
家
族
構
成
」
『
年
報
社
会
学
』
第
四
韓
、
一

九
三
六
年
、
九
一

l
九
二
頁
。

(
3
)
福
島
正
夫
「
日
本
資
本
主
義
と
『
家
』
制
度
」
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
七
年
、
コ
三
二
-
|
三
二
六
頁
。
柿
崎
京
一
「
資
本
制
成
立
期
の

白
川
村
『
大
家
族
』
の
生
活
構
造
」
「
『
村
落
社
会
研
究
』
第
十
一
集
、

御
茶
の
水
書
一
房
一
、
一
九
七
五
年
、
一
一
五
l
一
一
六
頁
。

(
4
)
野
尻
重
雄
「
農
民
離
村
の
実
証
的
研
究
」
『
昭
和
前
期
農
政
経
済
名

著
集
』

m、
農
文
協
、
一
九
七
人
年
、
六
一
一
一
l
七
五
頁
、
二
六
回
1

二

九
九
頁
、
四
六
六
|
四
八
七
頁
。

(
5
)
天
間
征
「
離
農
」
、
日
本
放
送
協
会
出
版
、
一
九
八

O
年。

(
6
)
前
田
博
彦
「
挙
家
離
村
」
、
益
田
庄
三
編
著
「
村
落
社
会
の
変
動
と

病
理
」
、
垣
内
出
版
、
一
九
七
九
年
所
収
、
九
六
|
一
一
芸
員
。

(
7
)
松
本
通
晴
「
離
村
者
の
生
活
」
、
喜
多
野
清
一
一
編
「
家
族
・
親
族
・

村
落
」
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
三
年
所
収
、
二
七
三
|
一
一
一

O

一頁。

(
8
)
〉円四ロ凹
σ刊
吋
ぬ
の
・
冨
-
h
r
E
B
σ
回目
-ω
・同，・

(Hugh相国対〉喝、お昔話民向、

む
き
同
町
も
さ
さ
H竜
丸
町
、
山
口
』
12NS誌
、
・
出
回
ヨ
出
門
《
凶

d
・
り
の
月
岡
田
回
以
・

Ar

n
F
同
HU・白
.
(
U

開岡田匂・∞・

(
9
)
間
口
B
H】
『
吋
弓
印
〉
・
』
・

Q
S
3・
h
h
s
b
S
N
S
h
3
H耐。ロ昨日開品目州四

hw
関

mm田口】川田口「ハリ}阿国℃・
ωーの}阿国匂・由-

(m)
戸問看
2

0
・
。
由
印
N
)
・
去
何
回
円
}
)
釦
口
町
田
江
。
ロ
者
伊
丹
F
o
ロ門
U
E
w
m
弘同色。巧ロ一

田
口
回
田
町
田

Z
身ョ

M
W弘
mSH念
町
民
S
H
b
N
H
3・
宅
・

ωH1台・

(
日
)
回
目
広
〉
・

(
H
S
3・同
2EhN》
向
島

M
S
H
円
、
込
き
凡
な
♂

ω叩
HHM山口但円

】ν
吋刊由回・

(ロ
)
ω
2
0
Eロ
ア

N
-
5
5
2
5
8
ゎ・。・

hw
の
曲
目
沼
山
口
。
・
』
・
ハ
g
g
h相

同
問

)
h
h
w
h
h
H
S
S
H
t
N別室司、門司切
b
q
b
S
』
刊
誌

wdhhVM円九巴
Nbhp
〈
三
-

HHH"
の
F
8
H
u
n
-
r
d巳
4
R回
日
々
。
同
冨
E
g
o
s
-
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(臼

)
ω
n
y者
同
門
N
唱
叩
ロ
叩
門
出
・
相
内
-
-
H
W
円
。
唱
口
同
・

ω
-
h
w
冨
g
m
m
L由
民
同

(
5
3
.
』

h

g
ミ
白
刊
誌
忠
さ
町
民
間
的
営
学
S切
符
叫

b
p
、H
，V
O
H
M
gロ
印
可
，

Z
田
口
町
田

ω仲
田
件
目
白
・

MM・

(
U
)
そ
う
し
た
中
で
藤
見
純
子
「
親
族
関
係
と
地
域
移
動
」
、
『
社
会
科
学

討
究
』
一
一
六
i
一
、
一
九
八

O
年
、
一
B
i
a
a

四
一
頁
は
興
味
深
い
。

(
日
)
東
畑
精
一
一
編
「
日
本
農
業
の
変
革
過
程
」
、
岩
波
書
庖
、
序
文
。

(
時
)
斉
藤
晴
造
編
著
「
過
疎
の
実
証
分
析
」
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九

七
六
年
。
福
武
直
「
農
村
の
社
会
問
題
」
『
福
武
直
著
作
集
』
第
六
巻
、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
、
八
六
頁
。
中
国
新
社
「
中
国
山

地
」
(
上
・
下
)
、
一
九
六
七
|
八
年
、
未
来
社
、
に
挙
家
離
村
の
事
例

が
多
く
み
ら
れ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要

(
げ
)
今
井
孝
彦
編
「
日
本
の
過
疎
地
帯
」
、
岩
波
新
書
、
一
九
六
八
年
。

(
日
)
国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
「
人
口
移
動
と
地
域
課
題
」
、

一
九
六
九
年
、
一
頁
で
は
「
農
村
に
お
け
る
『
過
疎
』
と
『
過
密
』
と

が
同
時
に
一
つ
の
県
内
で
発
生
し
て
お
り
、
日
本
の
縮
図
と
も
い
う
べ

き
広
島
県
を
選
定
し
た
の
は
、
『
過
疎
』
と
『
過
密
』
の
直
接
的
な
因

果
関
係
を
能
率
的
に
究
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
た
か
ら
で

あ
っ
た
」
と
あ
る
。
な
お
、
芸
北
と
は
一
般
的
に
広
島
市
を
中
心
と
す

る
安
芸
地
区
の
北
部
一
帯
、
島
根
県
に
接
す
る
中
国
山
地
の
山
間
地
域

を
さ
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
福
山
市
を
中
心
と
す
る
備
後
地
区
の
北
部

一
帯
は
備
北
と
い
う
。
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1
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T
E
E
-
-

r
l
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都
市
移
住
家
族
の
成
立

都
市
移
住
家
族
の
出
身
地
域

本
稿
の
考
察
対
象
の
出
身
地
域
は
、
広
島
県
山
県
郡
芸
北
町
雄
鹿
原
地
区
で
あ
る
。
雄
鹿
原
地
区
は
広
島
県
の
西
北
部
、
中
国
山
地
の

中
央
に
あ
り
、
瀬
戸
内
海
側
の
広
島
市
に
約
七

0
キ
ロ
、
日
本
海
側
の
浜

移住家族の出身地

割
と
い
わ
れ
に
昭
和
五
五
年
の
冷
害
は
、
夏
の
長
雨
に
よ
る
異
常
低
温
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
冬
期
は
例
年
一

1
二
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
を
み
る

田
市
に
約
一
ニ

0
キ
ロ
、
バ
ス
に
て
所
要
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
約
二
時
間
半
、

一
時
間
の
位
置
に
あ
る
(
図
1
1
1
)
。
地
形
は
、
標
高
七
百
メ
ー
ト
ル
、

-58 -

周
囲
九
百

1
千
メ
ー
ト
ル
の
山
々
を
は
さ
ん
で
島
根
県
に
接
す
る
。
同
地

区
は
、
総
面
積
一
七
七
五
・
五
町
、
そ
の
う
ち
山
林
が
九
割
を
占
め
る
文

字
通
り
の
山
村
で
あ
る
。
気
象
は
、
県
下
で
も
代
表
的
な
高
冷
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
気
温
、
降
雨
量
と
も
瀬
戸
内
海
沿
岸
と
は
対
照
的
で
、
年
間

図1-1

最
高
平
均
気
温
は
二
二
・
六
度
、
最
低
平
均
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
二
・

0

度
、
平
均
に
し
て
一
一
・
一
度
で
あ
る
。
年
間
降
水
量
は
、
・
4

、
四
五

O

、
リ
に
達
し
中
園
地
方
で
は
最
多
雨
地
域
に
属
し
て
い
る
。
平
年
作
の
四



多
雪
地
域
で
も
あ
る
。
昭
和
三
八
年
の
豪
雪
は
、
最
高
五
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
積
雪
と
な
り
空
路
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
援
助
活
動
が
な
さ

れ
た
。行
政
的
に
は
、
雄
鹿
原
地
区
は
、
藩
政
期
の
雲
耕
村
、
荒
神
原
村
、
宮
地
村
、
政
所
村
、
中
祖
村
、
橋
山
村
の
六
カ
村
が
明
治
二
二
年

の
市
町
村
制
施
行
に
よ
り
雄
鹿
原
村
と
な
り
、

さ
ら
に
昭
和
三
一
年
に
八
幡
村
、
中
野
村
、
美
和
村
の
隣
接
三
か
村
と
の
合
併
に
よ
っ
て

芸
北
町
と
な
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
該
地
区
は
平
坦
部
の
五
集
落
、
谷
あ
い
五
集
落
の
都
合
一

O
集
落
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
地
区
は
、
表
ー
ー
ー

に
示
す
よ
う
に
、
芸
北
町
の
中
で
も
過
疎
化
の
も
っ
と
も
激
し
い
地
域
で
あ
る
と
共
に
、
過
疎
対
策
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
地
域
で
も

あ
る
。
文
字
通
り
、
昭
和
三

O
年
以
降
、
激
し
い
山
村
の
社
会
変
動
が
み
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
概
況
に
ふ
れ
る
と
、
昭

和
五
五
年
十
月
現
在
、
雄
鹿
原
地
区
の
戸
数
と
人
口
は
、
一
一
一
一
戸
、
七
四
七
人
で
あ
り
、
戦
後
も
っ
と
も
戸
数
、
人
口
が
多
か
っ
た
昭

和
三

O
年
の
コ
二

O
戸
、
一
四
五
六
人
に
比
べ
て
、
戸
数
に
し
て
九
九
戸
コ
二
・
九
%
、
人
口
に
し
て
七

O
九
人
四
八
・
六
克
の
大
幅
な

減
少
を
示
し
て
い
る
。
近
世
末
以
降
の
雄
鹿
原
の
歴
史
の
中
で
も
、
昭
和
三

O
年
以
降
の
戸
数
並
び
に
人
口
の
減
少
は
実
に
目
を
み
は
る

農
家
戸
数
に
限
っ
て
み
て
も
、
や
は
り
戦
後
最
大
で
あ
っ
た
昭
和
三

O
年
の
二
四
二
戸
か
ら
昭
和
五
五
年

-59-

限
り
で
あ
る
(
表
I
|
2
)
。

の
一
五
五
戸
へ
と
八
六
戸
、
三
五
・
六
%
の
減
少
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
一
五
五
戸
の
農
家
の
う
ち
、
専
業
農
家
は
わ
ず
か
一
九
戸
で
あ

り
、
一
三
六
戸
八
七
・
八
%
が
兼
業
農
家
と
な
っ
て
い
る
(
表
I
|
3
・
1
1
1
1

田
畑
の
総
経
営
面
積
は
、
昭
和
五
五
年
現
在
一
八
一
町
八
反
五
畝
、

一
戸
平
均
に
し
て
一
町
一
反
七
畝
で
あ
る
。
昭
和
三

O
年
の
ニ
二

三
町
七
反
一
戸
平
均
九
反
二
畝
に
比
較
す
る
と
、
経
営
面
積
で
は
四
一
町
八
反
五
畝
の
減
少
で
あ
る
が
、

一
戸
当
り
の
平
均
に
し
て
二
反

五
畝
の
拡
大
が
み
ら
れ
る
(
表
I
1
4
)
。

明
治
期
に
至
っ
て
、

藩
政
期
の
隠
田
が
登
録
さ
れ
、
文
政
二
年
の
九
一
町
歩
が
、
明
、
治
一
回

北
大
文
学
部
紀
要
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"157(47.9) 

'" 99(31.9) 

ム115(25.3)

<>.106α9.6) 

幡

原

和

野

鹿

八

雄

美

中

計

人口数

1，334 

1， 255 

1，264 

1，225 

1，402 
1，456 

747 

表 1-2 雄鹿原の戸数・人口数の変化

一一一一一一一一| 戸数 | 1819年 255

81年 326

1920年 316

1930年 285

1950年 294

1955年 310

1980年 211

注)1819年， 1881年は雄鹿原村史主主びに附録より整理。

専業兼業別農家数 (1980年)

¥¥  総農
専業 兼 業

家数 農家 1種I2 種! 計
荒 神 27 1 9 17 26 

中 23 1 5 17 22 

政 21 7 7 7 14 

雲 25 1 5 19 24 

大 7 3 4 7 

亀 27 2 3 22 25 

橋 25 7 7 11 18 

表1-3

155 I 19 I 39 I 97 I 136 
|(100.0) I (12.2) I (25.2) I (62.6) I (87.8) 

注)農林業センサス，橋山は橋山，吉見渡J空域の3集落を含み整理。以
下の表も同様である。
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時
限

a
H

河申
。

同

開

閉

判

豊
富
同
河

N

一NN
ω

叶

金

N

O

H

H

J
B
H

∞H

∞
 日目。嬰

一
円
一
山
巴
岡
崎
目
」

一

阿

部

出

一

弓

河

罫

一

週

河

ト

H
申
印
日

A
H

一

∞

品

一

也

ω一
∞

叫

一

回

申

白

日

壮

刊

一

∞

由

一

也

叶

一

H

O

金

H

由
∞
。
雨
明
一
吋

N

一
H

O

U

一
H

A

F

斗一

間
)
呂
町
印
有
F
H
澱
淋
肘
M

オ
濫
刷
附
・
呂
町
印
刷
叩
宗
寺
亙
津
川
刑
ム
H
υ
¥
a
t
a
U
F
M

耳|菰

円
寸

冨
H

ドーー トー

年
に
二
四
三
町
歩
と
一
挙
に
三
倍
近
く
な
っ
た
経
緯
か
ら
す
る
と
、
四
一
町
歩
余
の
経
営
面
積
の
縮
小
は
、
時
代
の
逆
行
現
象
と
も
受
け

と
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
山
村
社
会
を
め
ぐ
る
変
動

ρ大
き
さ
が
こ
の
二
五
年
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
九
五
五
|
八

O
年
の
田
畑
経
営

一
r
、
，
一
・
五
町
層
を
基
軸
に
し
た
階
層
分
解
が
か
な
り
明
確
に
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
三
町
以
上
の
六
戸
は
す

規
模
の
変
化
を
み
て
も
、

ベ
て
酪
農
家
で
あ
る

(表
I
|
5
)
。
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田
畑
の
経
営
面
積
に
対
し
て
山
林
保
育
面
積
は
、
表
1
1
6
に
示
す
よ
う
に
、
総
面
積
の
九
割
を
山
林
が
占
め
る
だ
け
に
一
五
九
四
町

一
戸
平
均
に
し
て
一

O
町
三
反
と
な
る
。
中
で
も
橋
山
は
四
六
四
町
二
戸
平
均
一
九
町
三
反
と
群
を
抜
い
て
い
る
。
雄
鹿
原
の

中
で
も
も
っ
と
も
山
間
集
落
で
あ
る
だ
け
に
、
山
林
保
育
面
積
は
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
亀
山
は
、
一
回
二
町
一
戸
平
均
五
・
二
町
と
も

っ
と
も
少
な
い
。
こ
の
両
極
端
の
傾
向
を
示
す
二
集
落
は
、
改
め
て
詳
述
す
る
が
、
い
ず
れ
も
昭
和
三

O
年
以
降
の
変
動
過
程
の
中
で
山

と
多
く
、

林
を
め
ぐ
る
農
家
と
当
該
集
落
が
特
徴
的
な
関
係
を
示
し
て
い
る
。
山
林
に
つ
い
て
、
規
模
別
に
人
工
林
面
積
を
み
る
と
、
人
工
林
率
は

総
保
有
面
積
一
五
九
四
町
の
う
ち
三
九
七
町
で
二
四
・
九
万
と
な
る
。
集
落
別
で
は
雲
耕
が
四
七
・
一
二
%
と
抜
群
の
山
林
管
理
状
態
を
示

し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
で
中
祖
、
大
元
、
政
所
が
三

O
Z台
の
人
工
林
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
集
落
に
対
し
て
、
保
有
面
積
の

北
大
文
学
部
紀
要
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計

38 

27 
原神荒

35 

23 
中

24 

21 
所政

29 

25 
耕主E子

ヨ~ミ

17 

7 フロ大

48 

27 
山亀

山橋

計i斗
日

〈戸)

荒神原 5 6 14 2 27 298町(18.7) 11.0町
中 ネ旦 5 9 8 1 23 201 (12.6) 8.7 

政 所 5 10 4 2 21 187 く11.7) 8.9 
3聖5旨弓 耕 4 12 9 25 224 (14.1) 8.9 

大 フロ 1 2 3 1 7 80 ( 5.0) 11.4 

亀 山 14 10 3 27 142 ( 8.9) 5.2 

橋 山 1 3 9 11 24 464 (29.1) 19.3 

積

表 1-6 山林保有面積の規模別農家数 (1980年)

\\\I~需品町長官町ぷ町長11 総 Jl 総 J 

10.3 川一1，594 雄鹿原 1(22湾!ωg|(担感11間一恵!
注)農林業センサス。
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表 1-7 人工林面積の規模別農家数 (1980年)

¥¥灰It示11 町 11 町~15 町~11O町~II 合 計 11戸当l人工
、¥It.( LI未満 I5町110町I20町11総数 i総面一語ー|り平均|林率
荒神原 5 18 27 42町(10.5)11.5町14.0 

中祖 21 1 17 2 1 23 74 (18.5) 3.2 36.8 

政所 6 11 3 1 21 60 (15.0) 2.8 32.0 

雲耕 3 11 10 1 25 106 (26.6) 4.2 47.3 

大元 1 1 3 71 26 (6.5) 3.7 32.5 

亀山 2 12 27 29.(7.3) 1.0 20.4 

橋山 5 5 lOi 4 24 62 (15.5) 2.5 13.3 

北
大
文
学
部
紀
要

雄鹿原 1(911α18!(532|(1431(1Jl!(937|抑制的U竺
注)農林業センサス。

表 1-8 主要農産物年次別販売順位(雄鹿原全体)

人¥11 位 12 位 13 位 14 位 15 位 16 位
年| 米 |青果物
(97.4%)α.6) 1 

9年! 米 1キャベツ i競 菜!
〔98.1) 1 (1.8) 1 (0.1) 

間 O年 [(9f1〉 l肉(29?l1Viz03

1972年 1(8t.1) 1キぷ)'1肉。 3;1子(2.0;1疏(1.7手|
肌年1(ぷ2) 1 なす|イ52~I ト (Z7)ト iホマよ羽子(OJ 
m 年1(7t5日ト(よ9)ト|イお軒百二)'1ホZF|大(lf
m 年 1(ぷ1)1キ23rliムJ門ぶ)'1イ訂宇|ホtf
1nOl¥台| 米 1生 乳 トマト iホーレン草|イチゴ苗!キャベツ
竺竺土よ」旦.3) 1 (旦豆_)_1_(立ニ~よ-(臼_)_1_(3.2) 1 (0.4) 
注)農協資料， ( )内%は総販額に対する主要農産物の割合を示す。

表 1-9 集落別第1位農産物販売金額部門別農家数 (1980年)

¥¥¥j稲作|施設園高酪農 |ZZ場|野菜類|肉用牛 11合計
荒神原 1 2 1 27 

中 祖 17 2 2 21 

政
耕所 1 

5 2 4 7 18 

雪 17 3 3 24 

大 フじ 5 2 7 

亀 山 23 2 25 

橋 山 21 2 23 
句
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も
っ
と
も
多
い
橋
山
と
、
も
っ
と
も
少
な
い
亀
山
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
・
三
%
、
二

0
・
四
劣
と
他
の
集
落
に
対
し
て
人
工
林
率
は
低
く
、

山
林
管
理
の
立
遅
れ
が
目
立
っ
て
い
る
。
荒
神
原
(
荒
神
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
)
も
橋
山
と
並
ぶ
最
低
の
人
工
林
率
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
は
、
過
去
一

0
年
間
に
わ
た
る
荒
神
原
の
農
業
経
営
の
推
進
の
あ
り
方
、
つ
ま
り
昭
和
四
九
年
の
第
二
次
構
造
改
善
事
業
に
町
内
で
も

っ
と
も
早
く
着
手
し
、
集
落
を
あ
げ
て
水
田
の
基
盤
整
備
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
酪
農
経
営
、
園
芸
栽
培
の
積
極
的
導
入
を
図
る

こ
と
に
力
点
が
お
か
れ
、
山
林
経
営
が
手
薄
に
な
っ
た
こ
と
に
一
班
の
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

(表
I
|
7
)
。

と
こ
ろ
で
、
雄
鹿
原
地
区
の
農
産
物
の
販
売
は
、
表
1
1
8
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
九
八

O
年
で
は
、
米
、
生
乳
、

ト
マ
ト
、

ホ

レ
ン
蓋
ー
、

イ
チ
ゴ
首
が
主
要
費
目
に
な
っ
て
い
る
。

一
九
六
六
年
に
総
販
売
額
の
九
七
・
四
%
を
占
め
た
米
が
一
九
八

O
年
に
三
四
・
三



農家戸数の集落5J1j年次別変化表 1-11

1980年

荒 神 原 38 30 27(46) ム11(28.9)

中 祖 35 34(48) 31 23(40) '" 12(34.2) 

政 所 24 24(25) 22 21(22) '" 3(12.5) 
3歪PE弓 認十 29 29(31) 29 25(27) '" 4(13 7) 

大 7G 17 17(25) 14 7(12) "'10(58.8) 

亀 山 48 47(48) 39 27(35) ム21(43.7)

橋 111 50 50(57) 35 25(29) ム25(50.0)

|悶年/
1980年1965年1960年1955年¥¥¥¥|  

北
大
文
学
部
紀
要

l241(31州担制2)1 200 1団側)1
注)1655年は農業基本調査， 1960年は世界農業センサヘ 1965年は中間農業
センサス， 1980年は農林業センサス，但し，資料的告u約があり， 1955. 
65年の集落毎の総戸数は集約しえていない。そのために( )内数値は
確認しえた集落毎の総戸数を補足的に加えておいた。

ム86(35.6)原鹿雄

克
へ
と
大
幅
な
減
少
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
冷
害
の
影
響
が
あ
っ
た
に
せ
よ
驚
威

的
で
あ
る
。
過
去
十
五
年
間
に
、
主
要
な
販
売
農
産
物
は
、
米
か
ら
高
原
野
菜
を
キ

ヤ
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
た
ト
マ
ト
、

イ
チ
ゴ
苗
へ
と
変
化
し
、

さ
ら
に

キ
ャ
ベ
ツ
、

最
近
で
は
、
広
島
市
佐
東
町
に
あ
る
グ
リ
コ
乳
業
と
の
提
携
に
よ
っ
て
生
乳
が
大
幅

に
伸
び
第
一
位
販
売
費
目
に
追
っ
て
い
る
。
農
産
物
販
売
額
を
集
落
別
に
み
る
と
、

右
の
こ
と
を
反
映
し
て
、
高
い
販
売
額
を
示
す
農
家
は
酪
農
を
第
一
位
販
売
費
目
と

ず
る
集
落
に
多
く
な
っ
て
い
る

(表
1
1
9
、

10 

以
上
が
雄
鹿
原
地
区
の
概
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
雄
鹿
原
地
区
に
お
い
て
注
目

さ
れ
る
こ
と
は
、
等
し
く
雄
鹿
原
地
区
と
い
っ
て
も
、
農
家
戸
数
を
中
心
に
み
た
、
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表

I
!日
の
ご
と
く
、
集
落
聞
の
過
疎
化
の
状
況
に
差
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
に

加
え
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
過
疎
化
へ
の
対
応
に
こ
れ
ま
た
集
落
聞
に
違
い
が
み
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
各
集
落
の
過
疎
化
の
状
況
と
過
疎
化
へ
の

対
応
の
違
い
は
、
都
市
移
住
家
族
を
生
み
だ
し
た
背
景
を
考
え
る
時
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
山
村
の
社
会
変
動
が
激
し
く
な
る
一
九
五
五
年
以
降
今
日
に
至
る
各
集
落

の
変
動
を
類
型
的
に
把
握
し
、
そ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
都
市
移
住
家
族
の
成
立
背

景
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
一

O
集
落
の
う
ち
、
吉
見
坂
、
橋
山
、
空

城
の
旧
橋
山
村
三
集
落
は
、
歴
史
的
社
会
的
に
類
似
し
た
背
景
を
も
つ
こ
と
か
ら
一



都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

ま
た
宮
地
は
、
藩
政
期
で
は
小
規
模
な
が
ら
自
律
的
な
集
落
単
位
で
あ
っ
た
が
、
大
元
、

亀
山
に
隣
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
最
近
で
は
集
落
の
自
律
性
は
流
動
化
し
暖
昧
で
あ
る
。
現
在
、
行
政
的
資
料
は
、
宮
地
と
亀
山
は

括
し
て
橋
山
と
し
て
取
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。

便
宜
的
に
一
括
し
て
亀
山
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
も
そ
れ
に
な
ら
う
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
以

下
で
は
、
雄
鹿
原
一

O
集
落
は
七
集
落
と
し
て
集
約
す
る
。
こ
れ
ら
の
集
落
を
昭
和
三

O
年
以
降
の
過
疎
化
を
め
ぐ
る
社
会
変
動
下
に
お

い
て
類
型
化
す
る
と
次
の
四
つ
の
タ
イ
プ
が
設
定
さ
れ
う
る
。

I
型
|
戸
数
の
減
少
は
少
な
く
、
し
か
も
過
疎
化
へ
の
対
応
が
積
極
的
な

集
落
、

H
型
|
戸
数
の
減
少
は
少
な
い
が
、
過
疎
化
へ
の
対
応
は
消
極
的
な
集
落
、
阻
型
l
戸
数
の
減
少
は
激
し
い
が
、
過
疎
化
へ
の
対

応
は
積
極
的
な
集
落
、

W
型
1

戸
数
の
減
少
は
激
し
く
、
し
か
も
過
疎
化
へ
の
対
応
が
消
極
的
な
集
落
、
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
各
類
型
に
該
当
す
る
集
落
の
う
ち
雲
耕
、
政
所
に
つ
い
て
は
す
で
に
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
し
、
雄
鹿
原
の
歴
史
に
つ
い
て

し
か
も
、
も
っ
と
も
過
疎
化
の
激
し

い
こ
集
落
、
橋
山
、
亀
山
の
昭
和
三

O
年
以
降
の
社
会
変
動
を
跡
e

つ
け
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て

I
型
は
、
戸
数
の
減
少
は
少
な
く
し
か
も
過
疎
化
へ
の
対
応
が
積
極
的
な
集
落
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
で
は
、
荒
神
原
が
代
表
的

で
あ
る
が
、
他
に
中
祖
、
政
所
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
各
集
落
は
、
い
ず
れ
も
国
道
一
八
六
号
線
沿
い
な
い
し
そ
れ
に
隣
接
す
る
地
域

で
あ
り
、
地
域
内
に
農
協
支
所
、
郵
便
局
、
診
療
所
、
小
学
校
、
旅
館
、
日
用
雑
貨
庖
、
食
料
品
居
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
食
堂
、
魚

庖
等
を
含
む
い
わ
ゆ
る
小
規
模
な
農
村
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
雄
鹿
原
地
区
非
農
家
五
六
戸
の
ほ
ぼ
大
半
が
こ
の

地
域
に
あ
る
。
芸
北
町
合
併
以
前
に
村
役
場
が
あ
っ
た
の
も
こ
の
地
域
で
あ
り
、
雄
鹿
原
で
は
先
進
地
区
で
あ
る
。
荒
神
原
は
そ
う
し
た

も
言
及
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
報
告
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
、

地
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
。
荒
神
原
は
、
す
で
に
昭
和
三
七
年
よ
り
酪
農
の
導
入
に
よ
っ
て
現
金
収
入
の
増
大
を
図
っ
て
い
た
が
、
稲
作

プ
ラ
ス
酪
農
の
複
合
経
営
の
行
き
づ
ま
り
か
ら
、
過
疎
対
策
の
一
環
と
し
て
の
基
盤
整
備
事
業
の
呼
び
か
け
に
呼
応
し
て
、
町
内
で
い
ち
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生産組織への参加状況(1980年)表 1-12

参加率(%)

荒 神 原 27 27 100.0 

中 ネ旦 23 23 100.0 

政 所 21 21 100.0 

歪3ZE弓 耕 25 

大 フロ 7 7 100.。
亀 山 27 5 18.5 

橋 山 25 

参加農家数総農家数¥¥¥¥i  

北
大
文
学
部
紀
要

53.5 83 155 

注)農林業センサス。

原鹿雄

早
く
、
昭
和
四
七
年
一

O
月
地
区
指
定
申
請
を
し
昭
和
四
九
年
に
第
二
次
農
業
構
造
改

善
事
業
の
実
施
に
ふ
み
き
っ
た
。
荒
神
原
が
先
鞭
を
つ
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
隣
接
集

さ
ら
に
は
亀
山
の
一
部
へ
と
漸
次
、
基
盤
整
備
事
業
が
展

開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
整
備
事
業
の
進
展
に
伴
い
昭
和
四
九
年
五
四
戸

落
の
中
祖
、
政
所
、
大
元
、

(
現
在
八
八
戸
)
を
も
っ
て
「
雄
鹿
原
生
産
組
合
」
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
荒
神

原
は
、
県
の
優
良
地
区
と
し
て
の
評
価
を
受
け
る
と
共
に
、
米
作
日
本
一
の
農
業
者
の

さ
ら
に
、
昭
和
五

0
年
代
に
入
り
、
従
来
の
個
別
化
し
た
野
菜
栽

培
を
、
協
業
経
営
に
基
く
「
荒
神
園
芸
生
産
組
合
」
と
し
て
再
編
成
し
、
高
原
野
菜
の
生

産
の
増
大
を
図
っ
て
い
る
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
よ
る
施
設
園
芸
を
町
が
本
格
的
に
取

出
現
を
み
て
い
る
。
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り
組
む
よ
う
に
な
る
の
も
、
こ
の
生
産
組
合
の
組
織
化
が
一
つ
の
モ
メ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
。
自
己
完
結
的
な
稲
作
の
み
か
ら
、
酪
農
に
野
菜
を
加
え
た
複
合
的
な
自
立
経
営

を
押
し
進
め
て
い
る
荒
神
原
ら
の
I
型
の
集
落
に
顕
著
な
点
は
、
他
の
集
落
に
比
べ
て

生
産
組
織
へ
の
参
加
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(表
1
1
U
)
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
I
型
の
集
落
は
、
生
産
組
織
を
中
心
と
し
た
積
極
的
な
集
落
再
編
成
を
展
開
し
な

が
ら
農
家
戸
数
の
減
少
を
最
小
限
に
く
い
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

H
型
|
戸
数
の
減
少
は
少
な
い
が
、
過
疎
化
へ
の
対
応
は
消
極
的
な
集
落
で
雲
耕
が

こ
れ
に
該
当
す
る
。
雲
耕
は
政
所
と
並
ん
で
、
雄
鹿
原
で
戸
数
の
減
少
が
も
っ
と
も
少



都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

な
い
集
落
で
あ
る
。
転
出
転
入
に
よ
っ
て
戸
数
減
少
が
相
殺
さ
れ
て
い
る
政
所
に
比
べ
る
と
、
転
入
の
な
い
雲
耕
は
、
文
字
通
り
過
疎
化

に
対
し
て
戸
数
減
少
を
最
小
限
に
く
い
と
め
て
き
た
集
落
で
あ
る
。
雲
耕
は
、
荒
神
原
の
ご
と
く
生
産
組
織
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い

し
、
基
盤
整
備
事
業
も
昭
和
五
六
年
に
な
っ
て
や
っ
と
着
手
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
過
疎
化
へ
の
対
応
に
目
立
っ
た
動
き
が
み
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
「
連
続
と
変
化
」
の
振
幅
が
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
て
き
た
集
落
で
あ
り
雄
鹿
原
の
中
で
は
特
異
な
存
在
と
も

い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
雲
耕
の
過
疎
化
へ
の
対
応
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
二
七
戸
中
二
戸
を
除
く
す
べ
て
が
親
類
関
係
に
あ
る

こ
と
、
一
村
一
門
徒
で
あ
る
こ
と
、
報
思
議
を
は
じ
め
複
数
の
講
集
団
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
共
有
財
産
と
し
て
の
山
林

を
も
ち
多
額
の
土
台
金
を
有
す
る
報
徳
社
と
い
う
中
核
的
集
団
の
存
在
が
あ
り
、
こ
れ
が
累
積
的
共
同
体
の
性
格
を
強
化
す
る
と
い
う
社

会
構
造
上
の
特
質
が
過
疎
化
へ
の
歯
止
め
と
な
っ
て
き
た
点
に
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
問
題
の
凹
型
W
型
の
両
タ
イ
プ
で
あ
る
が
、
ま
ず
皿
型
|
戸
数
の
減
少
は
激
し
い
が
、
過
疎
化
へ
の
対
応
は
積
極
的
な
集

落
か
ら
取
り
あ
げ
る
。
亀
山
が
こ
の
タ
イ
プ
の
集
落
で
あ
る
。
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亀
山
は
橋
山
と
並
ん
で
、
戸
数
減
少
が
も
っ
と
も
激
し
い
地
域
で
あ
る
。
農
家
戸
数
は
昭
和
三

O
年
の
四
八
戸
か
ら
昭
和
五
五
年
の
二

七
戸
へ
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
亀
山
は
、
ゴ
一
つ
の
組
、
馬
ノ
原
、
中
組
、
下
組
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
る
も
っ
と
も
北
端
の
谷
あ
い

に
あ
る
馬
ノ
原
は
島
根
県
境
に
接
し
て
い
る
。
亀
山
で
は
、
過
疎
化
へ
の
対
応
に
か
ら
ん
で
見
落
さ
れ
な
い
出
来
事
が
あ
る
。
そ
の
一

つ
は
、
昭
和
三
六
年
に
亀
山
地
区
経
営
の
民
間
ス
キ
l
場
開
設
に
着
手
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
戦
前
よ
り
ス
キ
l
の
導
入
が
な
さ
れ

て
い
た
が
、
地
元
経
営
の
ス
キ
l
場
開
設
は
亀
山
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。
ス
キ
l
場
開
設
の
た
め
に
貸
ス
キ
ー
の
導
入
、
食
堂
の
設

置
、
ス
キ
l
客
用
の
宿
泊
施
設
と
し
て
農
家
に
よ
る
民
宿
経
営
の
着
手
、
民
宿
経
営
に
必
要
な
主
婦
の
調
理
師
資
格
の
取
得
、
さ
ら
に
は

民
宿
経
営
の
た
め
の
新
改
築
と
い
っ
た
一
連
の
動
き
が
伴
な
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
冬
期
の
ス
キ
l
場
を
夏
期
は
乳
牛
の
導
入
に
よ
る
牧



層
の
人
た
ち
を
中
心
に
推
進
さ
れ
た
。

場
経
営
に
活
用
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
出
来
事
は
、
当
時
の
自
治
会
長
経
験
者
を
は
じ
め
進
取
の
気
性
に
富
ん
だ
青
壮
年

酪
農
経
営
の
失
敗
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
。

し
か
し
破
綻
は
、

昭
和
三
八
年
の
い
わ
ゆ
る

「
一
二
人
豪
雪
」
に
よ
っ
て
、
交
通
が
途
絶
し
搾
乳
の
出
荷
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
冬
期
の
降
雪
期
に
お
け
る
乳
牛
の
飼
育

と
管
理
方
法
の
未
熟
さ
に
よ
っ
て
、
牧
場
経
営
は
、
壊
滅
的
打
撃
を
被
り
、
牧
場
経
営
に
参
加
し
た
十
六
人
の
メ
ン
バ
ー
は
多
額
の
借
財

を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
参
加
者
が
集
落
内
の
比
較
的
若
い
四

O
才
前
後
の
年
齢
層
を
中
心
と
し
て
い
た
だ
け
に
、
波
紋
は
大
き
く
、

当
該
成
員
の
家
族
は
も
と
よ
り
、
集
落
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
つ
い
に
昭
和
三
九
年
、
ス
キ

I
場
経
営
と
牧
場
経
営
は
破
綻
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

ス
キ
l
場
及
び
牧
場
は
広
島
市
の
観
光
会
社
に
買
収
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
観
光
の
名
に
お
け
る
周

囲
の
山
林
の
買
占
め
、
借
財
の
返
済
に
伴
う
土
地
の
売
却
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
憂
慮
し
た
広
島
県
は
、
亀
山
周

辺
の
山
林
を
固
定
公
園
に
と
い
う
名
目
の
も
と
に
買
収
し
、
私
企
業
に
よ
る
買
収
の
歯
止
め
対
策
に
乗
り
だ
し
た
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
伴
な
い
、
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の
直
接
的
影
響
と
そ
の
波
及
効
果
に
よ
っ
て
亀
山
は
多
く
の
挙
家
離
村
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
地
域
外
資
本
に
よ

る
私
企
業
経
営
と
は
い
え
大
佐
山
ス
キ
l
場
が
地
区
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
集
落
成
員
の
冬
期
に
お
け
る
ス
キ
l
場
勤
務
、

ス
キ
l
客
用

の
民
宿
経
営
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
因
に
亀
山
で
は
二
七
戸
中
十
六
戸
が
民
宿
経
営
を
営
ん
で
い
る
。
亀
山
は

I
型
に
み
ら
れ
た
荒
神

を
は
じ
め
と
す
る
先
進
地
区
と
は
呉
な
る
内
容
の
商
業
化
が
、
他
集
落
に
先
が
け
て
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
現
在
そ
う
し
た
延
長
線
上
に

た
っ
て
、
亀
山
で
は
春
か
ら
秋
は
野
菜
作
り
と
稲
作
に
専
念
し
、
冬
期
は
ス
キ

I
場
へ
の
就
業
ま
た
は
民
宿
経
営
と
い
う
年
聞
を
通
じ
て

の
就
労
の
場
が
確
保
さ
れ
て
き
て
い
る
。

町
型
|
戸
数
減
少
が
激
し
く
し
か
も
過
疎
化
へ
の
対
応
が
消
極
的
な
集
落
の
橋
山
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。
橋
山
三
集
落
は
、
雄
鹿
原
で
は

北
大
文
学
部
紀
要



都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

国
道
か
ら
も
っ
と
も
遠
い
。
比
較
的
近
い
吉
見
坂
で
も
四
キ
ロ
、
も
っ
と
も
遠
い
空
域
は
約
十
二
キ
ロ
の
匝
離
に
あ
る
。
山
間
僻
地
は
否

定
で
き
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
ら
一
二
集
落
は
過
疎
化
が
も
っ
と
も
激
し
く
、
昭
和
三

O
年
の
総
農
家
戸
数
五

O
戸
か
ら
、
昭
和
五
五

年
の
二
五
戸
へ
と
半
減
し
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
橋
山
は
二
戸
当
り
の
山
林
所
有
面
積
が
群
を
抜
い
て
多
か
っ
た
。
か
つ

て
は
旧
雄
鹿
原
村
の
山
林
所
有
総
面
積
の
約
半
分
を
占
め
、
共
有
山
林
は
一
三

O
八
町
歩
あ
っ
た
。
文
字
通
り
共
有
林
の
ム
ラ
で
あ
っ

た
。
藩
政
期
よ
り
柴
草
山
の
利
用
、
境
界
領
域
を
め
ぐ
っ
て
、
他
村
と
何
度
も
ト
ラ
ブ
ル
を
く
り
返
し
て
き
た
。
そ
の
く
り
返
し
を
通
じ

一
方
で
は
、
他
村
に
対
す
る
自
律
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
、
村
内
の
一
体
感
と
帰
属
感
を
譲
成
し
て
き
た
。
こ

て、の
共
有
山
林
を
め
ぐ
る
経
緯
は
、
橋
山
の
歴
史
を
大
き
く
左
右
し
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
す
で
に
旧
橋
山
村
は
明
治
三
九

有
山
林
が
雄
鹿
原
村
に
統
一
さ
れ
る
時
、

旧
橋
山
村
の
み
が
表
I

|
日
に
示
す
よ
う
に
他
集
落
に
比
し
て
隔
絶
し
た
規
模
の
共
有
山
林
が
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年
、
藩
政
期
よ
り
継
承
さ
れ
た
共
有
山
林
を
財
産
区
と
し
て
管
理
す
る
た
め
に
「
橋
山
区
会
」
を
設
置
し
た
。
大
正
九
年
に
各
旧
村
の
共

あ
っ
た
た
め
に
、
容
易
に
統
一
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
時
勢
に
棒
さ
す
こ
と
は
で
き
ず
昭
和
四
年
四
月
、

つ
い
に
統
一
を
決
議

す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
時
、

「
橋
山
区
会
」

の
区
有
林
二
ニ

O
八
町
の
う
ち
八
一

O
町
を
村
に
提
供
し
た
が
、

な
お
四
九
八
町
三
反

七
畝
一
五
歩
が
合
組
員
六
四
名
の
手
に
残
っ
た
。
こ
の
約
五
百
町
歩
を
も
と
に
昭
和
四
年
九
月
に
「
橋
山
施
業
森
林
組
合
」
が
設
立
さ
れ

た
。
山
林
王
国
を
誇
っ
た
橋
山
は
、
共
有
林
の
規
模
が
な
お
大
き
く
、
そ
の
管
理
と
運
営
上
の
困
難
さ
と
に
抗
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
加

え
て
、
現
金
収
入
の
道
を
確
保
す
る
た
め
に
、
昭
和
二
六
年
、
共
有
山
林
の
う
ち
八

O
町
歩
を
「
森
林
開
発
公
団
」
の
分
収
造
林
と
し
て

県
に
管
理
を
移
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
移
管
に
よ
っ
て
、
確
か
に
現
金
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
現
金

収
入
の
道
は
、
組
合
員
の
個
人
的
利
害
の
触
手
を
動
か
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。
す
で
に
亀
山
地
区
に
お
い
て
ふ
れ
た
ご
と
く
、
昭
和
一
二

O

年
代
に
入
る
に
及
ん
で
、
観
光
開
発
を
は
じ
め
と
す
る
私
企
業
の
触
手
は
、
橋
山
地
区
に
も
及
ん
で
い
る
。
中
国
電
力
に
共
有
山
林
一

O



歩

荒 神 原 776 3 1 9 

中 祖 144 5 9 10 

政 所 154 5 2 29 

雲 耕 286 6 2 1 
r邑~ 地 24 5 1 21 

橋 山 1，308 7 5 

集落別共有山林 (1920年)

畝反町

表 1-13

一一¥¥l
北
大
文
学
部
紀
要

「雄鹿原村史J146頁，但し，荒神原には亀山が含ま
れている。

(藩政期には亀山は荒神原に含まれていた)

注)

O
町
歩
が
売
却
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
し
て
、
共
有
山
林

は
各
組
合
員
に
分
割
さ
れ
る
と
い
う
「
分
割
協
議
書
」
が
昭
和
三
三
年
に
成
立
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
橋
山
で
は
九
町
九
反
、
空
域
で
は
コ
一
町
四
反
が
そ
れ
ぞ
れ
組
合
員
に
分
割
さ
れ

た
。
こ
の
結
果
、
か
つ
て
は
一
一
二

O
入
町
歩
あ
っ
た
共
有
山
林
が
実
に
、

一
O
分
の
一
近
く

の
一
八
九
町
歩
に
ま
で
縮
小
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
残
さ
れ
た
共
有
林
は
、
さ
ら
に

昭
和
三
六
年
に
橋
山
三
集
落
の
そ
れ
ぞ
れ
事
業
部
と
し
て
自
主
的
な
管
理
運
営
の
支
配
下
に

置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
、
橋
山
で
は
昭
和
一
二
六
年
に
「
財
団
法
人
橋
山

自
治
会
」
が
発
足
し
て
い
る
。

雄
鹿
原
村
へ
の
移
管
、
橋
山
一
二
集
落
の
自
主
的
管
理
運
営
化
、
各
組
合
員
へ
の
分
割
と
い

っ
た
あ
ら
ゆ
る
次
元
で
の
共
有
山
林
の
管
理
運
営
の
移
譲
処
置
は
、
従
来
、
共
有
林
を
中
核
と

-71ー

し
て
社
会
統
合
を
図
っ
て
き
た
山
林
王
国
の
橋
山
を
根
底
か
ら
揺
が
す
こ
と
に
な
っ
た
。
山

村
共
同
体
を
支
え
て
き
た
こ
の
よ
う
な
物
的
基
盤
の
解
体
は
、
過
疎
化
に
対
抗
す
る
ど
こ
ろ

か
、
む
し
ろ
過
疎
化
を
促
進
す
る
呼
び
水
と
な
っ
た
。
表
面
的
に
は
大
き
な
う
ね
り
と
思
え

な
か
っ
た
共
有
山
林
の
処
分
は
、
昭
和
三

0
年
代
後
半
に
至
っ
て
一
挙
に
顕
在
化
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
山
間
僻
地
を
襲
っ
た
「
三
八
豪
雪
」
は
、
集
落
社
会
の
統
合
が
弛
緩
し
た
状
態

に
お
い
て
、

ま
す
ま
す
人
々
を
浮
足
立
た
せ
る
こ
と
に
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
挙
家
離
村
を

多
く
生
み
だ
し
た
橋
山
一
ニ
集
落
に
は
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
。
集
落
再
編
成
と
い
う
過
疎
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化
へ
の
対
応
は
、
雲
耕
以
上
に
み
ら
れ
な
い
。
雄
鹿
原
の
他
の
集
落
が
す
べ
て
基
盤
整
備
事
業
を
終
了
し
て
い
る
か
も
し
く
は
着
手
し
て

い
る
の
に
比
べ
る
と
、
橋
山
三
集
落
で
は
い
ず
れ
も
が
ま
だ
着
手
し
て
い
な
い
。
加
え
て
、
酪
農
、
高
原
野
菜
栽
培
の
導
入
も
随
分
立
遅

れ
が
目
立
っ
て
い
る
。

雄
鹿
原
の
各
集
落
を
過
疎
化
の
状
況
と
過
疎
化
へ
の
対
応
を
基
準
に
し
て
類
型
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
つ
と
め
て
き
た
が
、
過
疎
化
の

激
し
い
皿
型
町
型
の
両
タ
イ
プ
は
、
急
激
な
戸
数
減
少
に
伴
な
い
も
っ
と
も
多
く
の
挙
家
離
村
を
生
ん
だ
集
落
で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
他

の
タ
イ
プ
の
集
落
と
比
較
す
る
時
、
な
お
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。

水
準
の
低
さ
で
あ
る
。
昭
和
一

O
年
の
経
済
更
生
計
画
書
に
よ
る
と
、
橋
山
三
集
落
と
亀
山
は
、

一
つ
は
、
生
産
性
と
生
活

一
人
当
り
の
生
産
額
が
雄
鹿
原
村
の
平

均
よ
り
か
な
り
低
く
最
下
位
に
あ
る

(表

I
l
H
)
。
生
産
額
が
最
低
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
戸
平
均
の
生
活
費
は
、

橋
山
三
集

一 72ー

落
は
い
ず
れ
も
村
平
均
を
上
回
り
逆
に
高
く
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
が
山
村
生
活
を
い
っ
そ
う
厳
し
い
も
の
に
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
生
産
額
と
生
活
費
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
雲
耕
、
政
所
に
比
べ
る
と
い
っ
そ
う
生
活
の
き
び
し
さ
が
う
か
が
わ
れ

る
。
と
く
に
橋
山
で
は
、
階
層
差
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
低
い
生
活
水
準
を
も
た
ら
し
て
き
た
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
昭

和
八
年
の
小
作
層
は
、
村
全
体
で
は
一
一
・
三
鬼
で
あ
る
が
、
橋
山
で
は
三
三
・
三
%
と
三
倍
に
も
及
ん
で
い
る
(
表

I
!日
)
。
こ
の
よ

う
な
橋
山
に
対
し
て
亀
山
の
生
活
費
は
村
内
で
も
っ
と
も
低
い
が
、
総
収
入
も
も
っ
と
も
低
い
こ
と
か
ら
、

必
然
的
に
生
活
費
も
押
し
下

げ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
生
活
水
準
の
低
さ
は
亀
山
に
お
い
て
も
否
定
で
き
な
い
。

平
均
反
収
を
み
る
と
、
橋
山
、
亀
山
は
村
内
で
こ
れ
ま
た
最
低
で
あ
る

さ
ら
に
昭
和
二
二
年
の

(表

I
l
m
)
。
こ
の
よ
う
な
戦
前
・
戦
後
に
わ
た
る
低
位
生
産
性

と
低
い
生
活
水
準
は
、
稲
作
と
木
炭
製
造
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。
と
く
に
冬
期
に
お
け
る
炭
焼
き
は
、
雪
に
埋
も
れ

し
か
し
、
昭
和
三

0
年
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
が
木
炭
製
造
を
一
掃
す
る
こ
と
に
な
っ

る
山
村
の
経
済
生
活
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。



表 1-14 集落別にみた生産性と生活水準 (1933年)

一¥ミ「布五313L嘉|ち品書 |(fkJtJL〉
荒神原 493円63銭 118円85銭| 351円34銭! 135円 9銭

中 祖 652. 49 142. 54 468. 58 160. 61 

政 所 670. 9 216 18 388. 49 176. 2 

τ呈z雪z之 耕 874. 45 481. 46 435. 60 192. 25 

亀 山 444. 10 140. 98 329. 9 116. 63 

空 域 773. 98 220. 66 546. 18 56. 63 

吉見坂 518. 51 143. 85 444. 33 107. 61 

橋 山 537. 47 120. 58 440. 31 128. 81 

北
大
文
学
部
紀
要

雄鹿原 1 6聞蛾 1加円14銭 406円倒 凶円88銭

注)r広島県経済更生計画書J(昭和10)49-50頁。

表 I-15 自小作別農家数 (1933年)

¥¥¥l自作|自小作[小作| 計

荒神原 23(54.7) 17(40.5) 2( 4.7) 42 

中 祖 18(54.5) 15(45.5) 33 

政 所 11(36.7) 18(60.0) 1( 3.3) 30 

号7'雪zミ 耕 11(39.3) 15(53.6) 2( 7.1) 28 

亀 山 33(71.7) 909.6) 4( 8.7) 46 

橋 山 22(43.1) 12(23.5) 17(33.3) 51 

雄鹿原 1山51・3)1 附 ω| 別 1・3) I 230 
注)r広島県経済更生計画書J15-17頁。

表 1-16 集落別平均反収 (1947年)

一一¥¥J農家数!田 畑 | 平均反収
荒 神 原 43戸 34町 1.465石
中 祖 39 32 1.475 

政 所 23 22 1.385 
歪ZζE五右 耕 29 34 1.395 
大 フロ 18 14 1.385 

亀 山 48 43 1.275 

橋 山 52 40 1.310 

雄鹿原| 252 219 1，367 

注) r雄鹿原村地力調査委員会」資料， 但し，橋rL!は空城，橋山，吉見坂
の3集落の平均値である。
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表
仁
|
「
1

l

i

l

i

-

-

l

i

-

-

で
~
一
一
原
祖
所
耕
元
山
城
山

二
一
神

二

一

荒

中

政

雲

大

亀

空

橋

神

祖

尚

積

山

城

山

法

た
。
雄
鹿
原
も
例
外
で
は
な
く
三

0
年
代
前
半
で
炭
焼
き
は
消
え
、
有
力
な
現
金
収
入
の

道
は
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
低
位
生
産
性
、
低
い
生
活
水
準
の
集
落
に
は
、

こ
の

よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
影
響
は
他
集
落
に
比
べ
て
い
っ
そ
う
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

両
集
落
に
お
け
る
こ
う
し
た
経
済
的
側
面
で
の
特
徴
に
加
え
て
、
第
二
に
、
当
該
集
落

す
で
に
ふ
れ
た
ご
と
く
、

荒
神
、

政

に
お
け
る
中
核
的
集
団
の
欠
如
が
あ
げ
ら
れ
る
。

所
、
中
祖
と
い
っ
た
I
型
の
集
落
で
は
、
生
産
組
織
が
、
ま
た
H
型
の
雲
耕
で
は
報
徳
社

が
そ
れ
ぞ
れ
中
核
集
団
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
橋
山
、
亀

注)吉見坂は設立準備中 (1981年調査時現在)
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山
で
は
、
集
落
全
体
を
統
合
す
る
よ
う
な
中
核
的
集
団
が
み
ら
れ
な
い
。
生
産
組
織
へ
の

参
加
率
は
亀
山
は
、
一
八
・
五
%
で
あ
る
し
、
橋
山
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
雄
鹿
原
地
域
に
広
く

み
ら
れ
る
法
人
化
さ
れ
物
神
両
面
の
社
会
統
合
機
能
を
有
す
る
報
徳
社
は
、
雲
耕
、
政
所

が
大
正
期
に
お
い
て
結
成
さ
れ
、

し
か
も
そ
の
成
立
の
経
緯
が
内
発
的
で
あ
っ
た
の
に
比

べ
る
と
、
表

I
l
u
の
ご
と
く
、
橋
山
、
亀
山
は
昭
和
三

O
年
以
降
に
組
織
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
成
立
の
動
機
は
内
発
的
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
中
核
的
集
団
の
欠
如
は
、
現

在
の
、
集
落
ご
と
の
い
わ
ゆ
る
ム
ラ
行
事
に
も
反
映
し
て
い
る
。
雄
鹿
原
の
中
で
は
ム
ラ

行
事
が
も
っ
と
も
多
い
の
は
政
所
、
雲
耕
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
集
落
に
比
べ
る
と
、
亀
山
、

「
報
思

橋
山
は
少
な
い
。
亀
山
で
は
ム
ラ
行
事
と
し
て
常
会
、

春
の

「
御
法
事
」
秋
の



講
」
、
二
か
月
に
一
度
の
「
お
茶
講
」
、
馬
ノ
原
三
社
の
祭
り
、
大
原
大
歳
神
社
の
祭
り
、
亀
山
報
徳
社
の
総
会
が
主
な
行
事
で
あ
る
。
亀

山
に
比
べ
て
、
橋
山
は
さ
ら
に
少
な
く
な
り
、
橋
山
三
集
落
の
う
ち
、
吉
見
坂
で
は
、
毎
月
二
七
日
に
、
定
期
的
常
会
を
聞
く
も
の
の
、

二
年
に
一
度
の
「
お
茶
講
」
、
三
年
に
一
度
の
大
歳
神
社
の
当
番
、
氏
神
様
の
金
比
羅
様
の
祭
り
が
年
一
度
、
と
い
う
よ
う
に
少
な
い
。

他
の
橋
山
二
集
落
も
似
か
よ
っ
た
状
況
に
あ
る
。
と
く
に
現
在
五
戸
に
す
ぎ
な
い
吉
見
坂
で
は
、
過
疎
化
に
よ
っ
て
葬
式
組
さ
え
組
め
な

い
た
め
に
他
の
集
落
に
応
援
を
求
め
る
と
い
う
有
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
冬
期
に
至
つ
て
は
、
空
城
の
八
戸
全
戸
と
橋
山
、
吉
見
坂
の
一
部

は
国
道
沿
い
の
町
営
住
宅
に
移
る
こ
と
か
ら
、
集
落
機
能
の
低
下
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
停
止
と
い
う
事
濯
が
生
ま
れ
て
い
る
。

す
で
に
み
て
き
た
過
疎
化
へ
の
対
応
に
加
え
て
、
社
会
的
、
経
済
的
な
社
会
構
造
上
の
背
景
が
橋
山
、
亀
山
両
集
落
か
ら
多
く
の
挙
家

離
村
を
生
む
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

都
市
移
住
家
族
の
存
在
形
態

-75ー

都
市
移
住
家
族
の
成
立
は
、
前
節
で
み
た
ご
と
く
、
当
該
出
身
地
域
の
社
会
構
造
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
と
は
い
え
、
移
住
家
族

あ
っ
て
、

そ
れ
自
体
に
内
在
す
る
諸
条
件
も
負
け
ず
劣
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
同
じ
過
疎
化
し
た
出
身
集
落
に

一
方
で
都
市
移
住
家
族
が
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
残
留
家
族
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
都
市
移
住
し
た

一
体
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

家
族
は
、
と
こ
ろ
で
、
雄
鹿
原
地
区
に
お
け
る
都
市
移
住
家
族
は
、
次
の
手
続
き
に
よ
っ
て
把
握
し
た
。
冒
頭
で
述
べ
た
ご
と
く
、
わ
が
国
の
急

激
な
社
会
変
動
に
伴
い
都
市
移
住
が
増
大
す
る
の
は
昭
和
三

O
年
以
降
で
あ
る
。
当
該
出
身
地
域
で
も
、
v

昭
和
三
五
年
以
降
過
疎
化
が
進

展
し
挙
家
離
村
が
顕
著
に
な
る
。
そ
こ
で
ま
ず
第
一
に
、
昭
和
三
五
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
農
業
世
帯
で
あ
っ
て
昭
和
五
五
年

北
大
文
学
部
紀
要



、ミゴ13dii羽iji手iiti 」小計 I;~I 吋合計
都
市
移
住
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の
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程

荒 神 原 4 (3) 1 (1) ! 5 (4) 

中 祖 3 1(1) 6 (2) 6 (2) 

政 所 1 (1) 1(1) 1 (1) 

雲 耕 1 (1)1 1 (1) 1 2 (1) 

大 フじ 1 (1) 3 3 7 (1) 7 (1) 

亀 山 9 (6) 8 (6) 2 (2) 19(14) 1 2;i2227 (14〕
橋 山 1 110 (6) 5 (4) 1 (1) 2 19(11) 7 1 li27(11) 
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[1P防7(叩(
)内数字は広島市への移住世帯であり被面接家族を示す。

計メ込
Q 

計

1945~54年 1 |12 1(17)  
1955~64年 20(16) 5 1Ii27(16) (46.6) 

1965~74年 2 11120(14) (34.5) 

1975~82年 5(4) 3 8 (4) (13.8) 

不 明 1 1 2 (3.4) 

i込
仁I

メ込
ιI 

!4削〉131 10121P8〈34〉(1000〉
(74.1)1 (5.2)1 (17.2)1 (3.4)11(99.9) 

)内数字は広島市への移住世帯であり被面接家族を示す。

外 11内|県

注)( 

表 1-19 年次別町外移住世帯

下 ¥¥-1広島市lFEl県

計

明1

113m1322izi!日 (3ddiiヨj
注)c型(同居世帯)は世帯主世代に加えて親世代ないし既婚子世代のい
ずれかが同居することを示す。

( )内数字は広島市への移住世帯であり被面接家族を示す。
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1945~54年

1955~64年

1965~74年

1975~82年

不明

計i斗
日



の
同
セ
ン
サ
ス
で
は
離
農
し
た
世
帯
を
原
則
と
し
て
選
択
し
た
。
第
二
に
、
各
集
落
に
お
い
て
、
昭
和
二

0
年
代
に
ま
で
遡
及
す
る
と
共

に
、
昭
和
五
五
年
以
降
五
八
年
一
二
月
ま
で
の
挙
家
離
村
世
帯
を
さ
ら
に
補
充
し
た
。
第
三
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
各
世
帯
の

移
住
先
を
当
該
出
身
集
落
及
び
役
場
資
料
に
よ
り
確
認
し
た
。
右
の
手
続
き
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
世
帯
は
都
合
七

O
戸
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
も
っ
と
も
多
い
の
は
町
外
移
住
で
あ
り
、
こ
れ
は
五
八
戸
と
全
体
の
八
三
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
町
内
移
住
は
九
戸
で
あ

る
。
町
内
移
住
戸
の
う
ち
の
七
戸
は
他
集
落
の
挙
家
離
村
世
帯
の
あ
と
を
買
い
と
っ
て
い
る
。
挙
家
離
村
世
帯
は
表

I
l
mに
示
す
ご
と

く
、
橋
山
、
亀
山
の
両
集
落
が
四
九
戸
と
七
割
近
く
に
な
り
、
こ
れ
ら
両
集
落
が
町
外
移
住
の
挙
家
離
村
世
帯
を
も
っ
と
も
多
く
生
み
だ

し
て
い
る
。
橋
山
で
は
、
雄
鹿
原
地
区
内
の
も
っ
と
も
山
僻
間
地
で
あ
る
こ
と
を
物
語
り
、
便
利
な
地
区
内
他
集
落
へ
の
町
内
移
住
が

六
戸
あ
る
。
本
稿
の
課
題
か
ら
、
町
外
移
住
世
帯
に
限
定
し
て
移
住
先
を
移
住
年
次
別
に
み
た
の
が
表

I
i
mで
あ
る
。
昭
和
三

0
年
代
、

四
0
年
代
に
そ
れ
ぞ
れ
二
七
戸
、
二

O
戸
と
な
り
こ
の
二

0
年
聞
に
挙
家
離
村
世
帯
が
集
中
し
て
い
る
。
二

0
年
代
が
わ
ず
か
二
戸
で
あ

い
か
に
激
し
い
過
疎
化
を
示
し
た
か
が
分
る
。
と
こ
ろ

で
、
移
住
先
別
で
は
、
広
島
市
が
四
三
戸
と
も
っ
と
も
多
く
七
割
を
占
め
る
。
広
島
市
以
外
の
移
住
先
で
は
一
五
戸
中
一
三
戸
が
都
市
部

に
移
住
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
広
島
市
に
隣
接
す
る
五
日
市
町
、
府
中
町
、
そ
の
周
辺
の
大
野
町
、
音
戸
町
、
さ
ら
に
県
内
加
計
町
、

本
郷
町
、
呉
市
、
三
次
市
で
あ
り
、
県
外
の
そ
れ
は
島
根
県
川
本
町
、
同
浜
田
市
、
山
口
県
岩
国
市
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
雄
鹿
原
か
ら

の
移
住
は
、
広
島
市
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
部
へ
の
移
住
が
五
八
戸
中
五
六
戸
と
な
る
。
移
住
世
帯
の
う
ち
、
文
字
通
り
都
市
移
住
が
圧

り
五

0
年
代
が
八
戸
で
あ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
三

0
1
四
0
年
代
が
、

倒
的
で
あ
り
、

し
か
も
出
身
地
域
か
ら
の
比
較
的
近
距
離
の
瀬
戸
内
側
の
都
市
部
へ
の
集
中
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
都
市
移
住
は
、

後
述
の
第
四
章
第
一
節
移
住
地
の
概
況
で
一
不
す
ご
と
く
、
昭
和
三

O
年
以
降
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
沿
岸
都
市
部
へ
の
人
口
増
加
が
顕
著
に

な
る
こ
と
に
相
即
し
て
い
る
。
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

次
に
、
雄
鹿
原
に
お
け
る
移
住
世
帯
は
、
移
住
直
前
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
形
態
で
あ
っ
た
の
か
を
み
て
お
こ
う
。
移
住
直
前
の
形
態

は
大
別
し
て
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
表

1
1
m
)。
今
、
仮
に
こ
れ
ら
を

A
型
B
型
C
型
と
し
て
お
く
、
説
明
を

加
え
る
と
、

A
型
は
世
帯
成
員
が
一
人
の
み
の
単
身
世
帯
で
あ
る
。
二
一
一
戸
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
さ
ら
に
二
つ
の
下

位
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
他
出
子
が
未
婚
子
で
あ
れ
既
婚
子
で
あ
れ
、
全
子
離
家
し
、
老
齢
の
片
親
が
残
留
し
て

い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
九
(
十
六
戸
)

と
し
て
お
く
。
こ
れ
に
対
し
て
他
は
、
家
族
成
員
の
不
幸
、
離
婚
.
離
散
等
に
よ
っ
て
世
帯

で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
九
と
異
な
り
年
齢
の
若
い
者
が
多
い
。
中
に
は
、

成
員
が
一
人
残
留
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
九
(
六
戸
)

ま
だ
若
い
両
親
の
不
幸
が
相
つ
い
だ
こ
と
か
ら
、
就
学
期
の
児
童
が
一
人
残
さ
れ
、

こ
の
児
童
が
知
人
に
ひ
き
と
ら
れ
て
い
く
と
い
う
よ

う
な
場
合
も
含
ま
れ
て
い
る
。

B
型
は
、
夫
婦
世
帯
で
あ
り
、
十
九
戸
が
該
当
す
る
。
こ
の
タ
イ
プ
も
A
型
と
同
様
に
二
つ
の
下
位
タ
イ

プ
に
分
け
る
ζ

と
が
で
き
る
。
一
つ
は
老
夫
婦
が
残
留
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
九
に
対
応
し
て
払
(
十
戸
)
で
あ
る
。
他
は
、

比
較
的
年
齢
層
の
若
い
夫
婦
と
未
婚
子
か
ら
成
る
い
わ
ゆ
る
夫
婦
家
族
で
あ
る
。
こ
れ
は
払
(
九
戸
)
で
あ
る
。

C
型
は
、
当
該
移
住
世

- 78ー

帯
の
世
帯
主
夫
婦
と
、

そ
の
親
世
代
な
い
し
既
婚
子
世
代
を
含
む
同
居
世
帯
で
あ
り
一
五
戸
が
含
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
移
住
直
前
に
お
け
る
世
帯
形
態
は
、
あ
く
ま
で
特
定
時
点
に
関
じ
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら

い
わ
ゆ
る
家
族
発
達
の
段
階
と
し
で
み
る
な
ら
ば
、

C
型
は

B
型
に
も
A
型
に
も
移
行
し
う
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の

の
形
態
は
、

下

位

タ

イ

プ

聞

の

移

行

も

あ

り

う

る

。

こ

の

よ

う

な

形

態

が

移

住

に

関

係

付

け

ら

れ

る

時
、
ム
と
民
は
、
移
住
直
後
、
た
だ
ち
に

C
型
に
移
行
す
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
九
払
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
十
三
戸
、
九
戸

さ
ら
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

が
他
出
子
と
同
居
す
る
形
で
移
住
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
雄
鹿
原
地
区
内
並
び
に
他
の
芸
北
町
内
へ
の
移
住
家
族
は
、
い
ず
れ

も
他
出
子
と
同
居
す
る
形
の
移
住
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
町
内
移
住
に
比
較
す
る
時
、
他
出
子
と
の
同
居
と
い
う
形
の
移
住
は
都
市
移



住
家
族
を
特
徴
付
け
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
が
こ
二
戸
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
入
院
中

の
一
戸
を
除
い
て
十
六
戸
は
息
子
と
、

五
戸
が
娘
と
同
居
し
て
い
る
。
都
市
移
住
家
族
の
成
立
過
程
に
お
け
る
他
出
子
と
の
同
居
と
い
う

形
態
の
移
住
は
、
家
族
発
達
と
都
市
移
住
と
の
文
字
通
り
力
動
的
な
側
面
を
よ
り
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
因
に
、
昭

和
五

0
年
代
の
八
一
円
は
す
べ
て
既
婚
子
と
の
同
居
で
あ
る
。

移
住
直
前
に
お
け
る
移
住
世
帯
の
諸
形
態
は
、

以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
を
移
住
形
態
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
読
み
か
え
る
こ
と

こ
こ
で
は
、
移
住
が
世
帯
全
成
員

同
時
か
否
か
に
よ
っ
て
、
同
時
の
場
合
を
挙
家
移
住
と
し
、
他
を
段
階
移
住
と
し
て
便
宜
的
に
分
類
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
移
住
形
態
は
、
設
定
基
準
を
何
に
求
め
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

前
者
は
二
五
戸
、
後
者
は
三
三
戸
と
な
り
段
階
移
住
が
約
六
割
を
占
め
る
。
し
た
が
っ
て
、

次
的
な
結
果
と
し
て
の
挙
家
離
村
の
方
が
や
や
多
い
の
で
あ
る
。
挙
家
移
住
は
、
年
次
別
に
み
て
三

0
年
代
、

で
は

C
型
の
同
居
世
帯
に
多
く
み
ら
れ
る
。
他
方
、
段
階
移
住
は
、

い
わ
ゆ
る
文
字
通
り
の
挙
家
離
村
よ
り
も
漸

四
0
年
代
に
集
中
し

表
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1
1
2
1
世
帯
形
態
別
(
表

I
l
m
)

年
次
別
に
は
、

先
に
指
摘

し
た
ご
と
く
老
親
が
既
婚
子
と
同
居
す
る
形
態
が
す
べ
て
で
あ
っ
た
昭
和
五

0
年
代
に
多
く
、
世
帯
形
態
別
で
は
片
親
の
老
親
が
他
出
子

と
同
居
す
る
単
独
世
帯
に
多
く
み
ら
れ
る
。

挙
家
離
村
世
帯
を
そ
の
成
立
時
期
、
移
住
先
、
世
帯
形
態
、
移
住
形
態
に
つ
い
て
み
た
が
、
挙
家
離
村
に
至
っ
た
理
由
は
何
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。
そ
れ
を
町
外
移
住
世
帯
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
直
接
面
接
し
え
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
間
接
的
な
手
紙
、
電
話
に
よ

る
か
、
出
身
地
域
の
親
族
、
役
場
で
の
聞
取
り
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
そ
の
結
果
が
表

I
lお
で
あ
る
可
複
数
回
答
に
よ
り
五
八
戸
に
つ
き

一
O
六
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
た
。
多
少
の
無
理
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
移
住
理
由
は
六
つ
に
大
別
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
家
族
的
な

理
由
」
(
二
九
)
「
経
済
的
・
就
業
上
の
理
由
」
(
一
七
)

「
農
業
経
営
上
の
理
由
」
(
一
ム
ハ
)

「
健
康
上
の
理
由
」
(
一
四
V

「
就
学
上
の
理

北
大
文
学
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年次別移住形態表 1-21

都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

計|| 

|器!ij[?itg13約j
注)( )内数字は広島市への移住世帯であり被面接家族を示す。

メ込
日段階移住挙家移住

1 

13(10) 

10 (5) 

一一¥¥J
1945 ~ 54年

1955 ~ 64年

1965 ~ 74年

1975 ~ 82年
不明

計A‘ ロ

世帯形態別移住形態

¥¥¥一J挙家移住[段階移住 11 合 計

さ単身世話[ 3ぷ | !LfR ll atg 
&婦家族世話| &12 1 58121 1 〈iifB
品居世話| !山j| (;ぷ l (i約j

明|21l2(100.0) (100.Q2 

!?話!ij|!itB13iiヨj
注)c型(同居世帯)は世帯主世代に加えて親世代ないし既婚子世代のい
ずれかが同居することを示す。

( )内数字は広島市への移住世帯であり被面接家族を示す。

表 1-22

計ム
ロ

由
」
(
一
一
一
一
)

「
自
然
環
境
上
の
理
由
」

一
)
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
移
住
理
由
で
は
、

「
家
族
的
な
理
由
」

(
二
七
・
三
%
)

が
全

他
の
五

つ
の
理
由
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
こ
と
を
考
え

体
の
四
分
の
一
強
を
占
め
て
お
り
、

る
と
、
都
市
移
住
の
理
由
は
、
当
該
移
住
家

族
そ
れ
自
体
に
内
在
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

こ
と
が
分
る
。
そ
こ
で
、
移
住
理
由
を
、
移

- 80ー

住
直
前
の
世
帯
形
態
に
関
係
づ
け
て
み
る

と
、
お
よ
そ
次
の
ご
と
き
特
徴
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

ωC型
の
都
市
移
住
世
帯

は
一
方
に
お
い
て
親
世
代
か
ら
の
継
承
と
相

続
に
心
痛
し
、
他
方
に
お
い
て
、
子
世
代
の

将
来
に
苦
慮
す
る
、

と
い
う
い
わ
ば
二
重
苦

が
う
か
が
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

ば
、
こ
の
タ
イ
プ
の
も
の
は
、
移
住
理
由
と

農
業
経
営
の
存
続
を
意
図
し
な
が
ら

た
と
え

し
て
、



表 1-23移住理由

家族的な理由 29 (27.3) 

-高齢のため子供と同居する
~t -子供がすべて離家した

-結婚・離婚

-家族員の死亡

量 経済的・就業上の理由 17 (16.0) 

-現金収入がない

-退職・転職・転勤

-借金

-仕事がない

農業経営上の理由 16 (15.1) 

-農業の将来的不安

-専業の困難さ

-経営規模が小さい

-後継者不在・農業労働者不足

健康上の理由 14 (13.2) 

-体が丈夫でない

-病気・ケガ

-入院・加療

就学上の理由 13 (12.3) 

自然環境上の理由 11 (10.4) 

-豪雪

-寒い

-交通が不便

-イノシシ・クマの出没

その他 6 (5.7) 

l日込 計 106 (100.0) 
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

も
現
実
的
な
問
題
解
決
が
容
易
で
な
い
こ
と
か
ら
、
「
農
業
経
営
上
の
困
難
さ
」
を
あ
げ
て
い
る
し
、
こ
れ
に
並
ん
で
「
子
供
の
教
育
の
た

め
」
と
い
う
理
由
を
あ
げ
る
も
の
が
多
い
。

し
か
も
、
こ
う
し
た
課
題
克
服
に
不
可
分
で
あ
る
は
ず
の
健
康
が
、
右
の
理
由
に
並
ん
で
移

住
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
を
み
る
と
、
親
世
代
と
子
世
代
を
つ
な
ぐ
当
該
世
帯
主
世
代
は
、

三
重
苦
を
背
負
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
帥
夫
婦
家
族
の
場
合
、
老
親
の
み
の
夫
婦
家
族
と
未
婚
子
か
ら
成
る
若
い
夫
婦

家
族
と
に
二
分
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
移
住
理
由
が
み
ら
れ
る
。
前
者
の
老
親
夫
婦
は
、
「
高
齢
の
た
め
他
出
子
、
既
婚
子
と
同
居

す
る
」
こ
と
を
あ
げ
る
も
の
が
多
い
の
に
対
し
て
、
後
者
の
若
い
夫
婦
家
族
は
、
「
子
供
の
教
育
の
た
め
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

と
く

に
前
者
の
場
合
、
当
該
夫
婦
の
「
病
気
と
ケ
ガ
」
は
寒
冷
な
山
村
に
残
留
す
る
老
親
に
は
過
酷
な
も
の
と
な
り
、
温
暖
な
瀬
戸
内
で
の
既

は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
。
就
学
期
の
子
供
が
い
る
若
い
夫
婦
家
族
の
場
合
、
「
豪
雪
」

に
よ
っ
て
、

交
通
が
遮
断
し
通
学
が
で
き
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婚
子
と
の
同
居
を
決
定
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
老
親
の
加
齢
と
共
に
既
婚
子
と
の
同
居
が
昭
和
四

O
年
以
降
、
顕
著
に
な
る
の

な
か
っ
た
こ
と
、
小
学
校
・
中
学
校
の
そ
の
後
の
統
廃
合
が
ま
す
ま
す
「
子
供
の
将
来
」
を
危
倶
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
移
住
理
由

に
も
そ
れ
が
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

C
型
の
就
学
期
の
子
供
が
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
い
え
る
。

ω単
身
世
帯
の
場
合
、

老
親
の
片
親
と
若
い
単
身
者
と
に
大
別
さ
れ
る
が
、
移
住
理
由
は
老
親
の
片
親
で
は
「
高
齢
の
た
め
他
出
子
と
同
居
す
る
」
が
多
い
。
こ

れ
は
、
払
の
老
親
夫
婦
が
さ
ら
に
進
行
し
た
の
が
九
と
み
て
よ
い
か
ら
、
他
出
既
婚
子
と
の
同
居
を
あ
げ
る
も
の
が
多
く
な
る
の
は
、
必

然
的
と
い
っ
て
よ
い
。
な
お
、
若
い
単
身
者
に
つ
い
て
は
移
住
理
由
が
多
様
化
し
特
定
化
し
が
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
移
住
時
に
お
け
る
世
帯
形
態
に
よ
っ
て
か
な
り
特
徴
的
な
移
住
理
由
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
先
に
み
た
移
住
先
、
移
住

形
態
の
特
徴
が
、
移
住
理
由
と
い
う
モ

l
テ
ィ

l
ベ
l
シ
ョ
ン
に
も
対
応
し
て
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
移
住
直
前
の
階
層
に

つ
い
て
は
、
陵
昧
さ
を
避
け
る
た
め
に
、
量
的
に
は
半
減
す
る
が
、
直
接
面
接
し
え
た
広
島
市
に
移
住
し
た
三
四
戸
に
つ
い
て
示
す
こ
と
に

こ
れ
も



表 Iー24 移住時における田畑・山林所有状況

~\5反未満15 反T町(1hJ 「h| 不 言十

5 町未満 9 1 10 
5 .~ 10町 6 3 9 

10 ~ 15町 1 1 1 3 

15 ~ 20町 1 2 3 

20町以上 2 2 

不 明 2 1 4 7 

北
大
文
学
部
紀
要

34 4 1 7 12 10 言十

計

58(34) 

58(34) 

58(34) 

58(34) 

58(34) 

58(34) 

58(34) 

58(34) 

移住世帯の諸特徴

有

30(18) 

42(30) 

49(29) 

47(31) 

無

27(15) 

16 (4) 

9 (5) 

9 (3) 

表 1-25

一一¥¥-1
l田畑の残存状況

2山林の残存状況

3墓の残存状況

4葬式・墓参りの状況

農家53(34)

戦前居住，55(32)

相続世帯47(31)
(本知 (6)
単独戸30(19)

〉内数字は広島市への移住世帯であり，被面接家族を示す。

非農家 5

戦後居住 3(2) 

創設世帯 8(3) 

分家11(9) 

5職業形態

6居住廃

7世帯形態

8本家・分家関係

し
、
こ
の
結
果
を
一
つ
の
め
や
す
に
し
た
い
と
思

ぅ
。
表

I
l
m
は
こ
れ
ら
の
移
住
時
に
お
け
る
田

畑
、
山
林
の
所
有
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に

や
は
り
所
有
規
模
の
小
さ
い
零
細
農
家

よ
る
と
、

が
も
っ
と
も
多
く
都
市
移
住
し
て
い
る
が
、
他
方

で
、
中
規
模
層
以
上
も
-
少
な
く
な
い
。

都
市
移
住
家
族
の
存
在
形
態
は
、
右
に
み
た
諸

点
に
お
い
て
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
さ
ら
に
、
次
の
八
項
目
に
お
い
て
そ
の
特
徴
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を
把
握
し
て
お
き
た
い
。
表

I
1お
は
、

や
は
り

五
八
戸
の
町
外
移
住
世
帯
に
限
定
し
て
そ
の
特
徴

を
八
項
目
に
お
い
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
移
住
時
に
お
け
る
当
該
世
帯
は
五

八
戸
中
五
三
戸
が
農
家
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
兼
業

注)( 

は
六
戸
で
あ
る
。
内
訳
は
大
工
二
戸
、
商
庖
二

戸
、
公
務
員
二
戸
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
非
農

家
は
鍛
治
屋
二
戸
、
薬
局
二
戸
、
商
庖
二
戸
、
農
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協
職
員
二
戸
で
あ
る
。
戦
前
か
ら
の
居
住
か
否
か
を
み
る
と
五
五
戸
が
戦
前
か
ら
の
居
住
世
帯
で
あ
り
、
戦
後
世
帯
は
わ
ず
か
三
戸
で
あ

る
。
戦
後
世
帯
の
う
ち
二
戸
は
雄
鹿
原
出
身
で
あ
る
。
本
家
・
分
家
関
係
で
み
る
と
、
本
家
層
は
十
四
戸
、
分
家
は
十
二
戸
、
単
独
戸
が

た
だ
し
、
単
独
戸
の
う
ち
、
本
家
・
分
家
関
係
が
か
つ
て
は
あ
っ
た
が
現
在
は
な
く
な
っ
た
と
答
え
る

も
の
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
本
家
・
分
家
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
移
住
家
族
に
単
独
戸
が
多

い
と
は
一
概
に
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
当
該
世
帯
が
相
続
世
帯
で
あ
る
か
否
か
で
い
え
ば
、
回
答
を
得
た
も
の
の
う
ち
四
七
戸

が
相
続
世
帯
で
あ
り
創
設
世
帯
は
わ
ず
か
八
戸
で
あ
る
。
相
続
世
帯
が
こ
の
よ
う
に
多
く
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
戦
前
か
ら
の
居
住
世
帯
の

農
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
査
時
に
お
け
る
、
田
畑
、
山
林
、
墓
の
残
存
の
有
無
、
出
身
地
域
と
の
交
流
の
有
無
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

も
っ
と
も
多
く
三

O
戸
と
な
る
。

が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。
表
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、

田
畑
、
山
林
、
墓
の
順
に
残
し
て
い
る
も
の
、
が
多
く
な
る
。
と
く
に
山
林
、
墓
の
残
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存
は
、
移
住
家
族
と
出
身
地
域
と
を
媒
介
す
る
物
神
両
面
の
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を
残
し
て
い
る
も
の
は
そ
れ

ぞ
れ
四
二
戸
七
二
%
、

四
九
戸
八
四
%
あ
る
。
墓
の
残
存
状
況
に
対
応
し
て
か
、
墓
参
り
と
葬
式
を
内
容
と
す
る
社
会
的
交
流
が
あ
る
と

す
る
も
の
は
四
七
戸
八
一
万
に
の
ぼ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
芸
北
山
村
か
ら
の
移
住
家
族
の
存
在
形
態
は
、

お
よ
そ
以
下
の
ご
と
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω昭
和
三

O

年
代
以
降
の
わ
が
国
の
急
激
な
社
会
変
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と
。

ω移
住
先
が
広
島
市
を
中
心
と
し
た
都
市
移
住

の
形
態
を
と
る
も
の
が
多
い
こ
と
。

ω老
齢
の
片
親
な
い
し
両
親
が
他
出
子
と
同
居
す
る
形
態
の
移
住
が
多
い
こ
と
。
川
刊
挙
家
移
住
よ
り

段
階
移
住
の
形
態
が
多
い
こ
と
。
防
戦
前
か
ら
の
居
住
世
帯
で
し
か
も
農
家
の
相
続
世
帯
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
。
同
階
層
的
に
は
零
細

規
模
層
が
多
い
が
、
中
規
模
層
以
上
も
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
こ
と
。
開
田
畑
、
山
林
、
基
を
残
し
、
出
身
地
域
と
の
交
流
を
有
す
る
も

の
が
多
い
こ
と
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、

か
つ
て
野
尻
氏
が
全
家
離
村
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し
た
、
貧
農
の
生
活
の
破
綻
者
、
顛
落
者
、
逃



避
者
と
い
う
戦
前
型
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
ぱ
。
こ
こ
で
み
た
諸
特
徴
は
、
わ
が
国
の
昭
和
三

0
年
代
以
降
の
高
度
経
済
成
長
期
に
生

み
だ
さ
れ
た
戦
後
型
の
全
家
離
村
の
タ
イ
プ
で
あ
り
、
し
か
も
都
市
移
住
が
明
確
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
特
徴
を
も
っ
移
住
世
帯

は
、
果
し
て
い
か
な
る
意
志
決
定
の
も
と
に
、
移
住
を
選
択
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
都
市
移
住
の
意
志
決
定
は
、
直
接
面
接
し
え
た

広
島
市
へ
の
移
住
戸
三
四
家
族
に
限
定
し
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

都
市
移
住
の
意
志
決
定

い
う
ま
で
も
な
く
都
市
移
住
は
、
当
該
移
住
家
族
の
家
族
史
に
お
け
る
大
き
な
出
来
事
の
一
つ
で
あ
る
。
加
え
て
、
前
節
で
明
ら
か
に

し
た
ご
と
く
、
本
稿
の
対
象
で
あ
る
移
住
家
族
で
は
、
出
身
集
落
に
お
い
て
戦
前
か
ら
の
居
住
世
帯
で
あ
り
か
っ
農
家
の
相
続
世
帯
で
あ

る
も
の
が
大
多
数
を
占
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
移
住
家
族
の
特
徴
を
考
え
る
時
、

い
わ
ゆ
る
「
家
」
の
継
承
に
深
く
か
か
わ
る
田
畑
、
山
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林
、
屋
敷
地
、
墓
の
処
理
は
、
移
住
に
際
し
て
重
要
な
課
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
単
な
る
個
人
と
し
て
の
都
市
移
住

者
と
は
質
的
に
異
な
る
葛
藤
が
、
当
該
対
象
家
族
の
移
住
過
程
に
伴
な
う
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
U

意
志
決
定
過
程
は
文
字
通
り

こ
の
よ
う
な
課
題
の
克
服
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
と
は
い
え
、
従
来
、
こ
の
よ
う
な
都
市
移
住
家
族
の
意
志
決
定
過
程
は
管
見
に
も
よ

る
が
あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
右
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

ω移
住
に
際
し
て
の
家

族
内
成
員
並
び
に
家
族
成
員
外
と
の
相
談
、

M
W
田
畑
、
山
林
、
屋
敷
地
、
家
屋
、
基
の
処
理
、
的
地
域
社
会
に
よ
る
移
住
の
承
認
、
的
移

の
四
点
に
お
い
て
、
都
市
移
住
の
意
志
決
定
過
程
を
考
察
し
た
い
。

住
地
の
選
択
と
そ
の
理
由
、

ま
ず

ω移
住
に
関
す
る
相
談
状
況
を
み
て
み
よ
う
。
移
住
の
相
談
は
、
家
族
内
成
員
と
の
相
談
と
家
族
外
成
員
と
の
相
談
と
に
分
け
て

み
る
。
家
族
内
成
員
と
の
相
談
は
、
単
身
者
と
不
明
を
除
く
二
七
戸
に
つ
き
、

一
八
戸
に
お
い
て
家
族
内
成
員
に
よ
る
反
対
が
な
く
、
九
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戸
に
お
い
て
反
対
が
み
ら
れ
た
。

家
族
成
員
内
に
反
対
が
あ
っ
た
と
す
る
九
戸
に
つ
い
て
そ
の
反
対
理
由
を
み
る
と
、

「
農
業
経
営
の
失

敗
、
商
売
の
失
敗
に
よ
り
借
金
が
残
る
か
ら
」
(
三
)

と
い
う
経
済
的
な
理
由
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

な
ん
と
い
っ
て
も
家
の
継
承
に
か

か
わ
る
「
長
男
で
家
の
あ
と
と
り
で
あ
る
か
ら
」
(
五
)
「
婿
養
子
で
あ
る
か
ら
」
(
一
)

成
員
内
の
反
対
は
予
想
さ
れ
た
以
上
に
少
な
い
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
反
対
理
由
を
事
例
的
に
み
る
と
か
な
り
厳
し
い
嘉
藤
が
み
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
、
借
金
を
背
負
っ
た
既
婚
子
が
老
親
を
残
し
て
移
住
し
た
場
合
で
あ
る
が
、
都
市
移
住
に
反
対
し
な
が
ら
も
、
老
親
は
自

と
い
っ
た
理
由
が
や
は
り
注
目
さ
れ
る
。

家
族

ら
は
と
も
か
く
、
妻
子
は
同
行
す
る
よ
う
に
と
説
諭
し
家
族
解
体
を
く
い
と
め
た
事
例
が
あ
る
。
ま
た
、
婿
養
子
で
あ
る
た
め
に
、
何
代

も
続
い
た
「
家
」
を
断
つ
こ
と
に
、
夫
婦
の
間
に
合
意
は
あ
っ
て
も
、
親
と
の
確
執
に
苦
慮
し
、
す
べ
て
の
移
住
準
備
を
終
了
し
た
ぎ
り

絶
を
生
み
修
復
し
が
た
い
亀
裂
か
ら
、
若
い
世
代
は
問
答
無
用
と
し
て
飛
び
だ
し
た
場
合
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
葛
藤
状
況
は
、
家
族
成
員
内
と
の
相
談
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
家
族
成
員
外
と
の
相
談
に
お
い
て
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
う
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ぎ
り
の
時
点
で
、
親
を
説
得
し
た
事
例
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
長
男
で
あ
り
「
家
」
の
あ
と
と
り
と
い
っ
た
伝
統
的
規
範
が
世
代
聞
の
断

か
が
わ
れ
る
。
そ
こ
で
移
住
の
相
談
を
家
族
成
員
外
に
し
た
か
ど
う
か
を
問
う
と
、

二
十
戸
が
相
談
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

一
八
戸
が

親
族
に
二
戸
が
友
人
に
相
談
を
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
相
談
す
る
と
反
対
さ
れ
る
か
ら
、
あ
え
て
し
な
か
っ
た
と
す
る
も
の
も
何
人
か
い

る
。
と
も
あ
れ
相
談
し
た
二

O
戸
に
つ
い
て
み
る
と
、
八
戸
が
明
確
に
反
対
さ
れ
、
五
戸
が
賛
成
さ
れ
、
残
り
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

ぃ
。
反
対
さ
れ
た
八
戸
に
は
、
家
族
内
成
員
か
ら
の
反
対
も
あ
っ
た
三
戸
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
逆
に
家
族
成
員
内
か
ら
反
対
は
な
か
っ

た
が
、
家
族
成
員
外
の
親
戚
か
ら
反
対
さ
れ
た
も
の
が
五
戸
あ
る
。
家
族
成
員
外
の
反
対
が
み
ら
れ
た
事
例
で
は
、
興
味
深
い
点
が
う
か

が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
家
族
成
員
外
か
ら
反
対
さ
れ
た
八
戸
の
う
ち
当
該
世
帯
主
が
養
子
、
婿
養
子
と
い
っ
た
場
合
に
、
強
い
反
対
が

は
婿
養
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
世
帯
主
の

み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
⑦
(
以
下
面
接
し
え
た
対
象
家
族
は

O
印
を
付
し
た
数
字
で
示
す
)



兄
.
オ
ジ

(
二
人
)
三
人
立
会
い
の
う
え
四
日
間
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。
@
は
結
婚
期
に
あ
る
長
男
が
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
何

日
も
何
日
も
話
し
あ
っ
た
が
、
養
子
か
ら
移
住
を
認
め
て
も
ら
え
な
い
限
り
「
養
子
縁
組
解
消
」
を
持
ち
出
さ
れ
や
む
を
え
ず
涙
を
の
ん

で
意
向
に
従
っ
て
い
る
。
同
じ
集
落
内
に
い
た
近
接
居
住
の
世
帯
主
の
兄
は
そ
う
し
た
状
況
に
苦
慮
し
て
断
固
、
移
住
に
反
対
し
て
い
る
。

@
は
隣
接
集
落
か
ら
の
養
子
で
あ
っ
た
が
、
実
家
の
世
帯
主
の
兄
か
ら
「
出
て
何
を
す
る
の
か
、
出
る
と
先
祖
の
パ
チ
が
あ
た
る
」
と
強

く
反
対
さ
れ
て
い
る
。
④
は
「
と
り
子
と
り
婿
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
妻
の
父
母
、

オ
ジ
か
ら
「
雄
鹿
原
に
い
る
と
な
ん
と
か
食
べ
て
い

け
る
か
ら
出
な
い
よ
う
に
」
と
諭
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
家
族
内
に
養
子
・
養
女
・
婿
養
子
と
い
っ
た
宮
ム
ω巧
の
関
係
が
み
ら
れ

る
時
、
家
族
成
員
外
、

な
か
ん
ず
く
親
類
の
強
い
反
対
が
み
ら
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
義
理
の
関
係
は
、
家
族
が
重
大
な
意
志
決
定
を
要
求
さ

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
の
大
望
を
都
市
移
住
に

切
り
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
隣
接
集
落
の
妻
の
両
親
の
反
対
を
押
し
き
っ
た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
@
の
よ
う
に
、
老
親
と
の
確
執
が
修

れ
る
出
来
事
に
遭
遇
し
た
時
い
っ
そ
う
顕
在
化
す
る
よ
う
で
あ
る
。

も
っ
と
も
⑫
の
よ
う
に
、

復
し
な
い
こ
と
か
ら
、
世
帯
主
の
年
長
の
イ
ト
コ
を
介
し
て
調
停
を
図
り
つ
つ
、
二
人
の
娘
の
う
ち
長
女
を
老
親
と
共
に
残
留
さ
せ
な
が

- 87ー

ら

一
定
の
猶
予
期
間
の
後
、
老
親
と
も
ど
も
長
女
を
ひ
き
と
る
と
い
う
、
都
市
移
住
に
伴
な
う
困
難
な
課
題
を
克
服
し
て
い
る
も
の
が

い
る
。
な
お
、
特
定
の
家
族
形
態
に
よ
っ
て
家
族
成
員
内
外
の
反
対
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
き
反
対
事
例
に
対
し
て
、
少
数
で
は
あ
る
が
賛
成
事
例
も
み
ら
れ
る
。
紹
介
す
る
と
⑤
⑥
⑩
は
い
ず
れ
も
親
族
に
相
談
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
三
戸
は
、
経
営
規
模
が
小
さ
く
、
農
業
に
よ
る
将
来
的
展
望
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
加
え
て

相
談
さ
れ
た
親
族
は
、
い
ず
れ
も
都
市
の
親
族
で
あ
り
、
彼
ら
は
都
市
移
住
を
う
な
が
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
⑤
⑨
の
場
合
、
住
居
と

職
業
の
保
証
を
相
談
相
手
と
な
っ
た
都
市
の
親
族
が
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
親
族
で
は
な
い
が
、
友
人
と
知
人
に
相
談
し
た
⑮

@
の
場
合
、
友
人
・
知
人
が
都
市
の
親
族
と
同
様
の
役
割
を
果
し
都
市
移
住
を
容
易
に
し
て
い
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

計

。L
n
L
n
L
n
L

q
o
q
o
q
o
q
o
 

田畑・山林・家敷地・家屋・墓の処理状況表 I-26

33 1 8 24 墓

都
市
移
住
の
意
志
決
定
に
伴
な
う
緊
張
と
蔦
藤
は
、
少
数
事
例
か
ら
も
容
易
に
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
対
象
家
族
は
、
農
家
の
相
続
世
帯
が
大
部
分
を
占
め
て

い
た
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
相
続
と
継
承
に
深
く
か
か
わ
る
田
畑
、
山
林
、
屋
敷
地
、
家
屋
、
墓
の
処

理
は
、
移
住
に
際
し
て
看
過
し
え
な
い
意
志
決
定
の
内
容
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
対
象
家
族

は
、
ど
の
よ
う
に
処
理
し
つ
つ
、
都
市
移
住
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
前
節
に
お
い
て
、

田

畑
、
山
林
、
墓
の
残
存
の
有
無
を
概
括
的
に
言
及
し
た
が
こ
こ
で
は
、

の
内
容
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
処
理

仲
田
畑
、
山
林
、
屋
敷
地
、
家
屋
、
墓
そ
れ
ぞ
れ
の
処
理
状
況
を
み
る
と
、
表

I
l却
に
示
す

ご
と
く
、
田
畑
、
屋
敷
地
、
家
屋
が
も
っ
と
も
多
く
売
却
処
分
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
不
動
産
の
う

ち
で
も
田
畑
、
屋
敷
地
は
山
林
に
比
べ
て
よ
り
売
却
処
分
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

こ
れ
は
山
林
に
比
べ
て
田
畑
、
屋
敷
地
が
、
人
々
の
日
々
の
き
め
細
い
手
が
加
え
ら
れ
な
い
と
荒

廃
が
激
し
い
こ
と
か
ら
売
却
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
山

~ 88ー

注)不明は除く。

林
は
、
俗
に
「
親
子
孫
三
代
に
わ
た
る

(
親
の
代
に
植
林
し
て
孫
が
伐
採
す
る
)
」

と
い
わ
れ

定
期
間
の
植
林
、
下
草
刈
り
、
枝
打
ち
が
な
さ
れ
る
と
、
あ
と
は
木
の
成
長
を
待
つ
こ
と
が
む
し

ろ
楽
し
み
な
の
で
あ
る
。
山
林
の
場
合
、

一
部
の
売
却
処
分
に
と
ど
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の

は
、
こ
う
し
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
か
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
改
め
て
後
述
す
る
が
、
都
市
移
住
者

と
出
身
地
域
と
の
交
流
の
機
会
に
、
山
仕
事
の
た
め
と
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
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田畑・山林・家敷地・家屋・墓の処理方法と処理対象
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表 1-27

\~ご\\i\\~一一­
親族|

親族外|

社会的機関|

田
北
大
文
学
部
紀
要

3 

山 親族 4 2 6 

親族外 7 7 

社会的機関 5 2 7 
林

計 20 

屋家 親 族 5 1 6 

敷
親族外 13 14 

社会的機関
地屋

5十 20 

親 族 1 1 

墓
親族外

社会的機関

計 1 

1 
畑

こ
の
よ
う
な
不
動
産
に
対
し
て
、
墓
は
性
格
が
異
な
る
と

は
い
え
、
対
象
家
族
三
四
戸
中
二
四
戸
が
移
住
後
も
そ
の
ま

ま
残
し
て
い
る
。
墓
は
世
代
を
超
越
し
過
去
と
未
来
に
連
な

移
住
家
族
に
と
っ
て
そ
の
管
理
と
世
話

る
も
の
だ
け
に
、

は
、
果
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
役
割
で
あ
り
義
務

で
も
あ
る
。
相
続
世
帯
が
大
多
数
で
あ
っ
た
移
住
家
族
に
お

い
て
は
い
っ
そ
う
あ
て
は
ま
る
。
こ
れ
も
改
め
て
後
述
す
る

が
、
墓
を
移
設
す
る
と
故
郷
と
の
交
流
機
会
が
な
く
な
る
か

ら
残
し
て
お
き
た
い
、

- 89-

と
す
る
意
見
が
か
な
り
あ
る
。
こ
れ

ら
の
意
見
が
こ
の
よ
う
な
処
理
状
況
に
反
映
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
も
っ
と
も
多
く
売
却
処
分
さ
れ
る
対
象
で
あ

っ
た
田
畑
、
屋
敷
地
、
家
屋
を
中
心
に
、
そ
の
売
却
先
を
み

い
ず
れ
に
お
い
て
も
親
族
よ
り
親
族
外
に
売
却

て
み
る
と
、

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
(
表

I
l
U
)
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、

祖
か
ら
継
承
し
て
き
た
不
動
産
を
他
人
に
売
却
す
る
こ
と
の 先

う
し
ろ
め
た
さ
は
お
お
い
が
た
く
、
売
却
先
を
親
族
に
求
め



都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

る
も
の
が
三
分
の
一
近
く
あ
る
。
ま
た
親
族
以
外
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
主
に
同
じ
集
落
内
の
ム
ラ
人
、
雄
鹿
原
地
区
の
住
民
、
隣
接
町
村

識
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

の
住
民
と
い
っ
た
近
接
居
住
者
に
売
却
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
た
と
え
他
人
で
あ
っ
て
も
見
知
ら
ぬ
入
よ
り
熟
知
し
た
人
へ
と
い
う
意

た
と
え
ば
、
⑤
は
昭
和
三
七
年
に
、
回
四
反
、
畑
二
反
、
山
林
二
町
、
こ
れ
に
家
屋
と
屋
敷
地
を

含
め
て
、

隣
接
す
る
八
幡
地
区
か
ら
の
町
内
移
住
者
に
約
五

O
万
円
で
売
却
し
て
い
る
。

畝
、
家
屋
と
屋
敷
地
、
農
機
具
、
家
財
道
具
を
含
め
て
六

O
万
円
で
隣
接
美
和
地
区
か
ら
の
町
内
移
住
者
に
こ
れ
ま
た
売
却
し
て
い
る
。

昭
和
三
七
年
に
、
⑬
は
田
六
反
、
畑
六
畝
、
家
屋
、
屋
敷
地
を
隣
接
集
落
の
者
に
四

O
万
円
で
売
却
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
事
例
は
い
ず

れ
も
豪
雪
前
の
都
市
移
住
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
昭
和
四
六
年
に
回
五
反
、
畑
三
畝
、
家
屋
、
屋
敷
地
、
家
財
道
具
、
農
機

④
は
昭
和
三
八
年
に
、

回
一
町
、

畑
一
反
五

な
お
山
林
、

田
畑
、
家
屋
、
屋
敷
地
に
対
し
て
山
林
は
、
す
で
に
第
一
節
で
述
べ
た
ご
と
く
、
主
に
町
外
資
本
並
び
に
県
に
売
却
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
山
林
の
売
却
価
格
は
、
若
干
の
変
動
は
あ
る
が
昭
和
三

0
1
四
0
年
代
で
は
坪
五
百
円
前
後
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

田
畑
、
屋
敷
地
等
の
不
動
産
の
処
理
方
法
で
は
、
売
却
以
外
の
他
の
処
理
方
法
は
な
く
は
な
い
が
少
な
い
。

不
動
産
の
売
却
処
分
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
売
却
金
は
、
改
め
て
後
述
す
る
が
、
都
市
移
住
家
族
に
と
っ
て
、
移
住
後
の

，--90ー

具
す
べ
て
を
含
み
隣
接
集
落
の
親
族
に
一
二

O
万
円
で
売
却
し
都
市
移
住
し
た
⑮
の
場
合
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。

右
の
ご
と
き
、

生
活
費
と
住
宅
・
土
地
取
得
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
因
に
、
売
却
金
を
移
住
後
の
住
宅
・
土
地
の
購
入
資
金
に
し
た
も
の

は
三
四
戸
中
二
三
戸
の
約
三
分
の
一
に
み
ら
れ
る
。
昭
和
コ
一

0
年
代
後
半

1
四
0
年
代
前
半
に
お
け
る
広
島
市
の
旧
市
内
の
地
価
は
、
比

較
的
安
い
と
こ
ろ
で
坪
当
り
、
二
万
円
前
後
で
あ
り
、
移
住
家
族
の
一
か
月
の
生
活
費
が
平
均
的
に
み
て
三
万

i
四
万
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
あ
わ
せ
る
と
、
先
に
み
た
売
却
金
は
さ
程
大
き
な
余
裕
の
あ
る
貯
え
と
ま
で
い
か
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
売
却
金
は
、
移

住
後
の
当
面
の
生
活
費
と
住
宅
資
金
の
一
部
に
活
用
さ
れ
う
る
金
額
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。



移
住
へ
の
動
機
付
け
に
は
じ
ま
り
、
家
族
内
成
員
並
び
に
家
族
成
員
外
と
の
相
談
を
経
な
が
ら
、
田
畑
、
山
林
、
屋
敷
地
、
家
屋
の
処

分
を
す
ま
せ
る
と
、
地
域
社
会
に
よ
る
都
市
移
住
の
承
認
が
さ
ら
に
必
要
と
な
る
。
対
象
家
族
停
戦
前
か
ら
の
居
住
者
で
あ
り
相
続
世
帯

が
大
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
抜
き
に
し
て
都
市
移
住
す
る
こ
と
は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
人
々
へ
の
義
理
を
欠

く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
し
、
山
村
社
会
に
お
け
る
権
利
と
義
務
を
暖
昧
に
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
都
市
移
住
に
際
し
て
地
域
社
会
の
承

認
を
得
る
こ
と
は
、
移
住
家
族
の
意
志
決
定
の
社
会
的
表
明
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
都
市
移
住
に
際
し
て
、
当
該
対
象
家

思
わ
れ
る
。
承
認
を
得
る
も
の
が
少
な
い
理
由
と
し
て
、

族
が
地
域
社
会
の
承
認
を
得
た
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
承
認
を
得
た
も
の
は
一
五
戸
あ
っ
た
。
こ
の
数
値
は
予
想
外
に
少
な
い
と

一
つ
に
、
都
市
移
住
家
族
が
地
域
社
会
の
承
認
を
得
る
と
帰
郷
し
に
く
く
な
る

と
い
う
こ
と
。
二
つ
に
、
墓
、
山
林
を
は
じ
め
、
田
畑
等
を
残
し
て
い
る
も
の
が
か
な
り
あ
り
、
移
住
後
も
な
ん
ら
か
の
交
流
が
継
続
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た
め
に
、
あ
え
て
挨
拶
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
実
際
こ
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
る
も
の
が
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少
な
く
な
い
。

L
か
し
老
親
が
残
留
し
て
い
た
場
合
、
先
に
移
住
し
た
既
婚
子
た
ち
が
た
と
え
地
域
社
会
の
承
認
を
え
な
か
っ
た
に
し

ろ
、
こ
の
老
親
が
最
終
的
な
挨
拶
を
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
な
ん
ら
か
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
移
住
後
、
老
親

の
不
幸
を
機
会
に
、
出
身
地
域
へ
の
挨
拶
を
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
移
住
家
族
の
地
域
社
会
に
お
け
る
承
認
の
あ

り
方
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
こ
と
が
分
る
。
こ
う
し
た
点
は
と
も
か
く
と
し
て
、
都
市
移
住
時
点
で
地
域
社
会
へ
の
挨
拶
を
通
じ
て

地
域
成
員
の
地
位
を
明
確
に
解
消
し
、
権
利
と
義
務
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
一
五
戸
を
中
心
に
み
て
お
こ
う
。

地
域
社
会
の
承
認
を
得
た
一
五
戸
に
つ
い
て
み
る
と
、
地
域
社
会
へ
の
挨
拶
は
、
移
住
家
族
の
も
つ
移
住
時
の
世
帯
形
態
、
地
域
社
会
で

の
役
職
経
験
の
有
無
、
集
落
そ
れ
自
体
の
共
同
体
的
性
格
の
強
弱
と
い
っ
た
こ
と
よ
り
も
、
当
該
移
住
家
族
そ
れ
自
体
が
も
っ
地
域
社
会

に
対
す
る
態
度
に
よ
る
、
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
地
域
社
会
へ
の
義
理
を
欠
か
な
い
よ
う
に
す
る
配
慮
の
現
わ
れ
が
、
地
域

北
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社
会
へ
の
挨
拶
と
な
り
都
市
移
住
の
地
域
的
承
認
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
地
域
社
会
へ
の
承
認
は
、
出
身
地
域

で
は
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
芸
北
で
は
ム
ラ
人
が
一
同
に
会
す
る
重
要
な
機
会
は
講
で
あ
り
、
講
に
は
宗
教
的

な
意
味
あ
い
と
共
に
余
暇
的
娯
楽
的
な
要
素
も
加
わ
る
か
ら
、
都
市
移
住
の
挨
拶
は
こ
の
講
の
開
催
を
利
用
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
そ
こ
で
の
挨
拶
は
「
休
ま
せ
て
い
た
だ
く
」
と
い
う
。
「
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
た
が
従
来
の
よ
う
な
つ
き
あ
い
は
こ
れ
か
ら
で
き

ま
せ
ん
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
時
、
移
住
者
が
ム
ラ
人
の
参
集
者
に
酒
を
ふ
る
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
挨
拶
を
し
た
こ
と
を
芸
北
の

人
た
ち
は
「
お
茶
を
く
ん
だ
」
と
い
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
お
茶
を
く
ま
な
か
っ
た
人
は
地
域
社
会
へ
の
人
々
に
対
し
て
義
理
を
欠
い

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
あ
る
集
落
で
は
、
こ
う
し
た
義
理
を
欠
い
た
移
住
者
を
「
逃
げ
た
人
」
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
。
参
集
者
の
数
の

多
寡
、
配
膳
の
質
の
差
こ
そ
あ
れ
、
都
市
移
住
の
挨
拶
は
こ
う
し
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
地
域
社
会
に
よ
っ
て
都
市
移
住
の
承
認
が
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(8.5) 

7 (14.9) 

な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
橋
山
自
治
会
、
雲
耕
の
報
徳
社
に
代
表
さ
れ
る
ご
と
く
、
当
該
集
落
内
の
居
住
者
の
み
、
地
域
社
会
の
成
員
と

み
な
し
、
共
有
林
を
は
じ
め
共
有
財
産
の
利
用
に
関
す
る
権
利
と
資
格
が
与
え
ら
れ
る
と
規

広島市選択の理由

その他

言十

親族がし、Tこ 24 (51.1) 

・既婚子と同居するため (9)

・未婚子と同居するため (7)

・その他の親族がいた (8) 

12 (25.5) 

4 就学条件がよい

就業機会がある

表 1-28 

47(100.0) 

挨
拶
と
い
う
形
に
よ
る
地
域
社
会
へ
の
承
認
を
経
た
に
せ
よ
経
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
移
住

先
の
選
択
は
意
志
決
定
の
う
ち
で
も
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
移
住
先
の
選

択
理
由
を
最
後
に
と
り
あ
げ
、
都
市
移
住
家
族
の
成
立
過
程
の
考
察
を
終
え
る
こ
と
に
し
た

約
に
明
文
化
し
て
い
る
集
落
で
は
、
都
市
移
住
は
、
文
字
通
り
こ
う
し
た
権
利
と
資
格
を
失

な
う
の
で
あ
る
。
同
時
に
義
務
も
免
が
れ
る
の
で
あ
る
。
「
お
茶
を
く
む
」

こ
と
は
、

そ
う

し
た
こ
と
の
社
会
的
承
認
で
あ
り
、
地
域
社
会
成
員
相
互
の
地
位
と
役
割
の
確
認
を
意
味
し

て
い
る
の
で
あ
る
。



L 、。
さ
て
、
移
住
先
と
し
て
広
島
市
が
選
択
さ
れ
た
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
表

I
l
m
に
示
す
ご
と
き
結
果
が
得
ら
れ
た
。
複
数
回
答
で

あ
る
た
め
総
理
由
数
が
四
七
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
実
に
半
数
が
「
親
族
が
い
る
か
ら
」
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
親
族
で
は
、

他
出
既
婚
子
(
九
)
、
他
出
未
婚
子
(
七
)
が
多
い
。

他
出
子
が
残
留
し
た
親
を
呼
ぶ
と
と
も
に
、

め
に
広
島
市
に
移
住
す
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
移
住
地
選
択
理
由
は
、
先
に
み
た
移
住
理
由
「
高
齢
の
た
め
子
供
が
呼
ぶ
か
ら
」
に

親
も
こ
れ
ら
他
出
子
と
同
居
す
る
た

相
即
し
て
い
る
。
「
親
族
が
い
る
」

に
つ
ぐ
移
住
地
選
択
理
由
と
し
て
就
業
上
の
理
由
と
就
学
上
の
理
由
と
が
多
く
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら

の
理
由
も
先
に
ふ
れ
た
移
住
理
由
に
相
即
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
、
対
し
て
移
住
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
農
業
経
営
、
自
然
環
境
、
健
康

に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
は
少
な
く
と
も
明
確
な
広
島
市
選
択
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
広
島
市
選
択
の

も
っ
と
も
重
要
な
理
由
は
、
親
族
が
存
在
す
る
こ
と
、
就
業
と
就
学
の
機
会
が
多
い
こ
と
、

こ
れ
ら
三
点
に
集
約
し
う
る
と
い
っ
て
も
過
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言
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
広
島
市
に
お
け
る
親
族
の
存
在
は
移
住
地
を
左
右
す
る
鍵
要
因
と
い
え
る
。
す
で
に
言
及
し
た
ご
と
く
、
都
市

移
住
に
関
す
る
家
族
成
員
外
と
の
相
談
は
大
多
数
が
親
族
と
の
聞
に
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、

こ
の
相
談
相
手
と
し
て
選
択
さ
れ
た
親

族
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
出
身
地
域
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
山
村
の
親
族
で
は
、
都
市
移
住
に
反
対
す
る
も
の
が
多
い
の
に

対
し
て
、
広
島
に
い
る
都
市
の
親
族
で
は
、
都
市
移
住
に
賛
成
す
る
も
の
が
多
い
と
い
う
対
照
的
な
態
度
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
表

I
l却
は
こ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
山
村
の
親
族
は
、
都
市
移
住
を
ひ
き
と
め
る
役
割
を
果
し
、
都
市
の
親
族
は
都
市
移
住
を

促
進
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
広
島
市
に
い
る
他
出
子
と
他
の
親
族
の
存
在
は
、
都
市
移
住
家
族
の

意
志
決
定
過
程
に
お
い
て
、
都
市
移
住
を
成
立
さ
せ
る
、
都
市
の
側
の
プ
ル
要
因
の
一
つ
と
し
て
作
用
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る

い
わ
ゆ
る
プ
ッ
シ
ュ
・
プ
ル
仮
説
に
お
い
て
経
済
的
要
因
と
並
ん
で
社
会
的
、
心
理

の
で
あ
る
。
最
近
時
に
お
け
る
都
市
移
住
論
で
は
、

北
大
文
学
部
紀
要



都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

移住の相談相手として選択された主な親族

?と 山村の親族 都市の親族
言十

十 + 

父 母 1 1 2 

兄 3 2 5 
夫

オ ジ 2 1 3 

オ ノ、 1 1 

オ イ 1 1 

方
祖父の弟 1 l 

母のイトコ 1 1 

計 14 

父 母 2 2 

兄 1 1 
妻

姉 1 1 

弟 1 1 2 

方
オ 、ン 1 2 3 

イトコ 1 1 

言十 10 

i斗
日 24 | 3  I 10 I 10 I 1 I 

注)夫方，妻方は対象家族の世帯主夫婦を中心とする。表ll-9，ll-lO， 
ll-12も同様である。表中， + (プラス〉は移住に賛成，ー(マイナ
ス〉は反対を示す。

表 1-29

1T 

-
吉
岡

的
な
要
因
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
こ
の

L 、よ
るほう
。な

移
住
地
の
選
択
理
由

も
う
か
カミ

わ
れ
て

以
上
、
三
節
に
わ
た
っ
て
都
市
移
住
家
族
の
成

立
過
程
を
考
察
し
て
き
た
が
、
都
市
移
住
家
族
の

成
立
は
、
次
の
ご
と
き
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
有
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
過
疎
山
村
で
あ
る
出
身
地
域
の
社
会
トnu 

構
造
に
よ
っ
て
押
し
だ
さ
れ
る
側
面
と
移
住
地
の

も
つ
ひ
き
つ
け
る
側
面
と
に
相
互
に
関
係
付
け
ら

れ
な
が
ら
、

な
お
か
っ
、
当
該
移
住
家
族
そ
れ
自

体
の
意
志
決
定
に
よ
っ
て
都
市
移
住
家
族
は
成
立

す
る
と
い
う
こ
と
。
換
言
す
れ
ば
、
都
市
移
住
家

族
の
成
立
過
程
は
、
社
会
の
側
か
ら
説
明
さ
れ
る

と
共
に
、
木
節
で
み
た
よ
う
な
移
住
の
意
志
決
定

の
跡
づ
け
と
い
う
、
当
該
家
族
の
内
側
か
ら
も
説

明
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
さ



れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
従
来
の
移
住
論
で
は
、
押
し
だ
す
側
と
ひ
き
つ
け
る
側
の
社
会
構
造
的
な
と
り
あ
げ
方
が
支
配
的

で
あ
る
が
、
移
住
行
動
論
の
視
点
を
導
入
す
る
時
、
当
該
家
族
内
の
意
志
決
定
の
あ
り
方
が
い
っ
そ
う
重
要
視
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
本
節
を
は
じ
め
こ
れ
ま
で
の
各
節
の
考
察
は
そ
う
し
た
課
題
に
接
近
す
べ
く
努
め
た
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し

て
成
立
し
た
都
市
移
住
家
族
は
、
果
し
て
ど
の
よ
う
な
定
着
過
程
を
展
開
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
本
節
で
取
り
上
げ
た
三
四

な
が
ら
、
本
稿
の
本
来
の
課
題
に
集
中
し
た
い
と
思
う
。

家
族
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
家
族
の
定
着
過
程
を
考
察
す
る
う
え
で
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
他
の
事
例
家
族
に
も
適
宜
言
及
し

注(
1
)
雲
耕
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
過
疎
地
域
に
お
け
る
山
村
の
統
一
と
再
編

成
」
『
広
島
修
大
論
集
』
一
一
一
一
1
1
4

一
、
一
九
八
一
年
、
二
一
一
|
一
五

九
頁
。
政
所
に
つ
い
て
は
米
村
昭
二
「
芸
北
一
山
村
の
家
族
と
親
族
」

海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
ニ

0
1一
一
、
一
九
八
二
年
、
一
一
一
一
一
一
|
二
七

一頁。

(
2
)
拙
稿
、
前
掲
、
一
五
六
|
一
五
七
頁
。

(
3
)
大
一
万
も
こ
の
タ
イ
プ
に
含
み
う
る
が
、
宮
地
同
様
、
集
落
範
域
の
変

動
が
あ
っ
た
り
、
非
農
家
の
移
動
が
あ
り
や
や
酸
味
な
点
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
島
、
こ
こ
で
は
亀
山
を
代
表
的
に
位
置
付
け
て
お
く
。

(
4
)

「
雄
鹿
原
村
史
」
、
一
九
七
八
年
、
一

O
六
i
一一

O
頁
、
二
九
四

ー
三
三

O
頁
o
l

(
5
)

「
雄
鹿
原
村
史
」
、
七
三
三
|
七
三
六
頁
。

(
6
)
拙
稿
、
前
掲
、
一
五
七
頁
、
米
村
昭
二
、
前
掲
、
二
五
人

l
二
五
九

北
大
文
学
部
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要

頁。

(
7
)
こ
の
他
に
間
同
居
慣
行
と
思
わ
れ
る
「
部
屋
」
と
称
さ
れ
る
も
の
、
引

揚
げ
者
、
死
絶
家
、
移
動
的
な
非
農
家
も
少
な
く
な
い
が
、
い
ず
れ
も

明
確
に
確
認
し
え
な
か
っ
た
世
帯
は
す
べ
て
除
い
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
表
1
1
1
の
戸
数
変
化
と
必
ず
し
も
合
致
じ
て
い
な
い
。

(
8
)
こ
こ
で
は
、
段
階
移
住
は
家
族
成
員
の
誰
か
が
先
に
移
住
し
、
そ
の

後
他
の
残
留
成
員
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
を
き
し
て
い
る
。

ωnHMd司
Ra

N
d
司
叩
口
四
円
・
出
・
同
・

2
回目印・色、.丸岡
J

H

】H
Y
H
H叶
i
H
H
∞
で
は
、
段
階
移

住
に
該
当
す
る
タ
イ
a

フ
を
合
き
も

E
曲
目
宮
畔

g
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し
、
挙
家
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O
B
K
gロ仲間同件

。
同
自
由

m
g昨日
O
ロ
件
。
室
。
己
四
円
円
叩
M
J

室町
H
-
8
3
E
H
N同窓口
0
4
山門
N

司
-
H
P

白W
J

門
】
守
口
叩
巴
。
。
色
戸
冨
・
(
刊
品
目
・
〉
』
い
品
同
町
注
入
山
同
諸
問
、
片
言
句
、
早
雲

均
時
的
司
令
『
冬
一
ゲ

ω国
間
叩
司

gv-H】
・
目
白
で
は
、
印
刷
己
目
同
守
旬
。
と
し
て
い

- 95ー



都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

る
。
よ
り
一
般
的
に
は

nv白
山
口
自
由
ぬ
門
田
片
山
O
ロ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
、
た
と
え
ば
、
】
V

円
山
口
刊
の
-
w
Q
u
g
)句
氏
、
吋
vm
田宮内同可
O
時

国間回目
B
口町伊丹芯ロ

J
E
一『出
n
w
gロ
ト
『
・
〉
・
(
冊
。
-Y
』
hREHな
宗
門
U

同
居
-

V
岡山
a
m
m
d・同
y
w
E
Y
N
H
O
N
H
N
・

(
9
)
こ
の
点
、
挙
家
離
村
と
い
う
概
念
は
陵
昧
で
あ
り
、
出
身
地
域
を
基

点
に
し
そ
こ
か
ら
世
帯
全
成
員
が
離
れ
る
こ
と
を
示
し
得
て
も
、
挙
家

の
プ
ロ
セ
ス
と
移
動
先
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
移
住
形
態
と
し
て
概

念
化
さ
れ
る
と
暖
味
さ
は
か
な
り
克
服
さ
れ
る
。

(
叩
)
相
続
世
帯
、
創
設
世
帯
の
概
念
は
、
小
山
隆
「
相
続
世
帯
と
創
設
世

帯
に
お
け
る
親
族
関
係
」
『
都
立
大
学
人
文
学
報
』
却
、
一
九
六
四
年
、

一
一
一
|
四
頁
を
参
照
。

(
日
)
野
尻
重
雄
、
前
掲
書
、
七
三
|
七
四
頁
。

(
ロ
)
沼
田
口
m
F
S
H
-
一『
-hwω
口町自由吋
Nd司
閉
口
四
円
出
・
関

-oso)¥ω
。
B伺

5
2
5
z
s
-
m
a色町ロロ
2
8
4司
虫
色
白
田

o
n
E
o
m可
O
片
目
百
円
・

同巴
O
ロ
J

同
〕
居
間
同
誌
な
『
3
b
H
叫ミ

S
N
』
h
p刊、由同町ロ芯同時国之喝さ
A
F
U
H
】-
H
H
・

で
は
、
移
住
の
意
志
決
定
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
問
。
回
白
山
戸

田
-
Q
8
3
咽
で
ご
可
む
さ

NS
ミ
S
F
明吋

2
司
同
町
田
曲
は
、
家
族
の

移
動
理
由
を
も
っ
と
も
明
確
に
し
た
数
少
な
い
研
究
で
あ
る
。

(日

)ω
ロ
vdgH-Nd弔
問
】
日
開
門
出
・
同
・
伯
仲
・
田

Z
-
G
S
d・-
h
w
・円な
J

H
ぷ】・

5
∞l

g
u・
で
は
移
住
を
鼓
舞
す
る
の
は
き
ょ
う
だ
い
で
あ
り
、
移
住
を
と
が

め
る
の
は
親
で
あ
る
場
合
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
親
族
と

友
人
が
移
住
を
引
き
起
す
「
引
き
金
」

(
E
m哲
る
と
な
る
こ
と
は
、

寸
同
三
。
吋
河
・
。
・
。
由
自
由

)
J
5
m
E丘
O
ロ
田
口
弘

B
2
2同丘。ロ
U

白

凹

Z
円同司

O
内向凶

2
2
5山
口
恒
三
曲
目
ロ
色
々
℃

2
3・
Z
M
R
W由
。
ロ
同
・
〉
・

(自色

-v-s.句、
b
H
e
p

。
田
口
号
ユ
仏
m
m
w
d・
}
V
-
H
】-
H
N
U
可
・
に
み
ら
れ
る
。

(
U
)
F
n
r
gロ

H
-
k
r
G
8
3‘
念
宮
古
門
由
民
O
ロ
白
鳥

5
0ロ
注
目
ロ
可
O
門凶ロ・

ロ片山。ロョ

E
M同一円目内田
O

P

H

・
〉
-ma--
』A
a
h司自同九ロ
3
・
。
回
目
出
σユ【日間四

d
・
何
回
凶
・
叫
-
-
ω
n
v
d
g吋
Nd司
四
回
目
叩
門
出
・
同
・

2
同
-
p
-
Q
S
3・
色
、
.

円
む
よ
匂
-
N
H
a
・
で
は
移
住
の
最
終
決
定
要
因
は
非
経
済
的
要
因
で
あ
る

と
い
っ
て
い
る
。
∞
え
宮
門
司
。
ュ
F

U・
待
。
月
岡
田
口
口
町
同
・
閃
-
Q
U
∞CW

ド
ミ
弘
昌
弘
ミ
ミ
公
S
H
q
w
G
aお
た
お
た

g-
の
回
目
σユ仏
m
m
c
・
p
・同
Y
A
F吋

で
は
都
市
移
住
の
第
一
要
因
は
親
族
の
存
在
の
有
無
で
あ
る
と
い
っ
て

いヲ
hv

。
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

移
住
地
の
概
況

昭
和
二

O
年
八
月
六
日
原
爆
に
よ
っ
て
二

O
万
人
余
を
一
瞬
の
う
ち
に
失
い
、
焼
土
と
化
し
た
広
島
市
は
、

に
想
像
を
越
え
る
目
ざ
ま
し
い
復
興
を
み
せ
て
い
る
。
戦
前
の
半
数
以
下
に
激
減
し
た
人
口
は
、
昭
和
三

0
年
代
に
入
る
と
戦
前
の
規
模

人
口
九
二
万
人
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る

い
ま
わ
し
き
過
去
を
背
景

を
追
い
越
し
、
昭
和
五
八
年
十
月
現
在
、
世
帯
数
三
四
万
世
帯
、

(表
E
|
1
)
。
こ
の
間
、

昭
和
五
五
年
四
月
一
日
に
全
国
一

O
番
目
の
政
令
指
定
都
市
と
な
り
大
都
市
の
仲
間
入
り
を
果
し
て
い
る
。
広
島
市
の
こ
の
よ
う
な
急
激

な
都
市
成
長
は
周
辺
町
村
の
合
併
と
農
山
漁
村
か
ら
の
人
口
流
入
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
前
者
に
つ
い
て
み
る

-97-

と
、
広
島
市
と
そ
の
周
辺
町
村
と
の
合
併
は
、
戦
後
三
八
年
間
に
十
六
か
町
村
と
の
聞
に
な
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
昭
和
四
六
年

i
五
O
年

の
わ
ず
か
五
年
間
に
実
に
十
三
か
町
村
と
の
合
併
が
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
強
力
な
合
併
促
進
が
進
行
し
、
市
域
は
、
戦
前
の
六
九

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
七
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
へ
と
一
挙
に
一

O
倍
も
拡
大
す
る
と
共
に
、
こ
の
期
に
人
口
は
約
三

O
万
も
増
加

し
て
い
る
。
後
者
に
関
し
て
い
え
ば
、
県
内
総
人
口
数
の
約
三
分
の
一
強
を
占
め
る
広
島
市
へ
の
人
口
集
中
は
、
い
わ
ゆ
る
市
部
人
口
の

増
加
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
昭
和
三

O
年
以
降
、
増
加
の
一
途
を
辿
る
県
内
に
お
け
る
市
部
人
口
は
、

四
五
年
に
は
七
割
を
越
え

た
。
こ
の
間
、
市
部
人
口
は
、
一
二
六
万
人
増
加
し
た
の
に
対
し
て
、
郡
部
人
口
は
七
万
四
千
人
の
減
少
を
み
て
い
る
。
市
部
人
口
の
増
加

と
、
他
方
、
郡
部
人
口
の
減
少
は
、
県
内
二
一
市
中
一

O
市
が
県
南
に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、
県
北
郡
部
の
過
疎
化
を
き
わ
だ
た
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
広
島
県
で
は
、
県
内
一
二
市
七
五
か
町
村
中
、
県
北
の
大
半
を
古
め
る
一
市
四
八
町
村
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
。
人
口

北
大
文
学
部
紀
要



広島市の世帯数と入口の変化
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表ll-1

¥¥~一t!t

1889年

1902年

1912年

1920年

19明年

1935年

1940年

1946年

1950年

羽田年

1960年

1965年

1970年

1975年

1980年

1983年

世

構
成
か
ら
み
て
も
、
県
北
諸
地
域
の
過
疎
化
に
伴
な
う
老
齢

化
は
顕
著
で
あ
り
、
老
年
化
指
数
は
県
全
体
が
四
三
・
一
、

広
島
市
は
ご
一

0
・
七
、
市
部
三
八
・

O
で
あ
る
の
に
対
し
郡

t

1

部
は
五
六
・
八
と
か
な
り
高
い
。
他
方
、

一
五
才
|
四
六
才

ま
で
の
い
わ
ゆ
る
生
産
年
齢
人
口
は
市
部
が
七
二
・
四
克
で

あ
る
の
に
対
し
て
郡
部
は
二
七
・
六
%
と
低
く
き
わ
め
て
対

照
的
で
あ
る
。

右
に
み
た
広
島
市
の
人
口
成
長
は
、
広
島
市
の
も
つ
都
市

機
能
、
と
り
わ
け
経
済
的
な
吸
引
機
能
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

- 98ー

き
い
。
そ
こ
で
、
広
島
市
の
産
業
構
造
を
み
て
お
く
と
、
昭

広島市統計書。

和
三

0
年
代
で
は
、
第
一
次
産
業
の
衰
退
が
顕
著
で
あ
る

が
、
こ
れ
と
は
裏
腹
に
第
二
次
産
業
、
第
三
次
産
業
が
飛
躍

い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
期
の
特
徴
が
う
か
が
わ
れ

ず
る
。

注)昭和58年版

る
。
昭
和
四

0
年
代
に
入
る
と
、
第
二
次
産
業
が
伸
び
悩
み

停
滞
す
る
の
に
対
し
て
、
第
三
次
産
業
が
加
速
度
的
に
増
大

す
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
昭
和
五

0
年
代
に
入
り
ま
す
ま
す

顕
著
と
な
る
。
昭
和
五
五
年
一

O
月
で
は
、
第
一
次
産
業
は



表Eー2 広島市の産業別就業者数の変化

下¥¥|第一次産業 j第二次産業|第三次産業|総 数

北
大
文
学
部
紀
要

1950年 41，332(24.1) 47，670(27.8) 82，242(48.0) 171，378(100.0) 

1955年 36，372(17.6) 53，564(26.0) 116，326(56.4) 206，291(100.0) 

1960年 30，348(11.7) 87，489(33.7) 141，964(54.6) 259，831(100.0) 

1965年 23，550 (7.2) 115，194(35.1) 189，081(57.7) 327，949(100.0) 

1970年 19，164 (5.0) 132，157(34.5) 231，415(60.4) 383，010(100.0 ) 

1975年l 13，419 (3.3) 137，123(33.5) 256，928(62.8) 408，898(100.0) 

1980年 12，036 (2.8) 126，033(29.6) 286，497(67.4) 425，088(100.0) 
占

注)昭和55年版， 58年版広島市統計書より整理。但し，総数は分類不能
の産業を含む数値である。

表II-3 広島市の産業別工業製造品出荷額(単位:百万円)

一一一一一一 196昨 1979年 1

196昨胸年

総 額 64，802 1，447，754 22.3(倍〉

輸送用機器 3，309 682，793 206.3 

衣服・繊維製品 588 15，061 25.6 

電 気 機 械 1，476 28，666 19.4 

鉄 鋼 業 1，443 22，966 15.9 

出 版・印 届1 3，239 46，403 14.3 

一 般 機 械 19，790 276;157 13.9 

イじ 寸""一ら 工 業 1，489 19，672 13.2 

食 料 品 11，885 156，715 13.1 

皮革・同製品 158 1，710 10.8 

ヨド 鉄 金 属 822 8，881 10.8 

金 属 製 品 4，797 47，802 9.9 

窯業・土石製品 1，364 13，420 9.8 

家具装備品 2，189 19，044 8.6 

木材・木製品 4，896 41，171 8.4 
コ。 ム 製 品 1，869 15，577 8.3 

パルプ紙加ヱ品 1，505 10，847 7.2 

石油・石炭製品 262 1，702 6.4 

精 密 機 器 201 834 4.1 

繊 総 工 業 1，392 3，037 2.1 

その他の製造業 2，128 35，296 16.5 

注)全国都市統計総覧東洋経済新報社， 1982年より整理。
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

わ
ず
か
ニ
・
八
%
に
す
ぎ
ず
、
第
二
産
業
も
二
九
・
六
%
に
や
や
減
少
す
る
の
に
対
し
て
、
第
三
次
産
業
は
六
七
・
四
広
と
実
に
七
割
近

こ
の
よ
う
な
広
島
市
の
産
業
構
造
の
変
化
は
、

く
ま
で
達
し
て
い
る
(
表
E
1
2
)
。

広

島

市

の

産

業

化

が

、

昭

和

三

0
年
代
に
お
け
る

自
動
車
、
造
船
、
機
械
工
業
、
石
油
化
学
の
四
大
部
門
を
回
転
軸
と
し
て
大
き
く
展
開
し
て
き
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
に
依
拠
し
て
、
昭
和

三
O
年
ま
で
は
、
工
業
復
興
の
再
編
期
、
三

0
年
代
の
コ
一
井
、
三
菱
資
本
に
よ
る
重
化
学
工
業
を
中
心
と
し
た
港
湾
求
心
的
な
臨
海
性
工
業

の
進
展
期
、
四

0
年
代
の
広
島
湾
工
業
地
帯
の
広
域
都
市
圏
へ
の
分
散
期
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。
昭
和
四

0
年
代
の
分
散
期
は
、

三
0
年
代
の
港
湾
中
心
の
工
業
配
置
が
広
島
市
を
中
心
に
西
は
大
竹
、
岩
国
に
、
東
は
呉
、
福
山
、
さ
ら
に
は
水
島
へ
と
東
西
方
向
に
拡

が
っ
た
の
に
対
し
て
、
発
展
軸
が
北
の
方
向
に
転
じ
、
中
国
山
地
に
向
う
国
道
五
四
号
、
国
鉄
可
部
線
、
芸
備
線
沿
い
に
拡
張
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
衣
服
、
繊
維
、
出
版
、
印
刷
、
電
気
機
械
、
金
属
製
品
、
鉄
綱
、
輸

送
用
機
器
な
ど
の
都
市
型
工
業
の
事
業
所
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
昭
和
三
五

1

広島市の事業所数と従業者数
の変化

事業所数 従業者数

208，132(32.3) 

337，369(34.9) 

415，575(36.1) 
480，078(39.0) 

表JI-4

¥¥| 
1960年|

1969年|

1975年|

1981年 i
注)広島県統計より整理。( )内百分比
は広島県全体に対する広島市の占め

る割合。
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(表
E
l
3
)
。

五
四
年
ま
で
の
二

0
年
間
の
産
業
別
工
業
製
造
品
の
出
荷
額
に
も
表
わ
れ
て
い
る

こ
の
よ
う
な
産
業
配
置
の
転
換
は
五

0
年
代
に
は
、
加
速
化
し
、
第
三
次
産
業
に
お
け
る
金
融
、

し
た
が
っ
て
、
表
E
|
4

サ

l
ヴ
ィ
ス
部
門
の
付
加
価
値
を
ま
す
ま
す
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

に
み
る
事
業
所
数
並
び
に
従
業
者
数
も
右
に
み
た
経
緯
に
照
ら
し
て
、
事
業
所
数
で
は
、
広
島
市

は
、
昭
和
三
五
年
の
県
全
体
比
二
二
・
八
%
か
ら
昭
和
四
四
年
に
二
九
・
二
万
、

さ
ら
に
昭
和
五

六
年
に
三
四
・
六
克
へ
と
増
大
し
て
い
る
。
従
業
者
数
で
は
、
県
全
体
に
占
め
る
広
島
市
の
位
置

付
け
は
さ
ら
に
大
き
く
四
割
近
く
に
ま
で
達
す
る
。
昭
和
一
ニ

0
年
代
以
降
、
顕
著
に
な
っ
た
県
内

農
山
漁
村
か
ら
の
県
南
の
港
湾
都
市
へ
の
人
口
移
動
は
、
こ
の
よ
う
な
就
業
機
会
の
プ
ル
要
因
が



大
き
く
作
用
し
て
い
る
。
加
え
て
、
戦
前
か
ら
の
消
費
型
都
市
の
性
格
に
よ
る
高
次
の
行
政
機
関
、
高
等
教
育
機
関
、
総
合
病
院
等
の
各

種
の
社
会
的
機
関
、
さ
ら
に
は
戦
後
の
平
和
都
市
宣
言
に
も
と
づ
く
国
際
的
な
文
化
団
体
並
び
に
機
関
の
存
在
が
、
広
島
県
に
お
け
る
広

島
市
の
占
め
る
比
重
を
い
っ
そ
う
増
大
さ
せ
る
と
共
に
、
単
に
県
内
へ
の
影
響
の
増
大
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
四
国
に
お
け
る
か
わ
ゆ
る
中

核
都
市
と
し
て
の
性
格
を
ま
す
ま
す
強
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
れ
。
回
章
に
お
い
て
示
し
た
芸
北
山
村
か
ら
の
都
市
移
住
家
族
は
、
こ
う

し
た
広
島
市
の
産
業
化
に
伴
な
う
都
市
成
長
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
。

移
住
家
族
の
分
布
と
住
宅
取
得

広
島
市
に
お
け
る
移
住
家
族
の
分
布
状
況
は
、
図
E
ー
ー
に
示
す
ご
と
く
、
芸
北
に
近
い
安
佐
北
区
、
安
佐
南
区
、
西
区
に
半
数
以
上

の
二
三
戸
が
居
住
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
芸
北
か
ら
よ
り
離
れ
る
中
区
、
南
区
、
東
区
に
一
一
一
戸
が
居
住
し
、
も
っ
と
も
遠
い
安
芸

区
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
移
住
家
族
が
多
い
安
佐
北
区
、
安
佐
南
区
は
、
い
ず
れ
も
新
市
内
で
あ
り
、
昭
和
田

0
年
代
以
降
の
人
口
増
加
に
よ

る
都
市
化
が
急
速
に
進
行
し
た
地
域
で
あ
る
(
表
E
1
5
)
。
こ
れ
ら
二
地
区
に
は
、
昭
和
四

O
年
以
降
移
住
し
て
き
た
一
七
戸
中
一
一

戸
が
居
住
し
て
い
る
。
他
方
、
旧
市
内
の
西
区
、
中
区
、
東
区
、
南
区
の
四
地
区
に
は
、
昭
和
一
ニ
九
年
以
前
の
比
較
的
早
く
移
住
し
て
き

た
も
の
が
多
く
、
一
七
戸
中
二
一
戸
を
占
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
移
住
直
後
は
旧
市
内
に
居
住
し
、
そ
の
後
新
市
内
に
転
居
し
た
も
の
が

五
戸
あ
る
。
逆
に
、
新
市
内
か
ら
旧
市
内
に
転
居
し
た
も
の
は
二
戸
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
昭
和
三

0
年
代
の
移
住
家
族
は
旧
市
内

に
、
昭
和
四

0
年
代
以
降
の
移
住
家
族
は
新
市
内
に
と
い
う
移
住
家
族
の
分
布
と
移
住
時
期
と
の
対
応
関
係
が
み
ら
れ
る
・
。

こ
の
よ
う
な
対
応
関
係
に
加
え
て
、
移
住
家
族
の
分
布
状
況
は
、
芸
北
の
人
々
の
旧
来
の
往
来
事
情
、
地
価
に
よ
っ
て
も
ま
た
影
響
を

受
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
往
来
事
情
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
俗
に
「
芸
北
人
は
太
田
川
西
岸
に
、
備
北
人
は
太
田

北
大
文
学
部
紀
要
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

広島市における移住家族の分布ll-1図

d]~ 
注)府中町は広島市には含まれない，矢野町は安芸区に含まれる。
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口人

寸
区表ll-5

安芸区

32，514 
39，837 
51， 128 

62，808 
65，775 

M 
Cコ

22.5 

28.3 

22.8 

4.7 

安佐北区

48，690 

49，016 

55，978 
83，100 
113，238 

安佐南区区

昭

西

97，880 
119，067 
139，293 
148，979 
155，352 

区

143，714 

164，177 

171，615 

167，784 

151，534 
力日

南区

45，113 
61，527 
88，580 
110，374 

117，286 

東区

150，051 
167，682 
155，914 
148，192 

138，486 

中市全次

年

年

年

年

年

田川

υ
A
U
R
U
A
H
V
R
υ

。ua
a
τ
d告
に

υ
"
b

和

年

昭和35~ 40年

40 ~ 45年

45 ~ 50年

50 ~ 55年

注)昭和58年版広島市統計書。
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

よ
り
明
治
期
に
至
る
ま
で
タ
タ
ラ
の
集
散
地
と
し
て
栄
え
た
谷
あ
い
の
田
舎
町
加
計
町
と
、
西
区
横
川
町
と
を
結
ぶ
国
鉄
可
部
線
が
あ

る
。
国
道
、
国
鉄
い
ず
れ
も
が
太
田
川
沿
い
を
走
っ
て
い
る
。
路
線
バ
ス
、
国
鉄
が
開
設
さ
れ
る
以
前
の
昭
和
二

0
年
代
ま
で
は
、
芸
北

か
ら
広
島
市
ま
で
徒
歩
で
二
日
が
か
り
で
あ
っ
た
。
明
治
i
大
正
期
で
は
、
加
計
町
か
ら
可
部
町
経
由
の
川
下
り
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
太
田
川
の
水
の
流
れ
は
、
芸
北
山
村
と
瀬
戸
内
を
結
ぶ
人
の
流
れ
、
車
の
流
れ
で
あ
り
物
資
の
流
れ
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ

b
。
都
市
化
の
流
れ
、
産
業
化
の
流
れ
、
そ
し
て
近
代
化
の
流
れ
は
太
田
川
の
下
流
か
ら
上
流
へ
と
波
及
し
て
い
っ
た
と
も
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
安
佐
北
区
可
部
町
、
安
佐
南
区
佐
東
町
、
同
安
古
市
町
、
岡
敬
園
町
、
西
区
横
川
町
に
連
な
る
広
島
市
北
西
部
の
太

田
川
西
岸
一
帯
は
、
芸
北
の
人
々
に
と
っ
て
は
旧
来
の
往
来
経
路
で
あ
り
な
じ
み
や
す
い
地
域
と
な
っ
て
い
た
。
見
知
ら
ぬ
都
市
社
会
に

お
い
て
比
較
的
親
し
み
ゃ
す
い
地
域
が
移
住
家
族
の
居
住
地
と
し
て
選
択
さ
れ
る
の
は
、
単
に
出
身
地
と
の
距
離
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

-104ー

右
に
み
た
旧
来
の
往
来
事
情
、
交
通
事
情
を
考
え
あ
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
地
価
に
関
し
て
は
、
旧
市
内
居
住
家
族
一
七
戸
の
う
ち
持
ち
家
の
一
三
戸
に
つ
い
て
ま
ず
み
る
な
ら
ば
、
移
住
当
時
、

!日

市
内
で
も
比
較
的
地
価
が
低
廉
で
あ
っ
た
中
区
吉
島
、
同
江
波
、
西
区
観
音
に
居
住
し
て
い
る
も
の
が
半
数
の
七
戸
を
占
め
て
い
る
。

例
を
示
す
と
、
④
(
以
下
、
面
接
調
査
終
了
の
場
合

O
を
付
す
。

O
内
数
字
は
、
対
象
移
住
家
族
を
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
対
象
家
族
外

の
場
合
、
昭
和
三
二
年
に
三

O
坪
の
土
地
を
坪
当
り
二
万
五
千
円
で
購
入
し
、
@
は
昭
和
三
六
年
に
六

O

で
あ
る
が
関
連
家
族
を
示
す
)

坪
一
一

O
万
円
、
⑮
は
昭
和
三
七
年
に
二
七
坪
を
一
坪
一
万
円
で
購
入
し
て
い
る
。
現
在
い
ず
れ
も
一

O
倍
以
上
の
地
価
の
上
昇
が
み
ら

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
新
市
内
の
場
合
、

い
ず
れ
も
昭
和
四

0
年
代
以
降
に
な
る
が
、
@
は
安
佐
北
区
に
昭
和
四

O
i
四
一
年
に
一
坪
四

千
五
百
円
で
九
六
坪
を
購
入
し
て
い
る
。
⑦
は
安
佐
南
区
に
昭
和
四
二
年
に
一
坪
二
万
五
千
円
、
六

O
坪
を
、
⑭
は
安
佐
北
区
で
昭
和
五

O
年
に
一

O
O坪
を
五
五

O
万
円
で
購
入
し
て
い
る
。
新
市
内
は
旧
市
内
に
比
べ
て
、
こ
の
よ
う
に
地
価
が
ま
だ
安
く
、
そ
れ
だ
け
広
い



土
地
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
建
売
り
に
し
て
も
、

西
区
の
⑫
の
場
合
、
昭
和
三
九
年
に
一

O
坪
一
四
五
万
円
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
安
佐
北
区
の
⑮
は
昭
和
四
五
年
に
二
六
坪
三
五

O
万
円
で
、
安
佐
南
区
の
@
の
場
合
、
昭
和
四
七
年
に
三
五
坪
五
五

O
万
円
で
そ

れ
ぞ
れ
購
入
し
て
い
る
。
し
か
し
、
新
市
内
で
も
い
わ
ゆ
る
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
地
価
は
急
激
に
高
騰
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

安
佐
南
区
の
⑨
⑬
ら
は
い
ず
れ
も
三

O
坪
の
建
売
り
住
宅
を
、
前
者
が
昭
和
五

O
年
に
一

O
五
O
万
円
で
、
後
者
が
昭
和
五
四
年
に
一
七

0
0万
円
で
購
入
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
に
地
価
の
比
較
的
低
廉
な
地
域
が
新
市
内
で
あ
り
し
か
も
芸
北
に
近
い
、
旧

来
の
往
来
事
情
に
親
し
ん
だ
地
域
で
あ
っ
た
だ
け
に
移
住
家
族
の
多
く
が
そ
う
し
た
地
区
に
居
住
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
旧

市
内
を
選
択
し
た
も
の
で
は
、
昭
和
三

0
年
代
の
移
住
家
族
が
多
い
だ
け
に
、
同
じ
都
市
移
住
す
る
の
な
ら
、
当
時
、
田
園
風
景
が
な
お

残
る
新
市
内
地
域
よ
り
は
む
し
ろ
、
都
市
的
環
境
を
も
っ
旧
市
内
へ
と
い
う
意
識
が
働
い
た
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
こ
れ
は
移
住
家
族
を

都
市
移
住
家
族
の
分
布
を
み
る
時
、
移
住
時
期
、
芸
北
か
ら
の
距
離
、

旧
来
の
往
来
事
情
、
地
価
と
い
っ
た
諸
要
因
が
住
居
の
選
択
行

し
か
し
、
住
居
の
選
択
行
動
へ
の
影
響
は
、
右
に
み
た
以
外
の
他
の
要
因
を
考
え

-105ー

旧
市
内
に
ひ
き
つ
け
る
一
因
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
山
村
人
の
社
会
的
性
格
が
、
お
互
い
熟
知
し
あ
っ
た
人
に
は
開
放
的
で
あ
っ
て
も
、
見
知
ら
ぬ
異
邦

人
の
都
市
人
に
は
閉
鎖
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
都
市
移
住
は
移
住
者
に
緊
張
と
不
安
を
い
だ
か
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
考
察
対

象
の
ご
と
く
、
都
市
移
住
者
が
個
人
で
は
な
く
家
族
で
あ
る
場
合
、
な
お
い
っ
そ
う
の
配
慮
が
な
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
考
え
る
時
、
移
住
家
族
が
住
宅
の
確
保
に
際
し
て
も
つ
緊
張
と
不
安
は
ど
の
よ
う
に
軽
減
さ
れ
解
消
さ
れ
て
い
く
の
か
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
移
住
家
族
の
住
宅
・
土
地
の
取
得
経
緯
を
跡
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
右
の
課
題
に
接
近
し
て

み
た
い
。

北
大
文
学
部
紀
要



住宅・土地の取得経路表TI-6
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家
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の
定
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注)移住時は最初の住宅，移住後は転居後現在に及ぶ，社会的機関は不動

産会社，建設会社等である。なお集計は不明言ヒ除いている。

合

十
t==ロ

表
E
1
6
は
、
移
住
家
族
の
住
宅
・
土
地
の
取
得
経
緯
に
お
け
る

仲
介
者
が
い
っ
た
い
誰
で
あ
っ
た
か
を
、
最
初
の
住
宅
の
場
合
と
転

居
後
現
在
に
至
る
場
合
と
を
時
系
列
的
に
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
最
初
の
住
宅
・
土
地
の
取
得
は
、
複
数
回
答
で
あ

る
が
、
三
四
戸
中
約
半
数
の
一
五
戸
が
親
族
を
通
じ
て
取
得
し
て
い

る
こ
と
が
な
ん
と
い
っ
て
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
友
人

や
知
人
、

不
動
産
会
社
、
建
築
会
社
は
そ
れ
ぞ
れ
九
戸
に
と
ど
ま
っ

住
宅
の
提
供
(
五
戸
)
、

情
報
の
提
供
(
入
戸
)
、

購
入
資
金
援
助
(
四
戸
)
が
主
な
内
容
で
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て
い
る
。
親
族
の
仲
介
は
、

仮
寓
に
よ
る

た
と
え
ば
、
④
の
場
合
、
昭
和
三
六
年
に
世
帯
主

(
S
4
生
)

が
単
身
で
一
足
早
く
都
市
移
住
し
、
す
で
に
広
島
市
に
居
住
し
て
い

あ
る
。

た
長
兄
②
宅
に
二
年
間
同
居
し
て
い
る
。
そ
の
問
、
長
兄
を
介
し
て

広
島
市
農
協
に
就
職
す
る
と
共
に
、
こ
の
長
兄
に
よ
り
不
動
産
会
社

の
紹
介
を
受
け
、
現
住
地
を
選
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
住
宅
を
建
築

し
た
後
、
妻
、
養
母
、
就
学
期
に
あ
る
子
供
三
人
の
五
人
を
改
め
て

呼
び
寄
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
⑥
の
末
弟
で
あ
る
@
(
S
9
生
)

は
、
昭
和
三
八
年
に
妻
、
父
母
、
就
学
前
の
子
供
二
人
の
六
人
で
都



市
移
住
し
た
が
、
こ
の
場
合
も
長
兄
に
よ
っ
て
土
地
の
選
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
次
兄
の
④
と
は
徒
歩
で
五
分
以
内
の
と

こ
ろ
で
あ
る
。
@
の
都
市
移
住
は
、
す
で
に
芸
北
で
家
の
改
築
を
予
定
し
持
ち
山
か
ら
木
を
伐
採
し
角
材
に
し
て
い
た
が
、
農
業
の
見
通

し
の
悪
さ
、
@
の
妻
の
教
職
に
よ
る
農
業
労
働
へ
の
困
難
さ
を
勘
案
し
た
長
兄
が
、
同
じ
新
築
を
す
る
の
な
ら
、
広
島
に
家
を
建
て
れ
ば

よ
い
で
は
な
い
か
と
い
う
説
得
に
よ
っ
て
、
急
拠
、
方
針
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
村
議
を
経
験
し
ム
ラ
総
代
の
経
験
者
で
あ
っ
た

当
時
六
六
才
の
父
は
老
い
て
子
に
従
う
と
し
、
都
市
移
住
に
賛
同
し
て
い
る
。

@
の
文
字
通
り
の
挙
家
離
村
に
よ
る
都
市
移
住
は
、
長
姉
夫
婦
で
あ
る
@
(
T
n
生
)
の
都
市
移
住
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
三
九
年
に
都
市
移
住
し
た
の
は
、
妻
の
実
家
の
父
母
を
は
じ
め
と
す
る
男
兄
弟
が
す
べ
て
都
市
移
住
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
す
で
に

長
女
、
二
女
が
就
職
の
た
め
広
島
市
に
転
出
し
て
い
た
こ
と
、
中
学
修
了
の
長
男
と
中
学
生
の
二
男
に
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
世
帯

主
自
身
の
腰
痛
と
高
血
圧
に
よ
っ
て
農
業
労
働
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

合
、
長
女
、
二
女
は
妻
の
弟
で
あ
る
④
宅
に
下
宿
を
し
、
そ
こ
で
残
留
家
族
員
の
到
着
を
待
っ
た
。
そ
の
後
⑥
は
、
妻
の
長
兄
(
②
)
、

二
兄
(
④
)
、
弟
(
⑮
)
を
介
し
て
土
地
を
妻
の
弟
@
の
一
軒
隣
に
求
め
家
を
新
築
し
て
い
る
。

昭
和
四
一
'k'
四
二
年
に
か
け
て
都
市
移
住
し
た
⑦
(
T
U
生
)
は
妻
と
就
学
期
の
子
供
二
人
の
三
人
が
、
当
時
西
区
に
在
住
し
て
い
た

妻
の
弟
(
①
)
宅
に
一
足
早
く
仮
寓
し
、
相
つ
い
で
世
帯
主
と
母
(
七
一
才
)
が
身
を
寄
せ
て
い
る
。
⑦
の
場
合
、
都
市
移
住
の
理
由

は
、
子
供
の
教
育
が
第
一
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に

m
l
一
で
言
及
し
た
ご
と
く
、
亀
山
で
の
ス
キ
1
場
経
営
と
酪
農
経
営
導
入
に
か
か
わ

る
失
敗
も
引
き
金
に
な
っ
て
い
る
。
妻
の
弟
宅
に
仮
寓
す
る
こ
と
一
年
六
か
月
に
し
て
昭
和
四
二
年
、
彼
ら
は
安
佐
南
区
に
雄
鹿
原
出
身

の
S
ら
と
土
地
を
共
同
購
入
す
る
。
当
時
家
屋
が
ま
だ
ま
ば
ら
で
あ
り
、
坪
当
り
二
・
五
万
円
建
坪
三
万
円
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
き

わ
め
て
交
通
事
情
が
よ
く
、
バ
ス
停
が
玄
関
先
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
価
は
坪
単
価
四

O
万
円
に
も
高
騰
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
芸
北
行

こ
の
@
の
場
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

き
の
路
線
バ
ス
停
は
徒
歩
で
一

O
分
で
あ
る
。
昭
和
四
二
年
当
時
、
当
該
地
区
に
雄
鹿
原
出
身
者
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ

の
⑦
の
居
住
を
契
機
と
し
て
、
ま
た
⑦
を
媒
介
に
し
て
同
郷
人
に
住
宅
・
土
地
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
か
つ
て
同
居

し
た
妻
の
弟
(
①
)
夫
婦
は
、
今
度
、
逆
に
⑦
と
は
徒
歩
三
分
の
と
こ
ろ
に
昭
和
五

O
年
に
西
区
よ
り
転
居
し
て
き
た
し
、
遠
縁
の
⑤
の

長
男
@
は
、
⑦
の
紹
介
に
よ
り
徒
歩
五
分
の
と
こ
ろ
に
昭
和
四
四
年
に
建
売
り
住
宅
を
購
入
し
て
い
る
。
さ
ら
に
⑦
は
、
調
査
対
象
と
な

ら
な
か
っ
た
が
、
雄
鹿
原
出
身
の

M
に
住
宅
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
住
宅
購
入
の
保
証
人
に
な
っ
て
い
る
。
⑦
が
安
古
市
町
古
市
は
雄
鹿

原
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
同
郷
の
移
住
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。右
に
み
た
ご
と
く
、
移
住
後
の
住
宅
・
土
地
の
確
保
は
、
こ
の
よ
う
に
親
族
を
媒
介
に
し
て
取
得
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
が
支
配
的
で
あ

る
。
し
か
し
転
居
後
、
現
在
に
至
る
期
間
に
お
い
て
、
住
宅
・
土
地
の
取
得
パ
タ
ー
ン
を
み
る
と
、
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
最
初
の
住
宅
・
土
地
の
取
得
経
緯
は
三
四
戸
中
一
五
戸
に
お
い
て
親
族
を
媒
介
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
転
居
以
降
で
は
、
三
四
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戸
に
つ
き
判
明
し
え
た
三
六
件
中
わ
ず
か
九
件
と
少
な
く
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
不
動
産
会
社
を
通
じ
て
が
一
九
件
と
過
半
数
を
占
め

る
。
友
人
・
知
人
は
七
件
と
こ
れ
は
最
初
の
場
合
と
あ
ま
り
変
化
が
み
ら
れ
な
い
。
住
宅
取
得
パ
タ
ー
ン
が
親
族
仲
介
か
ら
社
会
的
機
関

へ
と
移
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
住
宅
形
態
も
持
ち
家
が
増
大
す
る
。

一
例
を
示
す
と
、
昭
和
四
三
年
に
夫
婦
と
就
学
期
の

子
供
三
人
の
五
人
家
族
で
都
市
移
住
し
て
き
た
⑥

(
S
6
生
)

の
場
合
、
最
初
の
住
宅
は
安
芸
区
に
、
世
帯
主
の
イ
ト
コ
の
紹
介
で
借
家

住
い
を
し
た
。
当
時
、
世
帯
主
の
月
収
が
四
万
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
家
賃
が
一
万
二
千
円
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
就
学
期
の
子
供
を

か
か
え
た
家
族
の
生
活
は
苦
し
く
、
妻
の
パ

l
ト
収
入
に
よ
る
家
計
補
助
と
共
に
、
田
舎
に
保
管
し
て
き
た
収
穫
米
を
毎
月
定
期
的
に
と

り
に
帰
る
こ
と
に
よ
っ
て
都
市
生
活
が
か
ろ
う
じ
て
支
え
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

一
0
か
月
し
て
、
安
佐
南
区
に
妻
の
オ
パ
の
紹
介



で
間
借
り
を
す
る
。
部
屋
代
が
六
千
円
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
か
な
り
経
済
的
余
裕
が
で
き
、
そ
こ
で
五
年
間
が
経
過
す
る
。
こ
の
期
間
に

住
宅
購
入
の
頭
金
が
貯
え
ら
れ
、
昭
和
五

O
年
に
不
動
産
会
社
を
通
じ
て
一

O
五
O
万
円
の
建
売
り
住
宅
を
比
較
的
近
く
で
購
入
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
住
宅
・
土
地
の
取
得
経
緯
に
お
い
て
、
注
目
さ
れ
る
点
を
い
く
つ
か
指
摘
じ
て
お
こ
う
。
そ
の
一
つ
は
、
対
象
家
族
に
持

ち
家
が
多
く
、
し
か
も
こ
の
持
ち
家
の
成
立
に
山
村
社
会
の
特
徴
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
二
人
‘
戸
が
持
ち
家
で
あ
り
、

借
家
・
借
室
は
六
戸
で
あ
る
。
持
ち
家
の
う
ち
、
移
住
と
同
時
に
持
ち
家
で
あ
っ
た
も
の
は
一

O
戸
で
あ
る
。
持
ち
家
で
な
い
六
戸
の
う

ち
三
戸
が
い
ず
れ
も
持
ち
家
の
既
婚
子
と
の
同
居
が
将
来
予
定
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
将
来
的
な
同
居
を
加
味
す
る
と
、
持
ち
家
は

売
却
金
を
住
宅
・
土
地
の
購
入
資
金
に
充
当
し
た
も
の
、

さ
ら
に
多
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
持
ち
家
が
多
い
こ
と
は
、
す
で
に
町
|
一
ニ
で
ふ
れ
た
ご
と
く
、
都
市
移
住
に
際
し
て
、
田
畑
、
山
林
の

さ
ら
に
建
築
用
材
を
残
さ
れ
た
持
ち
山
か
ら
活
用
し
た
も
の
が
一
一
三
戸
あ
る
こ

と
と
無
縁
で
は
な
い
。
と
く
に
亀
山
か
ら
の
移
住
家
族
は
、

一
三
戸
中
七
戸
ま
で
が
山
の
売
却
金
を
住
宅
・
土
地
購
入
に
投
入
し
て
い
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る
。
ま
た
橋
山
で
は
、

一
一
戸
中
四
戸
が
田
畑
・
山
林
の
売
却
金
を
住
宅
・
土
地
購
入
に
活
用
し
て
い
る
。

山
村
か
ら
の
都
市
移
住
家
族
は
、
山
村
出
身
者
で
あ
る
が
故
に
、
都
市
社
会
へ
の
定
着
が
住
宅
・
土
地
の
取
得
経
緯
に
お
い
て
山
林
を

媒
介
に
し
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
次
節
の
職
業
生
活
に
も
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
対
象
移
住
家
族
で
は
、
都
市
移
住
と
同
時
に
、

あ
る
い
は
持
ち
家
に
な
っ
た
時
点
で
、
ア
パ
ー
ト
経
営
を
兼
ね
て
い
る
も
の
が
五
戸
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
戸
の
う
ち
、
⑮

は
、
都
市
移
住
前
に
農
業
の
傍
ら
雑
貨
商
を
営
み
つ
つ
資
力
を
貯
え
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
商
人
と
し
て
の
才
覚
が
ア
パ
ー
ト
経
営
に

着
手
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
移
住
の
二
年
前
、
昭
和
三
六
年
に
す
で
に
六
世
帯
の
ア
パ
ー
ト
を
一
二

O
万
円
で
建
築
し
て
い
る
。
土
地
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

当
時
家
賃
は
二
室
五
千
円
で
あ
り
、

家
賃
収
入
の
み
で
父
母
、
世
帯
主
(
五
二
才
)
夫
婦
、
大
学
在
学
の
二
女
、
高
校
在
学
の
三
女
の
六
人
家
族
の
生
計
が
維
持
で
き
、
移
住

後
の
就
職
は
考
え
な
か
っ
た
、
と
判
断
さ
せ
る
程
で
あ
っ
た
。

の
紹
介
は
知
人
に
よ
る
が
、

ア
パ
ー
ト
の
建
築
用
材
は
す
べ
て
持
ち
山
の
木
を
利
用
し
て
い
る
。

な
父
(
六
七
才
)

昭
和
三
九
年
に
世
帯
主
夫
婦
と
父
母
、
就
学
期
の
子
供
二
人
の
六
人
家
族
で
移
住
し
て
き
た
若
い

@
(
S
H
生
)
の
場
合
、
用
意
周
到

の
意
見
が
大
き
く
、
移
住
と
同
時
に
一

O
坪
一
四
五
万
円
の
建
売
り
住
宅
を
購
入
し
、
さ
ら
に
六
七
坪
二
四

O
万
円
余

の
土
地
を
購
入
し
、
そ
こ
に
八
世
帯
の
ア
パ
ー
ト
を
建
築
し
て
い
る
。
こ
の
住
宅
・
土
地
の
確
保
と
ア
パ
ー
ト
の
建
築
に
は
、
当
時
西
区

で
不
動
産
業
を
営
む
父
の
イ
ト
コ
か
ら
の
助
言
が
少
な
く
な
い
。
も
っ
と
も
⑫
は
、
移
住
前
、
田
畑
こ
そ
七
反
二
畝
と
さ
程
の
経
営
規
模

で
は
な
か
っ
た
が
、
山
林
が
五

O
町
と
山
林
王
国
橋
山
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
山
林
の
一
部
売
却
に
よ
っ
て
住
宅
の

取
得
、

ア
パ
ー
ト
の
建
築
が
比
較
的
容
易
に
な
さ
れ
て
い
る
。
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橋
山
よ
り
昭
和
三
七
年
に
、
母
(
五
人
才
)
と
長
女
が
妻
の
オ
ジ
宅
に
仮
寓
し
、
昭
和
三
八
年
の
豪
雪
後
世
帯
主

(
T
m生
)
夫
婦
と

ニ
女
が
都
市
移
住
し
た
⑮
の
場
合
、
移
住
前
に
広
島
市
出
身
の
小
学
校
教
師
を
介
し
て
二
七
坪
二
七
万
円
の
土
地
を
購
入
し
て
い
る
。
⑬

は
田
畑
六
反
五
畝
、
山
林
二

O
町
の
中
規
模
の
経
営
階
層
で
あ
っ
た
が
、
⑮
が
も
と
も
と
広
島
の
出
身
で
あ
り
、
金
融
機
関
と
建
設
会
社

と
の
掛
金
制
度
の
優
利
な
利
用
方
法
の
知
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
自
宅
に
隣
接
す
る
三
五
坪
一

O
五
万
円
の
土
地
を
そ
の
後
ま
も

な
く
購
入
し
二
階
建
て
ア
パ
ー
ト
を
建
築
し
て
い
る
。
同
じ
橋
山
か
ら
、
さ
ら
に
昭
和
三
七
年
に
世
帯
主

(
S
4
生
)
夫
婦
と
母
(
五
二

才
)
、
就
学
前
の
三
人
の
子
供
の
六
人
家
族
で
都
市
移
住
し
て
き
た
⑫
は
、
田
畑
二
反
未
満
、
山
林
一
五
町
の
小
期
模
農
家
で
あ
っ
た
が
、

世
帯
主
が
も
と
村
役
場
吏
員
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
居
の
選
択
も
周
到
で
あ
り
、
仲
人
を
介
し
て
不
動
産
業
者
の
紹
介
を
受
け
、
中
区

の
一
等
地
に
移
住
前
の
昭
和
三
六
年
に
二
四
坪
二
四

O
万
円
、
当
時
で
は
大
金
を
支
払
い
購
入
し
て
い
る
。
購
入
資
金
の
一
部
は
、
婿
養



子
で
あ
る
世
帯
主
の
実
家
の
父
と
長
兄
か
ら
の
援
助
に
よ
っ
て
い
る
。
昭
和
四
六
年
に
鉄
筋
三
階
建
て
に
新
改
築
し
た
こ
と
を
契
機
に
三

階
を
三
世
帯
に
借
室
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
す
で
に
言
及
し
た
④
は
、
回
一
町
二
反
、
山
林
八
町
の
比
較
的
規
模
の
大
き
い
農
家
で
あ
っ

た
が
、
世
帯
主
が
農
協
職
員
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
在
職
中
の
広
島
市
へ
の
出
張
経
験
が
都
市
的
感
覚
を
比
較
的
早
く
か
ら
も
た
せ
る
こ

そ
れ
が
自
宅
兼
用
の
ア
パ
ー
ト
経
営
に
踏
み
き
る
一
因
に
な
っ
て
い
る
。
二
階
六
室
一
階
一
室
の
都
合
七
室
が
あ
り
、
入
居

と
に
な
り
、

者
の
う
ち
五
人
が
ま
か
な
い
っ
き
月
三
万
九
千
円
の
下
宿
人
と
な
っ
て
い
る
。
下
宿
人
の
一
人
に
雄
鹿
原
出
身
者
が
い
る
の
は
偶
然
で
は

な
く
、
芸
北
か
ら
の
照
会
の
結
果
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ア
パ
ー
ト
経
営
は
、
確
か
に
移
住
前
の
経
済
階
層
、
個
々
人
の
経
験
、
将
来
へ
の
確
実
な
洞
察
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

や
は
り
な
ん
と
い
っ
て
も
山
村
の
共
同
体
的
性
格
に
親
し
ん
だ
芸
北
の
人
々
が
、
見
知
ら
ぬ
都
市
的
世
界
で
頼
る
べ
き
自
己
保
全
の
一
つ

の
生
き
る
手
だ
て
と
し
て
考
え
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
因
に
、
こ
こ
に
例
示
し
た
五
戸
は
、
移
住
当
時
す
べ
て
三
世
代
同
居
家
族

で
あ
る
。
夫
婦
家
族
と
三
世
代
同
居
家
族
と
に
お
い
て
、
都
市
移
住
後
の
生
活
保
障
へ
の
願
望
が
基
本
的
に
呉
な
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
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ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
老
親
扶
養
が
加
わ
る
移
住
家
族
の
場
合
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
課
題
は
確
実
に
一
つ
多
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
ア
パ
ー
ト
経
営
の
五
家
族
に
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
移
住
後
の
住
宅
・
土
地
の
取
得
経
緯
に
お
い
て
、
親
族
が
ま
っ
た
く
介
在
し
て
い
な
い
の
は
六
戸
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
六
戸

は
、
他
と
同
様
に
移
住
時
に
お
い
て
日
頃
交
際
の
あ
る
都
市
の
親
族
を
も
っ
て
い
た
が
、

(
三
)
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
ら
に
住
宅
・
土
地
取
得
に
お
い
て
依
存
し
う
る
適
格
な
親
族
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も

こ
れ
ら
親
族
よ
り
不
動
産
業
者
(
三
)
、

知
人

の
と
思
わ
れ
る
。

移
住
家
族
の
分
布
と
住
宅
・
土
地
の
取
得
経
緯
を
み
て
き
た
が
、
住
宅
の
確
保
は
都
市
生
活
の
文
字
通
り
の
第
一
歩
で
あ
り
、
移
住
家

北
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

族
に
と
っ
て
基
本
的
な
欲
求
の
一
っ
と
思
わ
れ
る
。
タ
マ
ス
ら
の
四
つ
の
願
望
の
ひ
そ
み
に
な
ら
う
と
住
宅
の
確
保
は
安
定
へ
の
願
望
で

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
願
望
を
充
足
す
る
に
際
し
て
、
種
々
の
住
宅
の
選
択
行
動
が
な
さ
れ
た
。
住
宅
・
土
地
の
取
得
経
緯
を
跡
ゃ
つ

け
る
時
、
芸
北
か
ら
の
距
離
、
移
住
時
期
、
地
価
、
旧
来
の
往
来
事
情
、
市
域
内
に
お
け
る
都
市
化
の
進
捗
状
況
、
そ
し
て
当
該
移
住
家

族
の
他
出
成
員
、
他
の
親
族
と
い
っ
た
社
会
関
係
の
存
在
が
住
宅
取
得
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と

く
に
最
初
の
住
宅
の
確
保
の
大
半
は
、
同
居
に
よ
る
住
宅
の
提
供
、
住
宅
情
報
の
提
供
、
住
宅
購
入
資
金
の
援
助
が
他
出
家
族
成
員
を
は

じ
め
と
す
る
親
族
関
係
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
第
一
次
的
社
会
関
係
の
果
す
役
割
は
大
き
い
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
社
会
関
係
の
存
在
と
、
そ
の
果
す
役
割
が
、
移
住
家
族
の
も
つ
不
安
と
緊
張
を
軽
減
し
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
移
住
家
族
の
都
市
定
着
過
程
の
一
端
が
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
分
析
中
指
摘
し
た
ご

と
く
、
最
初
の
住
宅
・
土
地
の
取
得
以
降
、
現
在
に
至
る
転
居
過
程
で
は
、
住
宅
確
保
の
た
め
に
移
住
家
族
が
依
存
す
る
関
係
パ
タ
ー
ン

は
変
化
し
、
一
方
で
親
族
関
係
へ
の
依
存
パ
タ
ー
ン
が
減
少
し
、
他
方
で
社
会
的
機
関
と
の
直
接
的
な
関
係
パ
タ
ー
ン
が
増
大
し
て
く

る
。
熟
知
し
た
人
と
の
関
係
よ
り
社
会
的
機
関
と
の
関
係
が
優
位
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
鈴
木
氏
は
、
都
市
化
の
一
つ
の
基
準
に
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合
理
性
と
自
主
性
の
増
大
を
あ
げ
た
が
、
こ
の
見
解
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
み
た
住
宅
・
土
地
の
取
得
経
緯
に
お
け
る
関
係
パ
タ
ー
ン
の
変

化
は
、
移
住
家
族
の
都
市
化
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
そ
れ
は
ま
た
移
住
家
族
の
都
市
定
着
過
程
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
次
節
で
は
こ
の
よ
う
な
点
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
た
め
に
、
移
住
家
族
の
職
業
生
活
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ

と
に
し
よ
う
。

移
住
家
族
の
職
業
生
活



都
市
移
住
に
際
し
て
、
住
宅
の
確
保
と
並
ぶ
基
本
的
な
欲
求
は
就
葉
で
あ
る
。
専
業
・
兼
業
の
区
別
こ
そ
あ
れ
、
対
象
家
族
の
す
べ
て

が
農
家
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
都
市
で
の
非
農
業
的
職
業
へ
の
就
業
は
、
文
字
通
り
一
八

O
度
の
転
職
で
あ
る
。
し
か
も
対
象
家
族
の
移

住
時
点
に
お
け
る
世
帯
主
の
学
歴
は
、

旧
制
中
・
旧
制
商
業
専
門
学
校
(
三
)
、
新
制
高
校
(
三
)
、
に
対
し
大
多
数
(
二

六
)
が
義
務
教
古
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
都
市
で
の
就
職
条
件
の
一
つ
で
あ
る
学
歴
及
び
そ
れ
に
付
随
す
る
資
格
、
技
能
を
も
つ
も
の
は
少

な
い
。
加
う
る
に
加
齢
と
い
う
就
業
条
件
の
阻
害
要
因
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
条
件
を
も
っ
都
市
移
住
家
族
の
職
業
は
、
い
か
な
る

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
取
得
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
山
村
の
労
働
に
対
し
て
都
市
で
の
労
働
と
収
入
は
、
移
住
者
に
ど
の
よ
う

大
卒
〈
二
)
、

業
種
で
あ
り
、

に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ら
の
諸
点
を
初
職
と
転
職
以
後
と
の
比
較
に
お
い
て
明
か
に
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
業
種
内
容
か
ら
と
り
あ
げ
る
。
表
E
1
7
は
、
初
職
と
転
職
l
現
職
を
世
帯
主
と
そ
の
配
偶
者
に
限
定
し
て
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
製
造
業
が
二
六
名
と
断
然
多
く
、

こ
れ
に
サ
ー
ビ
ス
業
(
二

O
)
、
卸
・
小
売
・
販
売
業
(
一
五
v
、
運
輸
・
通
信
業
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(一

O
)
、
公
務
(
七
)
、
建
築
・
建
設
業
(
五
)
が
続
い
て
い
る
。
製
造
業
で
は
、
世
帯
主
、
妻
と
も
食
品
加
工
業
務
に
従
事
し
て
い
る

も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
芸
北
人
は
山
村
の
労
働
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
だ
け
に
、
世
帯
主
で
は
、
製
造
業
の
う
ち
で
も
製
材
関
係
に
六

名
、
建
設
業
に
大
工
と
し
て
二
名
が
就
職
し
て
い
る
。
ま
た
運
輸
・
通
信
業
に
は
、
数
少
な
い
運
転
免
許
資
格
を
活
用
し
て
タ
ク
シ
ー
会

社
・
運
輸
会
社
に
三
名
が
就
業
し
て
い
る
。
配
偶
者
の
妻
の
み
が
占
め
る
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
い
ず
れ
も
亀
山
出
身
の
三
人
が
芸
北
で
の

民
宿
経
営
に
よ
る
調
理
師
免
許
資
格
を
生
か
し
て
食
堂
関
係
に
従
事
し
て
い
る
。
移
住
家
族
の
職
業
の
主
要
な
業
種
の
選
択
で
は
、
世
帯

主
、
妻
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
学
歴
と
い
う
資
格
に
依
拠
し
な
い
芸
北
で
の
就
労
経
験
を
最
大
限
生
か
し
た
い
わ
ゆ
る
も
と
手
が
か
か
ら

な
い
職
業
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
後
程
言
及
す
る
ご
と
く
、
芸
北
時
代
村
役
場
吏
員
で
あ
っ
た
三
名
の
場

合
、
彼
ら
の
か
つ
て
の
就
労
経
験
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
税
と
経
理
の
専
門
的
知
識
が
学
歴
を
補
い
移
住
後
の
就
業
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

北
大
文
学
部
紀
要



都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

移住家族の職業

七ミミミ二三 世帯主 配偶者 合計

初職|鞍|計 初職庫副計 初職|襲品|言十

製 造 業 12 31 15 5 61 11 17 91 26 

サ ピ ス 業 4 4 8 81 16 81 12 20 

卸・小 売・販 売 31 12 15 31 12 15 

選 輸 . 通 信 4 5 9 1 1 5 51 10 

公 務 6 1 7 6 1 7 

建 築 . 建 設 4 1 5 4 1 5 

金融・保険・不動産 1 3 4 1 3 4 

電気・ガス・水道 1 1 1 1 

そ の 他 1 1 1 1 2 2 

無 職 41 13 171 18 221 40 221 35 57 

表Eー7

|341刊日1341ω1 7311 681 791叩
注)職業は煩雑さと酸味さを避けるために常雇について整理した。世帯主

と配偶者は調査時点についてである。したがって，移住後の世帯主の

父母は集計に含んでいない，なお転・現は転職後現職に至るまでを示

す。表ll-8も同様である。

計.b 
日

と
も
同
じ
く
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
公
務
員
は
、
学

歴
キ
ャ
リ
ア
タ
イ
プ
が
多
く
七
名
中
五
名
、
が
高
い
学
歴
の
持
ち

主
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
市
農
業
職
員
一
名
を
除
き
大
卒
の

名
が
教
員
と
国
家
公
務
員
、
旧
商
業
卒
の
一
名
は
食
糧
事
務

所
、
専
門
学
校
卒
の
一
名
は
警
察
官
、
新
制
高
卒
の
一
名
は
病

院
事
務
で
あ
る
も

と
こ
ろ
で
、
高
い
学
歴
を
も
た
な
い
大
多
数
の
ノ
ン
キ
ャ
リ

ア
タ
イ
プ
の
移
住
家
族
で
は
、
転
職
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
あ

-114-

る
。
因
に
、
世
帯
主
三
四
名
中
二
六
名
が
転
職
経
験
者
で
あ

る
。
他
方
、
転
職
未
経
験
者
は
九
名
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
五
名

が
高
い
学
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
名
は
、
先
に
み
た

い
ず
れ
も
公
務
員
で
あ
る
が
、
残
り
の
四
名
の
う
ち
三
名
は
、

県
内
各
業
界
で
堅
実
な
地
位
に
あ
る

T
工
業
、

M
会
社
、

S
運

輸
の
勤
務
者
で
あ
り
、

一
名
は
、
次
節
で
改
め
て
言
及
す
る

G

輸
送
の
役
員
で
あ
り
ア
パ
ー
ト
経
営
者
で
も
あ
る
。

転
職
者
に
つ
い
て
、
そ
の
職
種
を
世
帯
主
を
中
心
に
み
て
お

く
と
、
初
職
に
お
い
て
製
造
業
に
多
く
従
事
し
て
い
た
も
の
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校

他

言十

のそ

メL
日

が
、
転
職
後
で
は
、
同
じ
製
造
業
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
は
わ
ず
か
三
名
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
卸
・
小
売
・
販
売
業
が
増
大
し
十
二
名
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
四
名
と
な

っ
て
い
る
。
と
く
に
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
世
帯
主
の
場
合
、
初
職
で
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
か

ら
、
こ
れ
は
転
職
後
の
高
齢
化
に
伴
な
う
職
業
選
択
の
結
果
が
顕
著
に
う
か
が
わ
れ

る
。
因
に
、
世
帯
主
の
サ
ー
ビ
ス
業
は
守
衛
、
清
掃
業
務
で
あ
る
。
な
お
妻
の
場
合
、

転
職
後
も
初
職
と
同
じ
く
サ
ー
ビ
ス
業
、
製
造
業
が
多
い
も
の
の
無
職
に
な
っ
た
も
の

が
四
名
い
る
。
こ
れ
も
高
齢
化
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
右
に
み
た
よ
う
な
職
業
に
従
事
し
、

し
か
も
転
職
が
多
い
移
住
家
族
で

は
、
職
業
取
得
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
住

宅
・
土
地
取
得
経
緯
と
同
様
に
、
初
職
と
転
職
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
就
業
に
際
し
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て
、
ど
の
よ
う
な
仲
介
が
み
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

表
E
|
8
は
、
世
帯
主
と
妻
の
就
業
経
路
で
あ
る
。
ま
ず
初
職
と
転
職
を
合
計
し
、

全
体
を
み
る
と
、
友
人
・
知
人
の
紹
介
に
よ
っ
て
就
職
し
た
場
合
が
三
七
ケ
l
ス
と
も

っ
と
も
多
い
。
友
人
・
知
人
に
つ
い
で
親
族
を
介
し
た
も
の
が
、
二
四
ケ
I
ス
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
タ
イ
プ
が
全
体
の
六
割
を
占
め
て
い
る
。
広
告
、
職
業
安
定
所
は
、
そ

一
O
ケ
l
ス
と
な
り
、
友
人
・
知
人
、
親
族
に
比
べ
て
、
い
わ

ゆ
る
社
会
的
機
関
の
位
置
付
け
は
-
少
な
い
。
同
じ
社
会
的
機
関
で
も
学
校
に
至
っ
て
は

れ
ぞ
れ
一
六
ケ
l
ス、



都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

わ
ず
か
二
ケ
l
ス
と
例
外
的
で
す
ら
あ
る
。

移
住
家
族
の
就
業
経
緯
は
、
こ
の
よ
う
に
社
会
的
機
関
よ
り
も
人
を
仲
介
と
す
る
パ
タ
ー
ン
が
支
配
的
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
就

業
経
緯
を
今
少
し
詳
細
に
検
討
す
る
た
め
に
、
初
職
と
転
職
後
と
に
分
け
て
み
る
と
、
重
要
な
パ
タ
ー
ン
の
遣
い
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
初
職
で
は
、
親
族
が
一
五
ケ
l
ス
と
も
っ
と
も
多
く
な
り
、
友
人
・
知
人
を
凌
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
親
族
の
仲
介
者
で

は
、
世
帯
主
の
兄
(
三
)
、
世
帯
主
の
オ
ジ

(
三
)
、
妻
の
父
(
一
)
、
妻
の
オ
ジ

(
二
)
、
世
帯
主
の
弟
(
一
)
、

妻
の
イ

世
帯
主
の
遠
縁
(
一
)
、

こ
の
よ
う
な
職
業
の
仲
介
者
と
し
て
、

さ
れ
た
親
族
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
彼
ら
に
は
当
該
対
象
移
住
者
よ
り
年
長
の
も
の
が
多
い
こ
と
、
加
え
て
職
業
上
の
優
位
な

地
位
を
も
つ
も
の
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
後
者
が
顕
著
で
あ
る
。
た
と
え
ば
昭
和
三
四
年
に
三
四
才
で
家
族
解
体
の
結
果
単
身

(
二
)
、
世
帯
主
の
イ
ト
コ

(
一
)
、
妻
の
弟
(
一
)
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

選
択

ト

コ
で
移
住
し
て
き
た
③
は
弟
が
勤
務
す
る
建
設
会
社
に
就
職
す
る
が
、
こ
の
弟
は
す
ぐ
建
設
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。
⑤
夫
婦
の
場
合
、

K

製
缶
の
課
長
で
あ
る
妻
の
イ
ト
コ
が
夫
婦
ど
ち
ら
も
採
用
の
う
え
入
寮
さ
せ
て
い
る
。
昭
和
三
六
年
に
雄
鹿
原
で
も
っ
と
も
早
く
移
住
し

た
①
は
、
妻
の
父
が
経
営
す
る
会
社
に
就
職
し
て
い
る
し
、
住
宅
も
あ
て
が
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
そ
の
後
、
倒
産
の
憂
き
目
に
会
い

改
め
て
自
ら
経
営
者
と
し
て
昭
和
三
六
年
に
O
商
庖
を
経
営
す
る
。
そ
の
商
庖
に
住
み
込
み
で
遠
縁
の
⑤
の
長
男
(
@
)
が
就
職
し
て
い

イ
ト
コ
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
勤
務
先
で
あ
る

N
製
パ
ン
に
妻
を
、

T
工
業

る
。
⑨
の
場
合
、
都
市
移
住
を
う
な
が
し
た
世
帯
主
の
オ
ジ
、

に
夫
を
紹
介
し
て
い
る
。
と
く
に
オ
ジ
は
守
衛
を
し
て
い
た
関
係
で
顔
の
広
さ
も
あ
り
、
息
子
の
勤
務
す
る

T
工
業
に
⑨
の
就
職
が
ダ
メ

N
製
パ
ン
に
紹
介
す
る
と
い
う
意
向
さ
え
も
っ
て
い
た
。
@
の
場
合
、
出
版
社
の
業
務
局
長
で
あ
る
世
帯
主
の
オ
テ
の
推
薦
で
就

な
ら
、

職
し
て
い
る
。

就
職
の
仲
介
者
で
あ
る
親
族
は
、

こ
の
よ
う
に
職
業
上
の
地
位
を
活
用
し
う
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
親
族
に
お
い
て
さ
ら
に
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注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
就
職
の
仲
介
者
で
あ
る
と
共
に
住
宅
・
土
地
の
仲
介
者
で
も
あ
る
場
合
が
決
し
て
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
最
初
の
住
宅
・
土
地
、
就
業
の
確
保
に
お
い
て
親
族
を
仲
介
者
と
し
た
も
の
は
三
四
家
族
中
二
三
家
族
あ
り
、
こ
の
う

ち
、
同
一
親
族
が
仲
介
者
で
あ
っ
た
の
は
、
①
③
④
⑤
⑨
⑬
@
の
七
家
族
に
み
ら
れ
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
親
族
は
、
都
市
移
住
を
う
な

が
し
た
相
談
相
手
で
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
夫
な
い
し
妻
の
初
職
の
仲
介
者
が
友
人
・
知
人
で
あ
っ
た
場
合
、
仲
介
者
の
友
人
・
知
人
で
も
、
親
族
と
同
様
、
職
業
上

の
優
位
な
地
位
を
有
す
る
も
の
が
多
い
。
夫
な
い
し
妻
の
初
職
の
就
業
に
際
し
て
、
友
人
・
知
人
の
い
ず
れ
か
を
仲
介
者
と
し
た
も
の
は

九
家
族
み
ら
れ
た
。
一
例
を
示
す
と
、
昭
和
コ
一
三
年
に
二
六
才
の
時
、
妻
子
を
置
き
単
身
で
移
住
し
、
昭
和
三
七
年
に
妻
・
長
男
・
長
女

を
ひ
き
と
り
さ
ら
に
昭
和
田

O
年
に
父
と
同
居
し
た
②
の
場
合
、
ア
パ
ー
ト
の
家
主
が
材
木
会
社
の
専
務
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
移
住
と
同

時
に
同
社
に
就
職
し
一
二
年
間
勤
務
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
②
は
亀
山
で
材
木
商
を
営
ん
で
い
た
経
験
が
買
わ
れ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な

い
。
③

(
S
3
生
)
の
場
合
、
亀
山
で
酪
農
経
営
を
手
が
け
た
当
時
、
取
り
引
き
先
で
あ
っ
た

G
乳
業
会
社
の
課
長
の
紹
介
に
よ
っ
て
昭

和
三
八
年
夫
婦
そ
ろ
っ
て
就
職
し
、
就
職
と
同
時
に
借
り
あ
げ
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
。
世
帯
主
は
も
と
も
と
、
村
役
場
勤
務
の
経
理
担

当
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
就
業
に
際
し
て
そ
の
キ
ャ
リ
ア
が
最
大
限
活
用
さ
れ
二

0
年
間
在
職
し
て
い
る
。
妻
は
、
民
宿
経
営
の
た
め
に

取
得
し
た
調
理
師
免
許
を
生
か
し
、
夫
と
同
じ
会
社
の
調
理
を
担
当
し
て
い
る
。

⑫
の
場
合
、
父
の
親
し
い
友
人
で
あ
り
仲
人
で
も
あ
っ
た
同
じ
橋
山
出
身
の

S
が
経
営
し
て
い
た

M
会
社
に
昭
和
三
七
年
に
就
職
し
現

在
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の

S
は
、
都
市
移
住
に
際
し
て
⑫
の
相
談
相
手
と
し
て
ま
ず
選
択
さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、
就
職
の
世
話
を
す
る
と

共
に
、
す
で
に
ふ
れ
た
ご
と
く
対
象
家
族
中
、
広
島
市
の
都
心
に
近
い
最
高
級
の
土
地
を
取
得
し
う
る
に
至
っ
た
不
動
産
会
社
を
紹
介
し

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
⑫
の
場
合
も
⑧
と
同
様
、

入
婿
以
前
に
お
け
る
村
役
場
在
勤
中
の
経
理
と
税
の
担
当
経
験
が
就
労
に
際
し
て
生
か

北
大
文
学
部
紀
要
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都
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住
家
族
の
定
着
過
程

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
。

会
社
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、

妻
と
母
が
経
営
す
る

Y
パ
ン
販
売
所
の
経
理
も
⑫
の

現
在
、

仕
事
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
で
も
⑫
の
芸
北
時
代
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
す
で
に

m
l
一
で
一
言
及
し
た
ご
と
く
、
橋
山
の
共

有
林
が
各
組
合
員
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
分
割
登
記
の
仕
事
を
七
年
間
か
け
て
行
な
っ
た
の
も
こ
の
⑪
で
あ
る
。
@
@
ら
と
同
様

に
昭
和
四
五
年
単
身
移
住
の
@
(
S
U
生
)
も
、
元
役
場
職
員
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
元
上
司
で
あ
り
、
仲
人
で
も
あ
る
全
国
町
村
会
長

を
長
く
つ
と
め
た
O
元
村
(
町
)
長
に
よ
っ
て
、
安
佐
郡
砥
園
町
役
場
(
現
在
安
古
市
町
)
に
紹
介
さ
れ
就
職
し
て
い
る
。
昭
和
三
六
年

単
身
移
住
の
@
は
、
芸
北
の
診
療
所
勤
務
時
代
の
医
者
の
紹
介
に
よ
っ
て

G
記
念
病
院
に
就
職
し
て
い
る
。
前
節
で
ふ
れ
た
@
は
、
広
島

市
に
い
た
オ
イ
そ
し
て
軍
隊
時
代
の
友
人
で
あ
り
大
手
自
動
車
販
売
メ
ー
カ
ー
の
部
長
の

F
と
と
も
に

G
運
輸
を
設
立
し
て
い
る
。
経
営

者
の
一
人
で
あ
る
こ
の
オ
イ
は
、

ま
た
⑮
の
高
校
在
学
時
の
二
女
を
一
時
預
か
り
世
話
も
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
@
は
、
対
象
家
族
の

中
で
は
、
唯
一
の
経
営
者
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
友
人
・
知
人
を
仲
介
者
と
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
仲
介
者
自
身
の
職
業
上
の
よ
り
優
位
な
地
位
が
重
要
な
役
割
を
果
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
優
位
な
地
位
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
友
人
・
知
人
を
介
す
る
場
合
も
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
て
お
く
と
、
昭
和

三
七
年
に
妻
と
二
女
で
移
住
し
た
@
(
S
5
生
)
は
移
住
前
の
商
売
上
の
取
引
き
仲
間
が
、

H
タ
ク
シ
ー
会
社
に
、
同
じ
く
⑮
の
妻
の
場

合
は
宗
教
上
の
知
人
が

X
海
藻
製
造
会
社
に
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
る
。
昭
和
四
五
年
単
身
で
移
住
し
て
き
た
⑪
(
T
U
生
、
女
性
)
の

場
合
、
移
住
後
三
男
と
同
居
し
た
が
、
当
該
地
区
の
町
内
会
長
が

Y
清
掃
会
社
に
紹
介
し
て
い
る
。

親
族
、
友
人
・
知
人
と
い
っ
た
人
を
仲
介
者
と
し
た
都
市
移
住
家
族
に
比
べ
る
と
、
職
業
安
定
所
、
新
聞
広
告
等
の
社
会
的
機
闘
を
介

し
た
も
の
は
少
な
い
。
そ
れ
で
も
初
職
の
場
合
、
八
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
た
。
⑫
(
S
9
生
)
は
、
昭
和
四
六
年
に
妻
と
就
学
期
の
二
人
の

子
供
で
移
住
し

Y
運
輸
に
、
昭
和
三
九
年
に
七
人
家
族
で
移
住
し
た
@
(
T
日
生
)
は
、

O
家
具
製
作
所
に
職
業
安
定
所
を
通
じ
て
そ
れ
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ぞ
れ
就
職
し
て
い
る
。
昭
和
四
六
年
、
単
身
移
住
の
⑩

(
T
4
生
・
女
性
)
は
、
家
政
婦
協
会
を
通
じ
て
家
政
婦
と
し
て
住
み
込
ん
で
い

る
。
ま
た
新
聞
広
告
を
活
用
し
て
、
⑦

(
T
日
生
)
が
昭
和
四
二
年
に

M
造
船
に
、
同
年
⑮

(
S
M
生
)
は

M
運
送
会
社
に
、
昭
和
三
八

年
に
⑮

(
S
5
生
)
及
び
そ
の
母
(
五
人
才
)

の
委
(
一
ニ
入
才
)

は
、
料
理
屈
と
食
料
製
造
庖
に
、
同
じ
く
昭
和
三
八
年
に

@
(
T
日
生
)

は、

N
製
バ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
い
ず
れ
も
新
聞
広
告
を
通
じ
て
勤
務
し
て
い
る
。

右
に
み
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
職
業
上
の
地
位
の
優
位
者
が
親
族
、
友
人
・
知
人
に
見
出
さ
れ
な
い
時
、
い
わ
ば
最
後
の

選
択
肢
と
し
て
社
会
的
機
関
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
程
で
あ
る
。
就
業
に
関
し
て
社
会
的
機
関
と
い
う
制
度
は
、
山
村
か

ら
の
・
都
市
移
住
者
に
と
っ
て
決
し
て
身
近
か
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
分
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
す
で
に
指
摘
し
た
ご
と

く
、
住
宅
・
土
地
、
就
職
の
両
者
の
仲
介
者
が
同
一
親
族
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
、
七
ケ
l
ス
み
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
以
上
が
都
市
移
住
家
族
の
初
職
に
み
ら
れ
る
就
業
経
路
で
あ
る
が
、
転
職
後
で
は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
就
業
経
路
が
み
ら
れ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
す
で
に
指
摘
し
て
お
い
た
ご
と
く
、
転
職
経
験
者
は
世
帯
主
三
四
名
中
二
六
名
を
占
め
、
高
い
転
職
率
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
転

職
者
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。
表
E
|
8
に
立
ち
戻
る
と
、
転
職
後
の
就
業
経
路
は
初
職
に
比
べ
て
明
確
な
差
が
み
ら
れ
る
。

ま
ず
な
ん
と
い
っ
て
も
、
友
人
・
知
人
を
仲
介
と
す
る
も
の
が
五
四
ケ
l
ス
中
半
数
近
く
の
二
四
ケ
l
ス
を
占
め
、
親
族
に
よ
る
も
の
は

わ
ず
か
九
ケ
i
ス
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
広
告
を
介
す
る
も
の
は
一
一
ケ
l
ス
と
親
族
を
上
回
っ
て
い
る
。
職
業
安
定
所
を
利
用
し
た
も
の

は
七
ケ
l
ス
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
世
帯
主
が
六
ケ
l
ス
を
占
め
る
の
は
退
職
及
び
加
齢
に
伴
な
う
雇
用
条
件
の
厳
し
さ
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
初
職
と
転
職
で
は
、
就
業
経
路
に
大
き
な
パ
タ
ー
ン
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
転
職
に
お
け
る
友
人
・

知
人
の
仲
介
者
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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転
職
の
仲
介
者
で
あ
る
友
人
・
知
人
が
初
職
の
そ
れ
と
比
較
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
量
的
な
増
大
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
や
は

り
友
人
・
知
人
そ
れ
自
体
の
特
徴
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
職
で
は
、
よ
り
優
位
な
職
業
的
地
位
に
あ
る
友
人
・
知
人
が
多
く
選
択
さ
れ

て
い
た
が
、
転
職
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
友
人
・
知
人
は
わ
ず
か
一
ケ
l
ス
し
か
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
世
帯
主
の
場

合
、
前
職
の
元
同
僚
会
ハ
)
、
同
級
生
・
知
り
合
っ
た
友
人
・
近
所
の
人
(
五
)
、
妻
に
お
い
て
は
、
元
の
同
僚
つ
己
、
同
郷
人
(
二
)
、

近
所
の
人
・
偶
然
知
り
合
っ
た
知
人
・
保
険
の
外
交
員
会
己
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
転
職
の
仲
介
者
は
、
初
職
の
そ
れ
が

役
職
を
も
っ
地
位
の
優
位
者
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
移
住
者
自
身
が
移
住
後
の
都
市
生
活
の
展
開
の
中
で
取
り
結
ん
だ
対
等
・
平
等
な
関

係
に
あ
る
も
の
が
多
く
選
択
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
元
の
同
僚
が
世
帯
主
、
妻
と
も
に
多
い
の
は
そ
の
こ
と
の
単
的
な
現
わ
れ
で
あ

の
仲
介
経
路
は
、

転
職
に
か
か
わ
る
友
人
・
知
人
の
仲
介
者
は
初
職
に
比
べ
る
と
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
友
人
・
知
人
を
中
心
と
す
る
転
職

一
方
に
お
い
て
親
族
仲
介
を
減
少
さ
せ
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
広
告
・
職
業
安
定
所
を
活
用
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て

一
例
を
あ
げ
る
と
、
す
で
に
く
り
返
し
取
り
あ
げ
た
④
の
場
合
、
世
帯
主
の
兄
の
紹
介
で
昭
和
三
六
年
に
広
島
市
農
協
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る。い
る
の
で
あ
る
。

に
最
初
に
就
職
す
る
が
、
給
料
が
安
い
こ
と
か
ら
三
九
年
に
新
聞
広
告
を
み
て

F
ベ
ッ
ト
会
社
に
入
社
す
る
。

安
定
し
た
頃
転
勤
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
退
社
し
、
そ
の
後
、
友
人
三
人
と
共
に
情
報
提
供
の

H
社
を
設
立
す
る
。
し
か
し
そ
の
会
社

は
、
過
当
競
争
に
よ
り
一
時
閉
鎖
を
や
む
な
く
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

N
信
販
に
新
聞
広
告
を
通
じ
て
就
業
し
現
在
に
及
ん
で
い
る
。
⑩
)

一
三
年
間
勤
務
し
収
入
も

の
場
合
、
昭
和
三
九
年
、
弟
の
紹
介
に
よ
っ
て
弟
の
勤
務
す
る

D
ハ
ウ
ス
関
連
会
社
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
入
る
。
一
カ
月
後
に

H
ガ
ラ
ス
に
新
聞
広
告
を
手
が
か
り
に
就
業
し
、
昭
和
五

O
年
ま
で
一
一
一
年
間
勤
務
す
る
。
し
か
し
当
該
企
業
の
統
廃
合
に
よ
っ
て
広
島

(
T
U
生
)

工
場
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
新
聞
の
チ
ラ
シ
を
手
が
か
り
に

T
プ
レ
ハ
ブ
に
転
職
し
今



日
に
至
っ
て
い
る
。
⑤

(
T
4
生
)
は
妻
の
イ
ト
コ
の
仲
介
に
よ
っ
て
妻
と
共
に
昭
和
三
七
年
K
製
缶
に
就
職
し
た
が
、
労
働
争
議
の
た

め
一
年
間
で
転
職
す
る
。
失
業
中
、
友
人
の
誘
い
が
あ
っ
て

S
商
屈
に
入
社
し
、
一

0
年
間
勤
務
し
て
い
る
。
そ
の
後
仕
事
関
係
の
知
人

を
通
じ
て

K
運
輸
、
さ
ら
に
新
聞
広
告
を
手
が
か
り
に
塩
の
専
売
・
卸
業
の

M
商
庖
に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
年
就
業
し
て
い
る
。
⑨
の
妻

(
S

は
昭
和
四
三
年
に
世
帯
主
の
オ
ジ
の
紹
介
に
よ
り
N
製
パ
ン
に
就
業
し
た
が
、
家
賃
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
転
居
に
踏
み
き
っ

ロ
生
)

七
カ
月
で
転
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
転
居
は
妻
の
オ
パ
の
紹
介
に
よ
る
が
、
転
居
と
同
時
に
、
こ
の
オ
バ
の
紹
介

で
、
彼
女
は

B
ビ
ニ
ー
ル
加
工
会
社
に
就
職
し
三
年
六
カ
月
勤
務
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
同
僚
に
よ
っ
て
待
遇
の
よ
い

M
集
配
セ
ン
タ
ー

を
紹
介
さ
れ
、
彼
女
は
そ
こ
に
半
年
勤
務
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
仕
事
は
い
ず
れ
も
、
日
曜
出
勤
で
自
由
が
き
か
な
い
こ
と
か
ら
、
彼

女
は
さ
ら
に
自
己
の
条
件
に
そ
ぐ
う
就
職
先
N
装
備
を
新
聞
広
告
を
介
し
て
選
択
し
て
い
る
。
過
去
の
職
業
選
択
は
、
い
ず
れ
も
親
族
、

友
人
・
知
人
と
慣
れ
親
し
ん
だ
人
を
介
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
職
は
彼
女
自
身
に
よ
る
選
択
で
あ
り
、
し
か
も
広
告
を
通
じ
て
で

た
。
そ
の
た
め
に
、
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あ
る
。
そ
の
た
め
に
「
大
変
、
勇
気
が
い
り
ま
し
た
」
と
素
朴
な
感
想
を
も
ら
し
て
い
る
。

都
市
移
住
者
の
就
業
経
路
を
初
職
と
転
職
と
に
分
け
て
検
討
し
た
結
果
、
初
職
は
親
族
仲
介
パ
タ
ー
ン
が
、
転
職
は
友
人
・
知
人
仲
介

パ
タ
ー
ン
が
支
配
的
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
就
業
経
路
が
親
族
中
心
か
ら
友
人
・
知
人
へ
と
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
加

え
て
こ
の
変
化
は
、
新
聞
広
告
、
職
業
安
定
所
の
活
用
を
増
大
さ
せ
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
都
市
移
住
に
際
し
て
、
職
業
の

世
話
を
親
族
、
友
人
が
担
い
、
彼
ら
が
移
住
者
の
都
市
へ
の
適
応
を
促
進
す
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
を
果
し
て
い
る
と
す
る
研
究
は
す
で

に
み
ら
れ
る
。
確
か
に
、
こ
こ
で
も
、
移
住
直
後
の
職
業
取
得
に
お
い
て
親
族
は
、
そ
う
し
た
役
割
を
果
し
て
い
る
。
し
か
し
、
初
職
と

転
職
と
の
比
較
に
お
い
て
み
る
と
、
都
市
移
住
者
は
、
当
該
都
市
で
自
ら
が
新
し
く
取
り
結
ん
だ
友
人
・
知
人
関
係
、
さ
ら
に
は
社
会
的

機
関
を
通
じ
て
、
課
題
処
理
を
行
な
う
と
い
う
就
業
経
路
パ
タ
ー
ン
の
変
化
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
都
市
移
住
家
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族
の
定
着
過
程
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
こ
の
よ
う
な
変
化
に
注
目
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
に
、
住

宅
・
土
地
の
取
得
経
緯
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
同
様
に
強
調
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

右
に
み
た
移
住
家
族
の
職
業
、
職
業
取
得
経
緯
に
加
え
て
、
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
点
は
、
収
入
と
労
働
に
対
す
る
移
住
家
族
の
受

け
と
め
方
で
あ
る
。
す
で
に
く
り
返
し
指
摘
し
た
ご
と
く
、
都
市
移
住
の
理
由
に
、
現
金
収
入
と
就
業
機
会
を
あ
げ
る
も
の
が
か
な
り
み

ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
際
限
の
な
い
過
酷
な
山
村
の
労
働
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
三

0
年
代
以
降
に
お
け
る
都
市
勤
労
佐
帯
と
の
賃
金
格

差
が
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
こ
と
、
農
業
経
営
と
農
業
政
策
を
め
ぐ
る
見
通
し
の
な
さ
の
反
映
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
移

住
家
族
の
収
入
と
労
働
に
対
す
る
受
け
と
め
方
は
果
し
て
ど
の
よ
う
な
傾
向
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
そ
れ
を
事
例
的
に
み
て
お
く

こ
と
に
し
よ
う
。
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昭
和
三
九
年
、
@
(
T
U
生
)
夫
婦
は
子
供
四
人
と
世
帯
主
の
妹
(
一
二
ニ
才
)
の
七
人
家
族
で
移
住
し
て
き
た
。
移
住
前
の
経
営
規
模

は
、
回
八
反
、
畑
二
反
、
山
林
三
五
町
で
あ
り
、
出
身
集
落
で
は
中
規
模
層
で
あ
っ
た
。
当
時
、
食
料
は
す
べ
て
自
給
で
あ
っ
た
か
ら
、
新

間
代
、
電
気
代
が
毎
月
の
現
金
必
要
経
費
で
あ
り
、
約
一
万
円
あ
れ
ば
山
村
生
活
は
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
移
住
前
、
@
は

日
曜
、
祝
日
の
区
別
な
く
、
農
業
労
働
に
従
事
し
、
夜
も
夜
な
べ
仕
事
に
精
を
出
し
、
農
業
収
入
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、
金
魚
、
細
胞
を

養
殖
し
、
緬
羊
を
飼
育
し
、
製
缶
製
造
を
請
負
っ
て
山
村
人
の
手
が
け
な
か
っ
た
方
策
を
講
じ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
山
村
の
労
働
に
比

較
し
て
、
都
市
で
の
就
労
生
活
は
、
勤
務
時
間
が
一
定
で
あ
り
、
大
腸
が
昇
っ
て
か
ら
出
勤
し
、
太
陽
の
枕
ま
な
い
明
る
い
時
間
に
帰
宅

で
き
る
こ
と
か
ら
、
自
由
な
時
聞
を
享
受
し
う
る
し
肉
体
的
な
負
担
が
は
る
か
に
軽
減
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
移
住
直
後
の
世
帯

主
の
収
入
は
一
万
八
千
円
で
あ
り
、
こ
の
収
入
で
移
住
と
同
時
に
理
髪
庖
に
住
み
込
ん
だ
長
男
を
除
く
、
六
人
家
族
の
生
活
が
可
能
で
あ

っ
た
。
病
弱
の
た
め
就
業
を
す
ぐ
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
妻
の
収
入
が
七
千

1
八
千
円
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
、
さ
さ
や
か



な
が
ら
毎
月
千
円
か
ら
ニ
千
円
の
積
立
て
を
し
て
い
た
と
い
う
。
移
住
と
同
時
に
持
ち
家
で
あ
っ
た
た
め
に
、
住
宅
が
保
証
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
幸
い
し
て
い
る
。
@
の
場
合
、
都
市
移
住
の
理
由
が
、
農
業
収
入
の
不
十
分
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
こ
の
よ

う
な
収
入
と
労
働
か
ら
、
都
市
移
住
の
充
実
を
感
じ
と
っ
て
い
る
。
@
に
代
表
さ
れ
る
労
働
と
収
入
に
対
す
る
右
の
よ
う
な
受
け
と
め
方

は
、
移
住
家
族
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
⑫

(
S
9
生
)
夫
婦
の
場
合
、
昭
和
四
六
年
、
子
供
二
人
の
四
人
家
族
で
移

住
し
て
き
た
。
移
住
前
、
世
帯
主
が
大
工
で
あ
り
、
回
二
反
、
畑
一
反
、
山
林
三
町
の
兼
業
農
家
で
あ
っ
た
が
、
大
工
収
入
は
、
毎
月
定
期

的
で
は
な
く
「
節
季
」
毎
で
あ
り
生
活
が
苦
し
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
生
活
状
態
は
、
昭
和
三

0
年
代
の
一

0
年
間
、
克
服
さ
れ
な
か
っ

た
。
昭
和
四
二
年
に
妻
が
調
理
師
の
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
冬
期
の
民
宿
経
営
が
可
能
に
な
り
、
一
泊
一
人
当
り
五

O
O円

i
六
O
O円
の
現
金
収
入
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
冬
期
の
ス
キ
l
シ
ー
ズ
ン
以
外
に
は
、
調
理
師
の
免
許
資
格
を
生
か
し
て
、
学
校
給

食
に
勤
務
し
定
期
的
に
庁
収
六
千
円
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
妻
は
、
世
帯
主
の
父
と
兄
が
行
な
う
化
粧
品
販
売
の
代
理
を

行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
副
収
入
を
得
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
妻
の
収
入
を
加
え
て
も
、
移
住
直
前
の
生
活
費
を
充
足
す
る
こ
と
は
厳
し
か

っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
経
済
生
活
の
苦
し
さ
は
、
移
住
後
、
世
帯
主
が
毎
月
の
定
収
を
得
る
と
共
に
、
ボ
ー
ナ
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら

解
決
さ
れ
て
く
る
。
「
生
活
が
落
ち
着
い
て
く
る
の
は
い
つ
か
ら
で
す
か
」
の
質
問
に
対
し
て
、
「
何
よ
り
も
固
定
給
と
ボ
ー
ナ
ス
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
」
と
す
る
意
見
に
そ
の
こ
と
が
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
「
田
舎
の
生
活
と
都
市
の
生
活
と
を

比
較
す
る
時
、
現
金
収
入
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
田
舎
の
生
活
が
の
ん
び
り
し
て
よ
い
」
と
す
る
世
帯
主
の
心
情
は
、
複
雑
で
あ
る
。

前
節
で
取
り
上
げ
た
⑦
の
場
合
、
亀
山
で
は
田
一
町
二
反
、
畑
一
反
、
山
林
二
ハ
町
と
中
核
的
な
農
家
で
あ
り
ム
ラ
総
代
の
経
験
者
で

ス
キ
l
場
経
営
と
酪
農
経
営
の
失
敗
も
引
き
金
と
な
り
、
豪
雪
後
、
子
供
の
教
育
の
た
め
に
と
い
う
目
的
で
移
住
し
て
き

も
あ
っ
た
が
、

た
。
@
に
み
ら
れ
る
労
働
観
は
、
山
村
の
労
働
と
の
対
比
を
@
以
上
に
顕
在
化
し
て
い
る
。
就
職
は
、
す
で
に
四
四
才
の
⑦
に
は
か
な
り
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厳
し
い
阻
害
条
件
で
あ
っ
た
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
あ
た
り
、
人
員
拡
大
を
図
る

M
造
船
に
応
募
し
幸
い
に
も
採
用
さ
れ
た
。
入
社
後

の
三
年
間
は
、
造
船
の
足
場
と
い
わ
れ
る
も
っ
と
も
厳
し
い
重
労
働
に
耐
え
抜
い
て
い
る
。
当
時
の
労
働
を
⑦
は
、
山
村
の
労
働
で
鍛
え

て
い
た
の
で
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
そ
の
問
、
技
術
習
得
の
必
要
性
を
感
じ
と
り
、
溶
接
技
術
を
見
ょ
う
見
ま
ね
で

体
得
し
て
い
る
。
そ
の
進
取
の
気
性
が
そ
の
後
、
鉄
綱
工
作
科
へ
の
配
置
転
属
を
生
み
退
職
ま
で
八
年
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。
退
職

後
は
、
職
業
安
定
所
を
通
じ
て

S
バ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
に
就
職
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
駐

車
管
理
技
術
が
要
求
さ
れ
る
が
、
⑦
は
す
で
に

M
造
船
在
職
中
に
ソ
フ
ト
・
ウ
ュ
ア
の
知
識
を
あ
わ
せ
て
習
得
し
て
お
り
、

「
退
職
後
も
冷
暖
房
の
あ
る
と
こ
ろ
で
仕
事
が
で
き
る
か
ら
よ
い
」

」
れ
が
生
か

さ
れ
現
在
月
収
二
二
万
円
の
収
入
を
得
て
い
る
。

と
い
う
の
は
都
市

⑦
@
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、

-124ー

に
お
け
る
労
働
へ
の
高
い
評
価
と
い
え
る
。

山
村
に
お
け
る
労
働
の
過
酷
さ
が
都
市
で
の
新
し
い
労
働
に
耐
え
さ
せ
て
い
る
の
は
、
何
も
世
帯
主
ば
か

り
で
は
な
い
。
妻
に
も
同
様
に
あ
て
は
ま
る
。
た
と
え
ば
、
⑤
の
妻

(
T
m
生
)
の
場
合
、
移
住
前
の
経
済
生
活
は
、
経
営
規
模
が
田
六

反
、
畑
一
反
、
山
林
六

1
七
町
と
零
細
で
あ
り
生
活
は
厳
し
く
生
活
費
の
計
算
す
ら
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
昭
和
コ
二
年
に
彼
女
は
、

当
時
の
亀
山
で
も
っ
と
も
早
く
調
理
師
の
免
許
資
格
を
取
得
し
、
民
宿
経
営
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
生
活
の
厳
し
さ
は
補

い
き
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
冬
季
の
炭
焼
き
の
仕
事
は
マ
チ
の
仕
事
に
比
べ
よ
う
が
な
い
程
き
つ
い
も
の
で
あ
っ
た
し
、
夏
の
草
刈

り
は
も
っ
と
大
変
だ
っ
た
と
い
う
。
朝
四
時
に
家
を
出
て
ム
ラ
山
の
草
刈
り
に
行
く
。
食
事
は
朝
、
昼
、
三
時
と
三
食
用
意
し
て
い
た
。

草
刈
り
に
車
を
ひ
い
て
あ
が
る
仕
事
の
苦
し
さ
を
考
え
る
と

マ
チ
の
仕
事
は
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
彼
女
の
場
合
、
初
職
こ
そ

イ
ト
コ
の
紹
介
で
夫
と
共
に

K
製
缶
に
入
社
し
た
が
、

二
年
後
の
退
社
後
は
、
調
理
師
の
免
許
資
格
を
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

H
郵
政

会
館
の
調
理
担
当
者
と
し
て
就
職
し
一
七
年
間
勤
務
し
て
い
る
。



す
で
に
言
及
し
た
事
例
に
う
か
が
わ
れ
る
ご
と
く
、
移
住
家
族
の
多
く
は
、
都
市
で
の
賃
労
働
を
耐
え
易
い
も
の
と
し
て
、

ま
た
高
く

評
価
さ
れ
る
も
の
と
し
て
受
け
と
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
移
住
前
の
山
村
の
労
働
が
い
か
に
過
酷
で
あ
り
、
現
金
収
入
を
求
め
よ
う
と
し

て
も
い
か
に
得
ら
れ
に
く
か
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
山
村
生
活
の
厳
し
さ
が
、
都
市
移
住
家
族
の
職
業
生
活
を
過
大
評

価
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
欲
求
水
準
を
越
え
る
印
象
さ
え
生
み
だ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
程
で
あ
る
。

四

移
住
家
族
問
の
ネ
γ

ト
ワ

l
ク

移
住
家
族
の
住
宅
・
土
地
、
職
業
の
最
初
の
取
得
に
際
し
て
、
親
族
を
媒
介
と
す
る
パ
タ
ー
ン
が
支
配
的
に
み
ら
れ
た
。
後
に
み
る

が
、
対
象
家
族
の
す
べ
て
が
、
移
住
時
点
で
市
内
親
族
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
親
族
の
う
ち
の
特
定
親
族
が
、
都
市
定
着
を
促
進

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
親
族
に
は
、
や
は
り
都
市
移
住
者
で
あ
っ
た
り
都
市
移
住
家
族
で
あ

っ
た
も
の
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
移
住
家
族
相
互
が
、
移
住
後
ど
の
よ
う
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
の
か
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
徴
は
何
か
、
ま
た
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
中
心
人
物
は
果
し
て
い
か
な

る
特
質
を
有
す
る
の
か
。
こ
の
三
点
を
鮮
明
に
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
こ
れ
は
、
一
つ
に
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
定
着
過
程
に
お

い
て
、
移
住
家
族
相
互
間
に
援
助
、
相
談
、
情
報
の
伝
達
と
交
換
が
か
な
り
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
こ
の
点
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
い
こ
と
。
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二
つ
に
、
対
象
家
族
は
、
移
住
家
族
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
な
い
も
の
と
に
二
分
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
タ
イ
プ
が
果
し
て
い
か
な
る
状
況
に
あ
る
か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
後

者
は
、
移
住
家
族
相
互
間
の
ネ
y

ト
ワ

l
ク
に
位
置
す
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
に
よ
っ
て
、
都
市
定
着
の
あ
り
方
に
特
徴
が
う
か

が
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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Il-2図



聞
に
お
け
る
結
合
の
強
さ
、

こ
の
よ
う
な
意
図
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
の
が
図
E
|
2
で
あ
る
。
図
は
、
対
象
家
族
相
互
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
り
、
移
住
家
族

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
人
物
、

ネ
y

ト
ワ
ー
ク
の
内
容
、

の
四
点
を
記
入
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
対

象
家
族
の
う
ち
二
二
家
族
が
含
ま
れ
、

ネ
Y

ト
ワ
ー
ク
に
位
置
し
て
い
る
も
の
が
六
割
強
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら

四
つ
の
分
節
が
あ
り
、
四
人
の
人
物
を
中
心
と
し
た
移
住
家
族
相
互
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
浮
か
び
あ
が
る
。
こ
れ

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
節
の
中
心
人
物
の
資
質
が
影
響
す
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
各
分
節
を
便
宜
的
に
回
、
回
、
園
、

に
詳
細
に
み
る
と
、

固
と
し
て
お
く
。
以
下
こ
の
図
に
依
拠
し
て
都
市
移
住
家
族
聞
の
ネ

v
ト
ワ
ー
ク
を
順
次
み
て
い
き
た
い
。

回
か
ら
ま
ず
取
り
あ
げ
る
。
巴
は
、
戦
前
の
農
林
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
郡
農
会
、
農
業
会
に
在
職
し
た
②

(
T
日
生
)
を
中
心
と
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
す
で
に
言
及
し
た
ご
と
く
、
③
は
④
@
そ
し
て
⑥
の
妻
の
長
兄
で
あ
り
、
彼
ら
の
都
市
移
住
に
際
し
て
、
住
宅
・

土
地
、
職
業
の
世
話
を
い
ず
れ
も
②
が
中
心
と
し
て
果
し
て
い
た
。
④
⑥
⑮
は
そ
れ
ぞ
れ
近
接
居
住
で
あ
り
、
し
か
も
末
弟
@
に
は
母
が

同
居
し
健
在
で
あ
る
。
彼
ら
き
ょ
う
だ
い
は
、
日
頃
よ
く
集
ま
り
痛
飲
し
あ
っ
て
い
る
。
正
月
に
は
家
族
全
員
が
き
ょ
う
だ
い
の
家
を
ま
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わ
り
参
集
す
る
こ
と
を
慣
例
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
芸
北
の
お
茶
講
を
想
起
し
て
実
に
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
な
集
ま
り
は
母
親
の
存
在

こ
の
母
親
と
同
居
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
西
区
に
い
る
母
の
姉
の
子
の
⑫
と
は
日
頃
の
往
来
が

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
@
は
、

頻
繁
で
あ
り
、

野
菜
物
の
や
り
と
り
と
お
す
そ
わ
け
を
し
あ
っ
て
い
る
。

⑫
も
こ
の
@
を
親
じ
い
親
族
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
@
は
同
じ
イ
ト
コ
で
も
④
⑥
@
ら
を
日
頃
親
族
交
際
に
あ
る
も
の
と
し
て
あ
げ
て
い
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
④
に
対
し
て
⑫
は
親

戚
で
は
な
い
と
さ
え
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
同
じ
イ
ト
コ
同
士
の
中
で
も
、
母
の
存
在
が
、
@
と
⑫
と
の
関
係
を

強
い
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
@
と
⑫
と
は
同
じ
荒
神
の
出
身
で
あ
る
こ
と
も
親
し
さ
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し

'レ、、、。

、
才
ち
し
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回
に
お
け
る
②
④
⑤
ら
は
い
ず
れ
も
亀
山
の
出
身
で
あ
る
が
、
②
の
祖
母
と
④
の
養
父
と
が
き
ょ
う
だ
い
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら

は
、
田
舎
の
問
題
を
お
互
い
よ
く
相
談
し
あ
っ
て
い
る
。
④
@
@
@
の
四
戸
は
、

い
ず
れ
も
西
区
在
住
で
あ
る
が
、

@
の
み
は
中
区
で
あ

る
。
こ
の
@
の
近
く
に
⑮
が
い
る
。
②
の
父
と
⑬
の
父
は
、

イ
ト
コ
同
士
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
は
再
イ
ト
コ
の
間
柄
で
あ
る
。
④
⑥
⑮
も

同
じ
再
イ
ト
コ
で
あ
る
が
、
⑮
が
日
頃
行
き
き
し
あ
う
親
族
と
し
て
あ
げ
る
の
は
、
徒
歩
で
十
分
前
後
に
い
る
こ
の
@
の
み
で
あ
る
。
近

接
居
住
が
、
相
互
の
往
来
を
頻
繁
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
⑮
か
ら
祖
父
の
弟
が
分
家
し
た
の
が
安
佐
北
区
の
⑮
で
あ
る
。
⑬

は
、
す
で
に
昭
和
五
三
年
に
夫
を
な
く
し
て
い
る
が
、
夫
の
母
が
同
居
し
て
い
る
。
こ
の
母
は
暇
が
あ
る
と
山
の
手
入
れ
に
帰
っ
て
い

る
。
こ
の
時
、
山
の
手
入
れ
に
熱
心
な
分
家
の
⑫
が
本
家
の
母
を
車
で
芸
北
に
送
迎
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
電
話
の
交
信
は
両
者
に
よ
く

回
は
こ
の
よ
う
に
②
を
中
心
と
し
た
文
字
通
り
の
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
に
類
似
し
た
の
が
で
国
あ
る
。
国
は
①
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な
さ
れ
て
い
る
。

(
S
2
生
)
と
⑦

(
T
日
生
)
を
中
心
と
し
た
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
回
に
類
似
し
た
親
族
ネ
y

ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
て
も
回
が
②
中
心

の
単
一
型
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
国
は
①
と
⑦
と
の
複
数
型
で
あ
る
。

ま
ず
、

都
市
移
住
の
古
さ
に
よ
り
、

そ
の
後
の
移
住
者
の
ベ

l

ス
キ
ャ
ン
プ
と
な
っ
て
き
た
①
か
ら
取
り
上
げ
る
と
、
①
は
雄
鹿
原
出
身
者
の
中
で
も
数
少
な
い
旧
制
中
学
卒
業
者
で
あ
る
。
県
職
員
で

あ
っ
た
父
は
、
長
男
で
あ
る
①
に
教
職
を
勧
め
て
い
た
。
し
か
し
教
職
に
対
す
る
抵
抗
、
農
作
業
経
験
の
浅
い
こ
と
、
父
が
分
家
し
、
田

七
反
、
畑
一
反
、
山
林
約
四
町
と
経
営
基
盤
が
さ
程
多
く
な
か
っ
た
こ
と
、
加
え
て
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
①
は
オ
ジ
を
頼

っ
て
広
島
市
に
昭
和
二
六
年
に
移
住
し
た
。
翌
二
七
年
に
こ
の
オ
ジ
の
子
で
あ
る
イ
ト
コ
と
結
婚
し
て
い
る
。
こ
の
①
の
姉
が
固
に
お
け

る
も
う
一
人
の
中
心
人
物
⑦
の
妻
で
あ
る
。
田

l
ニ
に
お
い
て
言
及
し
た
ご
と
く
、
移
住
に
際
し
て
、
⑦
の
家
族
五
人
が
仮
寓
し
た
の
は

こ
の
①
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
①
は
、
西
区
か
ら
⑦
が
い
る
安
佐
南
区
に
転
居
し
て
き
て
お
り
、
両
者
は
徒
歩
三
分
の
近
接
居
住
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
、
こ
の
①
に
①
の
イ
ト
コ
の
子
(
@
)
が
か
つ
て
住
み
込
み
の
就
職
を
し
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
⑥
の
妻
は
、
①
に
就
職
中
の

@
の
元
の
同
僚
で
あ
り
、
結
婚
後
も
①
に
同
居
し
て
い
た
。
ま
た
@
は
、
①
が
か
つ
て
手
が
け
た
ボ
l
イ
・
ス
カ
ウ
ト
の
世
話
を
引
き
受

け
て
地
区
世
話
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
①
と
@
と
は
、
親
子
関
係
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
@
は
①
ば
か
り
で
は
な
く

⑦
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
も
、
す
で
に
ふ
れ
た
が
、
@
は
⑦
の
紹
介
に
よ
っ
て
昭
和
四
四
年
に
①
よ
り
一
足
早
く
⑦
の
近
く
に

新
築
し
て
西
区
よ
り
移
り
住
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
⑦
と
@
と
は
再
イ
ト
コ
の
関
係
に
加
え
て
⑦
の
妻
が
、
自

分
の
職
場
に
@
の
妻
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
①
と
@
の
父
⑤
と
は
本
家
・
分
家
で
あ
る
と
と
も
に
イ
ト
コ
同
士
で
あ

り
、
さ
ら
に
①
と
@
と
が
右
に
み
た
よ
う
な
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
か
ら
両
者
の
接
触
は
多
い
。
そ
れ
に
⑤
が
移
住
す
る
時
の
相
談
者

は
本
家
で
あ
る
①
の
父
(
⑤
の
妻
の
オ
ジ
)
で
も
あ
っ
た
。
親
子
で
あ
る
⑤
と
@
と
は
、
⑤
が
年
金
生
活
者
で
あ
る
と
は
い
え
、
夫
婦
健

在
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
在
別
居
し
て
い
る
。
⑤
は
安
佐
北
区
可
部
町
に
い
る
こ
と
か
ら
、
@
と
は
訪
問
よ
り
電
話
に
よ
る
接
触
が
多
い
。
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③
は
安
佐
北
区
の
し
か
も
太
田
川
東
岸
の
高
陽
町
に
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
固
の
他
の
者
と
は
接
触
が
少
な
い
。
そ
れ
で
も
③
と
①
と
は

世
帯
主
同
士
が
再
イ
ト
コ
で
あ
り
、
①
の
妻
が
日
本
舞
踊
の
名
取
り
、
⑧
が
詩
吟
の
師
範
と
い
う
こ
と
で
両
者
の
趣
味
が
あ
う
こ
と
か
ら

電
話
の
接
触
は
多
い
。
さ
ら
に
③
と
⑦
と
は
⑦
が
③
の
妹
を
か
つ
て
養
女
に
し
て
い
た
関
係
が
あ
る
。
両
者
に
は
、

そ
の
後
養
子
縁
組
上

の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
親
し
い
交
際
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
年
賀
状
の
や
り
と
り
は
み
ら
れ
る
。
な
お
固
と

回
と
の
連
結
に
か
か
わ
る
が
、
③
と
囚
の
一
④
と
は
芸
北
で
の
古
い
本
家
・
分
家
関
係
に
あ
る
も
の
の
、

日
頃
の
交
際
は
み
ら
れ
ず
、
年
賀

状
の
や
り
と
り
も
な
い
。
し
か
し
、
⑦
は
回
の
④
と
は
イ
ト
コ
関
係
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
⑦
の
妻
が
④
の
妻
を
仕
出
し
の

H
会
社
に

就
職
の
世
話
を
し
た
関
係
か
ら
両
者
に
は
電
話
に
よ
る
日
頃
の
接
触
が
あ
る
。

右
の
よ
う
な
国
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
近
接
居
住
の
①
⑦
@
そ
し
て
や
は
り
近
接
す
る
①
の
二
男
夫
婦
に
①
の
妻
の
妹
夫
婦
を
加
え
た
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

五
家
族
が
過
去
一
五
年
間
、
年
末
に
も
ち
捻
き
会
を
恒
例
と
し
て
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
①
が
転
居
し
て
く
る
ま
で
は
⑦
の
と
こ

ろ
で
行
な
っ
て
い
た
が
①
の
転
居
後
、
①
の
敷
地
が
広
い
こ
と
か
ら
昭
和
五

O
年
よ
り
①
が
会
場
で
あ
る
。
①
が
か
つ
て
ボ
l
イ
・
ス
カ

ウ
ト
の
地
区
世
話
人
で
あ
り
、
現
在
は
@
が
世
話
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ボ
ー
イ
・
ス
カ
ウ
ト
関
係
の
友
人
・
知
人
が
加
わ
る
こ
と
も
あ

り
、
も
ち
揚
き
は
実
に
に
ぎ
や
か
で
盛
大
な
年
末
行
事
と
な
っ
で
い
る
。
近
接
居
住
の
親
族
が
年
末
に
こ
の
よ
う
な
も
ち
揚
き
会
を
行
な

い
一
同
が
会
す
る
こ
と
は
、
都
市
の
親
族
結
合
の
内
容
と
し
て
は
、
む
し
ろ
数
少
な
い
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
固
に
お

け
る
①
⑦
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
結
合
の
シ
ン
ボ
ル
を
も
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
親
族
結
合
は
、
都
市
の
親

族
の
集
団
化
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
集
団
化
が
、
義
務
的
な
内
容
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
集
ま
る
こ
と
を
楽
し
む
余
暇
的
な

内
容
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
回
に
お
け
る
④
@
@
@
ら
の
正
月
の
年
始
回
り
も
同
様
で
あ

る
。
近
縁
者
を
中
心
と
し
た
こ
の
よ
う
な
親
族
結
合
は
、
移
住
家
族
相
互
間
の
ネ
ヅ
ト
ワ

I
ク
に
お
け
る
四
つ
の
分
節
の
う
ち
田
団
に
も

っ
と
も
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
都
市
移
住
家
族
相
互
間
に
み
ら
れ
る
回
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
親
族
中
心
の

血
縁
型
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
圃
は
事
縁
型
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
。

固
は
⑮

(
T
1
生
)
を
中
心
と
し
た
ネ
γ

ト
ワ

l
ク
で
あ
る
。
⑮
は
昭
和
十
二
年
に
芸
北
町
美
和
よ
り
荒
神
に
入
婿
後
、
同
年
ハ
ル
ピ

ン
に
出
兵
し
輸
送
班
に
所
属
し
て
い
る
。
四
年
間
の
兵
役
中
、
@
は
ハ
ル
ピ
ン
の
夜
間
の
経
理
学
校
に
通
学
し
専
門
的
知
識
を
修
得
し
て

い
る
。
昭
和
十
八
年
、
体
調
を
く
ず
し
除
隊
し
た
後
、
兄
が
株
主
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
兄
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
⑮
は

H
県
貨
物
に
入

社
し
て
い
る
。
終
戦
ま
で
広
島
で
生
活
し
た
が
、
養
父
母
か
ら
農
業
継
承
の
た
め
帰
村
が
要
請
さ
れ
た
。
し
か
し
本
来
、
体
が
あ
ま
り
丈

夫
で
な
く
、
農
作
業
経
験
も
少
な
か
っ
た
か
ら
、
帰
村
後
、
農
業
の
傍
ら
日
用
雑
貨
屈
を
経
営
し
た
。
軍
隊
時
代
の
経
理
知
識
の
修
得

が
、
雑
貨
庖
経
営
に
生
か
さ
れ
る
と
共
に
、
自
営
業
の
商
業
経
営
に
お
け
る
経
験
が
実
業
家
的
資
質
を
備
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
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も
商
業
経
営
で
培
っ
た
人
当
り
の
よ
さ
と
人
の
世
話
に
労
を
い
と
わ
な
い
態
度
と
が
移
住
後
の
ネ
γ

ト
ワ
ー
ク
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
⑮
を
と
り
ま
く
親
族
・
友
人
に
会
社
経
営
者
・
管
理
者
が
い
た
こ
と
か
ら
、
⑮
は
移
住
後
、
ア
パ
ー
ト
経
営
と
共

に
G
輸
送
を
設
立
し
社
名
変
更
後
社
長
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
の
地
位
も
@
が
ネ

v
ト
ワ

1
ク
の
中
心
人
物
と
な
る
要
素
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。

し
か
も
@
の
養
父
が
⑩
の
仲
人
で
あ
っ
た
こ
と
か

た
と
え
ば
、
す
で
に

m
l三
で
言
及
し
た
が
、
昭
和
三
七
年
の
@
の
都
市
移
住
に
際
じ
て
、

彼
ら
の
父
母
の
強
い
反
対
を
と
り
ま
と
め
た
の
は
@
の
妻
で
あ
り
、
さ
ら
に
⑮
の
父
な
き
あ
と
昭
和
四
六
年
、
芸
北
で
の
一
人
暮
ら
し
の

母
を
ひ
き
と
り
、
同
居
す
る
こ
と
を
と
り
ま
と
め
た
の
も
こ
の
⑮
の
妻
で
あ
っ
た
。

⑫
は
移
住
家
族
相
互
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
う
ち
、
親
族
関
係
は
こ
の
@
だ
け
で
あ
り
、
む
し
ろ
職
業
と
宗
教
と
を
関
係
成
立
の
契
機

と
し
た
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
@
は
③
の
弟
の

T
が
建
築
会
社
(
③
と

T
と
は
共
同
経
営
者
で
あ
る
)
を
設
立
す
る
際
、
も
っ
と
も

頼
り
に
さ
れ
る
相
談
相
手
に
な
っ
て
い
る
し
、
二

O
O坪
の
土
地
購
入
資
金
八
千
万
円
の
銀
行
融
資
の
仲
介
を
③
に
し
て
い
る
。
固
と
の

連
結
に
な
る
が
、
⑮
は
固
の
③
を
自
ら
経
営
す
る

G
会
社
系
列
の

S
輸
送
に
就
職
の
仲
介
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
@
は
自
ら
の
会
社
の

共
同
経
営
者
で
あ
り
軍
隊
時
代
の
友
人
W
氏
が
経
蛍
す
る
ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ
ン
ド
に
雄
鹿
原
か
ら
の
子
弟
を
就
職
さ
せ
て
い
る
。
⑮
は
、

こ
の
よ
う
な
就
職
の
仲
介
者
と
し
て
の
役
割
を
担
う
と
共
に
、
広
島
市
に
お
け
る
同
じ
師
匠
寺
の
檀
家
を
組
織
し
て
い
る
。
師
匠
寺
は
島

さ
て
、
こ
の
⑫
は
固
で
⑮
と
は
、
@
の
妻
と
@
の
母
と
が
イ
ト
コ
同
士
で
あ
り
、

ら
、
@
の
相
談
相
手
に
常
に
な
っ
て
い
る
。

根
県
市
木
に
あ
る
浄
土
真
宗
浄
泉
寺
で
あ
る
。
浄
泉
寺
門
徒
は
広
島
市
内
に
約
一
五

O
戸
あ
る
。
⑮
の
養
父
が
芸
北
で
門
徒
総
代
を
し
て

さ
ら
に
こ
の
父
が
移
住
後
な
く
な
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
昭
和
四
八
年
に
門
徒
組
織
「
広
島
会
」
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。

い
た
こ
と
、

@
は
当
初
副
会
長
で
あ
っ
た
が
過
去
七
年
間
会
長
を
つ
と
め
て
い
る
。
こ
の
会
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
島
別
院
で
合
同
の
報
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

恩
講
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
案
内
活
動
を
「
広
島
会
」
が
担
当
し
て
い
る
。
毎
年
一

O
月
三
日
に
報
恩
講
が
開
催
さ
れ
る

が
今
年
は
二
七
人
の
参
会
者
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
半
分
が
雄
鹿
原
出
身
と
な
っ
て
い
る
。
@
を
中
心
と
し
た
こ
の
「
広
島
会
」
の
活
動
に

よ
っ
て
、
⑮
は
欠
か
さ
ず
報
恩
講
に
参
加
し
、
同
郷
人
と
会
う
こ
と
が
楽
し
み
だ
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
⑬
は
田
舎
の
人
に

は
あ
ま
り
会
い
た
く
な
い
と
い
い
な
が
ら
、
都
市
移
住
後
ひ
き
と
っ
た
養
母
と
養
母
の
姉
が
、
昭
和
五
一
r
}

五
三
年
に
か
け
て
相
つ
い
で

死
去
し
た
こ
と
か
ら
⑮
よ
り
「
広
島
会
」
の
行
事
案
内
を
い
つ
も
受
け
と
っ
て
い
る
。
⑮
と
同
様
、
移
住
後
、
父
母
を
な
く
し
た
⑫
は
@

と
は
比
較
的
近
く
に
居
住
し
て
い
る
が
「
広
島
会
」
の
行
事
以
外
の
日
頃
の
接
触
は
少
な
い
。
な
お
回
と
の
関
連
に
な
る
が
、
⑮
は
回
の

@
と
は
⑫
が
現
在
「
広
島
会
」
の
責
任
役
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
に
は
接
触
が
多
い
。

⑮
を
中
心
と
す
る
圃
は
、
回
国
が
親
族
中
心
の
血
縁
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
⑮
の
も
つ
職
業
的
キ
ャ
リ
ア
、
さ

ら
に
門
徒
会
と
い
う
宗
教
組
織
を
内
容
と
す
る
事
縁
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
え
る
。
と
く
に
「
広
島
会
」
の
存
在
は
信
仰
心
に
篤
い
と

い
わ
れ
る
安
芸
門
徒
の
特
徴
が
う
か
が
わ
れ
て
興
味
深
い
。
都
市
移
住
家
族
の
う
ち
、
移
住
後
に
、
高
齢
者
の
不
幸
が
漸
次
み
ら
れ
た
り
、

移
住
時
点
Y

四
O
代
前
後
の
人
々
も
現
在
で
は
宗
教
へ
の
関
心
を
よ
り
強
め
る
年
齢
を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
「
広
島
会
」
は
本
来

の
宗
教
的
役
割
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
郷
人
の
情
報
の
場
を
提
供
す
る
と
共
に
旧
交
を
温
め
る
役
割
を
今
後
、
い
っ
そ
う
増
大
し
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
最
後
に
固
で
あ
る
が
、
こ
の
タ
イ
プ
は
他
に
比
べ
て
性
一
格
を
や
や
異
に
し
、

(
以
下
、
「
町
友
会
」

同
郷
人
会
「
芸
北
町
友
会

と
略
す
)
」
の
存
在
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
後
に
み
る
よ
う
に
こ
の
固
は
、
⑮
を
中
心
人
物
と
す
る
が
、
圃
と
同
じ
事
縁
型
と
も
い

え
る
。
し
か
し
、
結
合
の
契
機
に
注
目
す
る
時
、
同
郷
で
あ
る
と
い
う
地
縁
性
の
要
素
が
大
き
い
か
ら
、
固
は
こ
こ
で
は
一
応
地
縁
型
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
お
き
た
い
。
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と
こ
ろ
で
「
町
友
会
」
の
設
立
経
穫
は
、
お
よ
そ
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
で
に
戦
前
設
立
さ
れ
て
い
た
「
郡
友
会
」
を
復
興
・
再
編

強
化
し
、
同
郷
人
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
昭
和
三

O
年
頃
よ
り
企
画
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
郡
友
会
」
の
組
織
化
は
郡
を
単
位
と

す
る
こ
と
か
ら
、
各
集
落
レ
ベ
ル
で
の
組
織
化
に
連
が
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
町
村
単
位
の
同
郷
人
会
の
組
織
化
が
必
要
と
さ
れ
て

い
た
。
折
し
も
昭
和
三
八
年
の
豪
雪
を
契
機
と
し
て
、
「
町
友
会
」
は
郷
里
に
関
す
る
情
報
の
入
手
、
郷
里
と
の
交
流
、
郷
里
の
発
展
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
⑥
①
ら
は
設
立
時
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
る
。
「
在
広
芸
北
町
友
会
規

約
(
案
)
」
に
よ
る
と
「
第
一
条
目
的
こ
の
会
は
芸
北
町
出
身
者
で
広
島
市
と
そ
の
近
隣
在
住
者
を
も
っ
て
組
織
し
、
郷
土
と
連
絡

を
密
に
し
、
会
員
相
互
の
発
展
と
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第
三
条
事
業
こ
の
会
は
第
一
条
の
目
的
遂
行
の
た
め
、
つ
ぎ

の
事
業
を
行
な
う
。
-
通
常
総
会
、

2
会
員
名
簿
の
作
成
、

3
会
旗
の
無
料
貸
出
し
、

4
そ
の
他
の
目
的
遂
行
の
た
め
必
要
な
事
業
」
と
あ

る
。
豪
雪
時
に
は
広
島
市
及
び
そ
の
周
辺
在
住
の
芸
北
町
出
身
者
二
三
一
名
よ
り
一
八
万
五
千
七
百
円
の
寄
附
を
募
り
、
昭
和
三
入
年
三

芸
北
町
に
見
舞
金
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、

月
一

O
日、

す
で
に
@
①
④
⑫
@
@
@
⑮
ら
が
寄
附
者
と
し
て
み
ら
れ
る
。

広
島
市
及
び
そ
の
周
辺
在
住
の
同
郷
人
、

昭
和
四
八
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年
に
会
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
会
旗
を
製
作
し
、

ζ

の
会
旗
を
持
参
の
う
え
葬
儀
に
参
列
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

な
わ
れ
た
「
第
九
回
在
広
芸
北
町
友
会
総
会
」
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
こ
の
時
、

な
お
、
「
町
友
会
」

芸
北
町
で
の
不
幸
の
際
に
は
、
「
町
友
会
」
は

へ
の
参
加
状
況
を
昭
和
五
人
年
三
月
六
日
に
行

一
O
七
名
の
会
員
参
加
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
旧

雄
鹿
原
村
出
身
者
は
三
二
名
で
あ
り
、
対
象
移
住
家
族
か
ら
次
の
九
名
が
参
加
し
て
い
る
。
回
の
②
④
@
、
固
の
⑤
⑧
、
圃
の
@
、
固
の

⑫
@
@
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
い
ず
れ
も
図
E
1
2
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
位
置
し
て
い
る
。

さ
て
、
固
の
中
心
人
物
は
@
(
S
7
生
)
で
あ
る
。
@
が
固
の
中
心
人
物
で
あ
る
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
は
、
⑮
が
「
芸
北
町
友

会
」
の
事
務
局
長
に
昭
和
五
三
年
に
就
任
し
、
会
員
を
は
じ
め
同
郷
人
の
動
向
を
も
っ
と
も
熟
知
し
て
い
る
こ
と
、
雄
鹿
原
出
身
者
の
う
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

ち
数
少
な
い
学
卒
者
で
あ
り
、

エ
リ
ー
ト
国
家
公
務
員
で
あ
る
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
芸
北
に
在
住
す
る
元
町
長
Y
と

は
、
⑮
が

Y
か
ら
の
祖
父
の
代
の
分
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
身
地
と
の
太
い
パ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
が
主
要
な
要
因
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
⑮
を
中
心
と
し
た
固
は
、
回
国
圃
が
移
住
家
族
相
互
間
に
緊
密
な
結
合
が
み
ら
れ
た
の
に
比
べ
る
と
、
か
な
り
ル
l
ズ

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
固
で
は
、
中
心
人
物
で
あ
る
⑮
が
他
の
移
住
家
族
に
、
住
宅
・
土
地
、
就
職
の
世
話
を
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
ま
た
、
固
に
位
置
す
る
⑫
@
は
、
元
村
役
場
吏
員
で
あ
っ
た
た
め
に
「
町
友
会
」
と
の
結
び
つ
き
は
強
い
が
、
彼
ら
相
互
間
の
日
頃

の
交
際
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
、
@
も
似
か
よ
っ
て
お
り
、
元
村
嘗
の
診
療
所
の
職
員
で
あ
っ
た
か
ら
「
町
友
会
」
に
は
で
き
る
だ
け

参
加
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
移
住
家
族
聞
に
親
し
い
も
の
は
い
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
、
同
窓
関
係
に
あ
る
も
の
は
、
相
互
に
親
し
い

間
柄
に
あ
る
も
の
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
小
・
中
学
校
の
同
窓
関
係
を
通
じ
て
@
@
@
H
そ
し
て
回
の
②
ら
は
お
互
い
を

親
し
い
友
人
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
②
@
⑧
ら
は
不
動
産
会
社
に
勤
務
し
た
経
験
が
あ
り
、
話
題
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
相

互
の
接
触
が
多
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
窓
関
係
に
関
連
し
て
@
は
芸
北
時
代
の
恩
師
で
あ
る
⑮
(
一
「
町
友
会
」
の
会
員
で
は
な
い
)
と

は
何
か
と
接
触
が
あ
る
。
な
お
、
回
の
中
で
唯
一
の
親
族
関
係
は
、
⑮
と
先
に
ふ
れ
た
元
町
長
Y
の
長
男
で
あ
る
H
と
に
み
ら
れ
る
。
@

は
両
親
が
若
死
し
た
こ
と
か
ら
芸
北
時
代

Y
に
何
か
と
世
話
に
な
り
、
H
と
は
再
イ
ト
コ
で
あ
り
な
が
ら
、
き
ょ
う
だ
い
同
様
に
育
て
ら

れ
た
。
そ
の
た
め
か
、
最
低
年
三
回
の
帰
郷
時
に
は
、
本
家
に
挨
拶
を
兼
ね
て
必
ず
立
寄
り
宿
泊
し
て
い
る
。
囲
を
理
解
し
、
⑮
を
位
置

い
ず
れ
も
調
査
の
直
接
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
指

付
け
る
時
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
で
あ
る
た
め
に

0
、
H
に
ふ
れ
た
が
、

摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

右
に
み
た
よ
う
に
囲
は
、
圃
と
共
に
、
回
国
に
比
べ
て
親
族
関
係
に
あ
る
も
の
が
少
な
い
。
し
か
も
閉
じ
親
族
関
係
の
少
な
い
固
に
比

べ
る
と
中
心
人
物
の
仲
介
者
的
性
格
は
弱
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
回
は
、
回
田
園
に
比
較
す
る
時
、
当
該
都
市
移
住
家
族
の
定
着
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を
促
進
す
る
役
割
は
小
さ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
加
入
者
に
回
国
圃
の
中
心
人
物
が
す
べ

て
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
ネ
γ

ト
ワ

l
ク
を
相
互
に
連
結
す
る
位
置
に
あ
る
。
さ
ら
に
囲
は
、
出
身
地
域
と
の
接
触
の
フ
ォ
ー

マ
ル
な
窓
口
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
移
住
家
族
の
定
着
過
程
を
促
進
す
る
役
割
が
小
さ
い
に
し
て
も
そ
こ
に
は
、
「
町

友
会
」
を
通
じ
て
同
郷
人
と
い
う
一
体
感
を
も
つ
こ
と
は
十
分
に
あ
る
し
、
情
報
の
交
換
も
あ
品
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
固
の
動
向
い

か
ん
が
、
都
市
移
住
家
族
聞
の
結
合
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
思
わ
れ

M
r

以
上
、
移
住
家
族
相
互
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
四
つ
の
分
節
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
の
特
徴
を
み
た
時
、
回
国
が
親
族
中
心
の

血
縁
型
、
園
が
職
業
と
宗
教
と
を
主
な
契
機
と
す
る
事
縁
型
、
回
が
同
郷
人
会
を
コ
ア
と
し
た
地
縁
型
と
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
が
浮
き
ぼ
り

に
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
都
市
移
住
家
族
は
そ
の
定
着
を
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
促
進
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
象
移
住
家
族
の
う
ち
二
二
戸
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
他
方
で
、
図
E
1
2
に
示
さ

れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
位
置
し
な
い
一
二
戸
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
家
族
は
す
べ
て
、
「
町
友
会
」
の
会
合
に
参
加
し
な
い
と
い
う
共
通
点
が

し
か
し
回
は
、
同
郷
人
会
を
コ
ア
と
し
、
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あ
る
。
「
町
友
会
」
の
存
在
を
知
ら
な
い
も
の
が
三
戸
あ
る
が
、
他
の
九
戸
は
「
町
友
会
」
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
が
加
入
し
て
い
な
い
。

「
町
友
会
」
の
性
格
、

ま
た
そ
の
評
価
に
よ
っ
て
「
町
友
会
」
へ
の
参
加
状
況
は
異
な
る
か
ら
、
移
住
家
族
相
互
間
の
結
合
を
町
友
会
の

参
加
状
況
の
み
で
測
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
節
で
明
ら
か
に
し
た
ご
と
く
、
移
住
家
族
相
互
間
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー

ク
に
位
置
し
な
い
も
の
は
、
位
置
す
る
も
の
に
比
べ
て
、
都
市
社
会
へ
の
定
着
を
促
進
す
る
一
つ
の
外
的
条
件
を
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
条
件
を
欠
如
す
る
都
市
移
住
家
族
は
ど
の
よ
う
な
定
着
過
程
を
示
す
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
次
節
で
移
住
家
族
の
地
域
生
活
を
取
り
上
げ
た
い
。

北
大
文
学
部
紀
要



都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

移
住
家
族
の
地
域
生
活

移
住
家
族
の
定
着
過
程
の
重
要
な
側
面
に
地
域
生
活
の
展
開
の
問
題
が
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
都
市
社
会
は
、
高
い
移
動
性
を
有

し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
都
市
定
着
過
程
は
、
文
字
通
り
、
当
該
地
域
生
活
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
か
ら
れ
る
と

い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。
移
住
家
族
の
地
域
生
活
に
関
し
て
は
、
す
で
に
、
住
宅
・
土
地
の
取
得
、
職
業
生
活
、
移
住
家
族
相

そ
う
し
た
点
と
の
重
複
を
避
け
つ

五

論
及
し
て
き
て
い
る
。

互
聞
の
ネ
ヅ
ト
ワ
l
ク
を
取
り
上
げ
た
諸
節
に
お
い
て
一
部
、

っ
、
移
住
家
族
の
地
域
生
活
を
、
当
該
移
住
家
族
の
日
常
的
な
町
内
会
活
動
へ
の
参
加
と
近
隣
交
際
の
状
況
を
分
析
の
中
心
に
据
え
て
検

討
し
、
あ
わ
せ
て
、
都
市
移
住
に
伴
な
う
不
安
意
識
、
山
村
生
活
と
都
市
生
活
に
関
す
る
意
識
、
定
住
意
識
に
ふ
れ
て
定
着
過
程
の
掘
り

本
節
で
は
、

下
げ
を
は
か
る
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
地
域
生
活
。
展
開
を
み
よ
う
と
す
る
時
、
当
該
地
域
で
の
居
住
年
数
の
長
短
が
一
つ
の
め
や
す
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

現
住
地
居
住
経
過
年
数
を
確
認
し
て
お
く
と
、
対
象
家
族
三
四
戸
の
う
ち
、
一
九
戸
が
一

O
年
以
上
、
五
年

1
九
年
が
七
戸
、
三
年

1
五

年
は
三
戸
、
三
年
未
満
は
五
戸
と
な
り
、
定
住
傾
向
の
強
い
家
族
が
五
割
強
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
居
住
動
向
を
背
景
と
し
て
、
日

頃
の
町
内
会
活
動
へ
の
参
加
状
況
を
概
括
的
に
み
る
と
、
「
町
内
会
の
行
事
と
会
合
に
は
い
つ
も
参
加
す
る
」
(
一
五
)
と
「
つ
き
あ
い
程

度
に
参
加
す
る
」
(
一
五
)
と
に
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
大
半
を
占
め
る
。
「
あ
ま
り
参
加
し
な
い
」
(
四
)
は
少
な
く
、
「
全
然
参
加

し
な
い
」
と
す
る
も
の
は
い
な
い
。
「
い
つ
も
町
内
会
活
動
に
参
加
す
る
」
と
答
え
た
も
の
に
は
一

O
年
以
上
の
居
住
家
族
が
二
三
戸
含

ま
れ
、
居
住
年
数
の
長
い
こ
と
か
ら
町
内
会
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
い
つ
も
町
内
会
活
動
に
参
加
す
る
家

族
で
は
、
町
内
会
長
な
い
し
副
会
長
の
経
験
者
を
家
族
成
員
に
有
し
て
い
る
家
族
が
八
戸
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
家
族
は
い
ず
れ

も
一

O
年
以
上
の
居
住
家
族
で
あ
る
。
町
内
会
の
役
職
経
験
を
班
長
・
組
長
ま
で
拡
大
す
る
と
、

一
O
年
以
上
の
居
住
家
族
一
九
戸
中
一
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六
戸
が
含
ま
れ
る
。
「
つ
き
あ
い
程
度
の
参
加
を
し
て
い
る
」
と
す
る
一
五
戸
の
う
ち
で
も
九
戸
が
班
長
、

組
長
の
経
験
者
で
あ
る
。

町

内
会
の
役
職
は
、
順
番
制
を
と
る
場
合
が
あ
る
か
ら
、
役
職
就
任
は
っ
き
あ
い
の
義
理
に
よ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
班
長
、
組
長
は
と

も
か
く
と
し
て
、
町
内
会
長
、
副
会
長
は
単
な
る
義
理
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
が
現
実
か
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
⑦
は
昭
和
五
一
年
に

町
内
会
長
に
就
任
し
、
路
線
バ
ス
の
バ
ス
停
を
町
内
会
内
に
確
保
し
て
い
る
。
⑫
は
芸
北
時
代
の
役
場
勤
務
に
よ
る
経
理
の
経
験
、
現
在

在
職
す
る

M
会
社
の
総
務
課
長
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
か
ら
都
心
の
町
内
会
の
会
計
を
昭
和
四

O
年
よ
り
一
六
年
間
担
当
す
る
と
共
に
、
昭

和
五
六
年
よ
り
副
会
長
に
就
任
し
て
い
る
。
⑮
に
至
つ
て
は
、
移
動
的
な
単
身
の
ア
パ
ー
ト
居
住
者
と
借
家
が
多
い
町
内
会
に
あ
っ
て
、

持
ち
家
四
戸
の
み
の
持
ち
廻
り
世
話
役
に
長
年
従
事
し
て
い
る
。
⑫
は
元
警
部
と
し
て
地
域
住
民
の
信
頼
も
厚
く
、
何
か
と
相
談
相
手
と

し
て
選
択
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
内
「

T
町
懇
親
会
」
の
会
長
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
@
は
、
新
市
内
の
流
動
的
な
町
内
会
の
代
表

と
し
て
、
国
勢
調
査
の
調
査
員
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
町
内
を
熟
知
し
て
お
り
、
移
住
後
に
お
け
る
父
母
の
不
幸
の
経
験
も
あ
っ
て
町
内
の
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不
幸
に
際
し
て
、
当
該
家
の
住
宅
の
手
狭
を
考
慮
し
て
、
自
宅
に
て
葬
儀
を
行
な
っ
た
程
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
町
内
会
行
事
・
会
合
へ
の
参
加
状
況
と
、
町
内
会
の
主
要
な
役
職
就
任
状
況
に
み
ら
れ
る
移
住
家
族
の
地
域
社
会
へ
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
は
、
芸
北
人
の
山
村
に
お
け
る
共
同
体
的
生
活
経
験
が
、
都
市
社
会
で
む
し
ろ
生
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。
と
い
う
の
も
、
改
め
て
言
及
す
る
が
、
移
住
家
族
の
多
く
が
「
都
市
の
近
隣
交
際
は
山
村
の
場
合
に
比
べ
て
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
か

ら
よ
い
」
と
答
え
て
お
り
、
町
内
会
活
動
へ
の
参
加
が
、
移
動
的
な
都
市
人
に
つ
い
て
概
し
て
い
わ
れ
る
程
、
否
定
的
で
な
い
も
の
と
し

こ
の
よ
う
な
町
内
会
活
動
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
家
族
に
対
し
て
、
他
方
で
「
町
内
会
の
行

て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、

事
と
か
会
合
に
は
あ
ま
り
参
加
し
な
い
」
と
す
る
四
戸
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
二
戸
は
一

O
年
以
上
の
居
住
家
族
で
、
こ
の
う
ち
二
戸
は
、

以
前
は
ほ
と
ん
ど
い
つ
も
参
加
し
て
い
た
が
、
妻
が
病
気
の
た
め
っ
き
あ
い
を
控
え
て
い
る
と
す
る
も
の
と
、
他
は
夫
が
死
亡
し
寡
婦
が
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就
労
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
残
り
の
二
戸
は
、
居
住
数
年
は
い
ず
れ
も
五
年
以
下
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
二
戸
は
持
ち
家
を
転
売
の
う
え

新
し
く
転
居
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
家
族
全
成
員
が
就
労
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
、
高
齢
に
よ
り
長
男
夫
婦
と
同
居
し
た
も
の
で

あ
る
。
地
域
生
活
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
低
い
こ
れ
ら
四
戸
を
考
慮
し
て
も
、
対
象
移
住
家
族
の
日
頃
の
町
内
会
活
動
へ
の
参
加
状
況

は
概
し
て
か
な
り
高
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
近
所
交
際
に
つ
い
て
は
、
日
頃
行
き
き
す
る
近
隣
の
有
無
と
し
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
暖
味
な
二
戸
を
除
き
、
二
九
戸
が
そ

う
し
た
近
隣
が
い
る
と
し
、
三
戸
の
み
が
い
な
い
と
し
て
い
る
。

日
頃
行
き
き
す
る
近
隣
が
い
る
と
す
る
も
の
が
約
八
割
を
占
め
る
か

ら
、
こ
の
点
で
も
、
町
内
会
活
動
の
参
加
状
況
に
み
ら
れ
た
の
と
同
様
、
地
域
生
活
に
コ
ミ

v
ト
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
移
住
家
族
の

こ
の
よ
う
な
近
所
交
際
に
関
し
て
、
次
の
点
が
注
目
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
近
隣
を
芸
北
に
お
け
る
場
合
と
同
一
視
し
「
雄
鹿
原
に
い
る
よ

う
な
も
の
、
雄
鹿
原
の
人
の
よ
う
」
と
表
現
す
る
場
合
が
あ
る
J

と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
、
対
象
家
族
中
、
当
該
対
象
家
族
の
文
字
通
り
隣

り
に
親
族
が
い
る
も
の
(
九
)
、
徒
歩
一
二
分
i
五
分
の
と
こ
ろ
に
親
族
が
い
る
も
の
(
四
)
、
親
族
で
は
な
い
が
同
じ
移
住
家
族
、
同
郷
人

が
隣
り
近
所
に
い
る
も
の
(
コ
一
)
、
が
都
合
二
三
戸
と
三
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
す
で
に
前
節
で
分
析
し
た
移
住
家
族
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相
互
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
E
|
2
に
お
け
る
回
国
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
ロ
吋
宮
ロ

4F-zmR印
と
形
容
さ
れ
る
よ
う
な
近
隣
の
性
格

が
そ
こ
に
う
か
が
わ
れ
て
興
味
深
い
。
二
つ
に
、
対
象
移
住
家
族
で
は
、
移
住
後
、
老
親
を
中
心
と
し
た
家
族
成
員
の
不
幸
を
経
験
し
た

も
の
が
半
数
近
く
に
の
ぼ
る
こ
と
か
ら
、
葬
式
の
際
に
お
け
る
近
隣
交
際
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
確
か
に
、
葬
式
は
日
頃

の
近
隣
交
際
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
れ
が
近
隣
交
際
の
重
要
な
め
や
す
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る

と
、
近
隣
と
の
不
幸
音
信
の
経
験
が
、
先
に
示
し
た
行
き
き
す
る
近
隣
の
存
在
を
い
っ
そ
う
明
確
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
で

に
町
内
会
活
動
に
お
け
る
役
職
就
任
状
況
で
言
及
し
た
@
の
場
合
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
三
つ
に
、
近
隣
意
識
に
つ
い
て
「
都
市
の
近



所
つ
き
あ
い
は
芸
北
の
場
合
に
比
べ
て
、
わ
ず
ら
わ
し
く
な
く
、

交
際
を
プ
ラ
ス
に
評
価
す
る
見
解
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
山
村
生
活
と
都
市
生
活
に
関
す
る
一
般
的
な
意
識

を
尋
ね
た
結
果
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
移
住
家
族
の
近
隣
意
識
の
一
端
を
如
実
に
示
し
て
い
る

こ
れ
に
対
し
て
少
数
で
は
あ
る
が

人
か
ら
干
渉
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
」
(
一
五
)

と
い
う
都
市
の
近
所

「
親
し
く
話
し
あ
え
る
近
隣
が
い
な
い
か
ら
淋
し
い
」
(
三
)
と
す
る
も
の
が
い

た
と
え
ば
既
婚
子
と
同
居
し
た
老
親
の
場
合
に
そ
う
し
た
意
見
が
み
ら
れ
る
。
若
い
世
代
と
異
な
り
老
親
の
都
市

移
住
は
、
地
域
生
活
へ
の
と
け
こ
み
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
老
親
は
、
最
寄
り
の
寺
院
へ
の
寺
参
り
を

楽
し
み
に
す
る
も
の
が
あ
る
。
都
市
に
お
け
る
老
人
の
宗
教
生
活
の
も
つ
一
つ
の
意
味
が
、
都
市
移
住
者
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
よ
う
で

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

る
の
も
事
実
で
あ
る
。

あ
る
。以
上
の
ご
と
き
近
所
交
際
と
先
に
み
た
町
内
会
活
動
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
時
、
移
住
家
族
の
地
域
生
活
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
関
し

-139一

て
な
お
次
の
点
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
前
節
で
注
意
を
喚
起
し
て
お
い
た
移
住
家
族
相
互
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

位
置
し
な
い
家
族
に
は
、
三
世
代
同
居
家
族
が
多
く
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
因
に
、
移
住
家
族
相
互
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
位

置
し
な
い
一
二
家
族
中
三
世
代
同
居
家
族
は
七
戸
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ネ
ヅ
ト
ワ

l
グ
に
位
置
し
て
い
る
一
一
二
家
族
で
は
七
家
族
が
三
一

世
代
同
居
家
族
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
移
住
家
族
相
互
間
の
ネ
y
ト
ワ
ー
ク
に
位
置
し
な
い
一
一
一
一
戸
(
⑨
⑩
⑫
⑬
⑭
⑮
@
@
@
@
@
@
)
の

地
域
生
活
を
そ
の
家
族
形
態
に
注
目
し
た
が
ら
み
て
お
く
と
、
こ
れ
ら
の
う
ち
六
戸
(
⑨
⑫
⑭
⑮
@
@
)
が
町
内
会
へ
の
活
動
に
つ
き
あ

い
程
度
に
参
加
し
、
日
頃
行
き
き
す
る
近
隣
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
残
り
の
六
戸
の
う
ち
一
一
一
一
戸
(
⑩
@
@
)
は
い
ず
れ
も
日
頃

行
き
き
す
る
近
隣
は
い
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
⑮
@
は
老
人
会
の
友
人
と
は
交
際
が
あ
る
し
、
@
は
ゲ

l
ト
・
ボ

1
ル
に
毎
日
参
加
し
て

し
か
も
こ
れ
ら
三
戸
は
十
い
ず
れ
も
三
世
代
同
居
家
族
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
町
内
会
活
動
に
参
加
し
な
い
し
、
日
頃
行
き

い
る
。
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広島市における交際親族

、|=(呈(合
表ll-g

計

き
す
る
近
隣
も
い
な
い
の
は
、
⑬
@
@
の
三
一
戸
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
移
住
家
族
聞
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
位
置
し
な
い
も
の
は
、
地
域
社
会
へ
の
コ
ミ
γ

ト
メ
ン
ト
も
低
い
と
い
う
図
式
が
成
立
す
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
に
該
当
す
る
の
は
こ
の
三
戸
に
な
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
三

戸
の
う
ち
二
戸
が
や
は
り
三
世
代
同
居
家
族
な
の
で
あ
る
。
多
少
う
が
っ
た
見
方
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
移
住
家
族
相
互
間
の
ネ
y

ト
ワ
ー
ク
に
位
置
し
な
い
'
家
族
に
こ
の
よ
う
に
三
世
代
同
居
家

族
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
、

ネ
γ

ト
ワ

l
ク
に
位
置
し
な
い
に
し
て
も
、

た
と
え
、

そ
の
こ
と
に

よ
る
地
域
社
会
か
ら
の
一
つ
の
孤
立
化
の
側
面
を
、
三
世
代
同
居
家
族
の
も
つ
家
族
結
合
と
親
族
結

合
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
三
世
代
同
居
家
族
の
場
合
、
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父
母
が
い
る
か
ら
他
出
し
た
既
婚
子
が
参
集
し
て
く
る
。
母
が
同
居
し
て
い
る
か
ら
こ
の
母
を
中
心

と
し
て
親
族
交
際
が
維
持
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
材
。
母
と
同
居
す
る
⑮
、
父

母
が
い
る
@
@
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
す
で
に
言
及
し
た
移
住
家
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
位
置
し

母
の
い
る
@
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
三
世
代
同
居
家
族
の
存
在
と
共
に
、
移
住
家

族
相
互
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
位
置
す
る
と
し
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
移
住
家
族
は
す
べ
て
が
、

市
内
に
日
頃
交
際
す
る
親
族
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
因
に
、
移
住
時
と
調
査
時
に
お
け
る
一
戸

当
り
の
日
頃
の
交
際
親
族
数
は
、

一
・
六
世
帯
か
ら
四
・
四
世
帯
に
増
大
し
て
い
る

(表
E
|
9
)
。

こ
う
し
た
市
内
親
族
の
存
在
は
、
移
住
家
族
の
地
域
社
会
か
ら
の
孤
立
化
を
回
避
す
る
一
因
と
な
っ

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。



以
上
の
こ
と
か
ら
、
移
住
家
族
は
地
域
社
会
か
ら
孤
立
す
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
地
域
社
会
へ
の
高
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示
し
て
い

る
。
そ
れ
で
は
、
彼
ら
の
都
市
移
住
に
際
し
て
の
不
安
、
移
住
後
の
都
市
生
活
と
移
住
前
の
山
村
生
活
に
対
す
る
意
識
、
そ
し
て
定
住
意

識
は
果
し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
移
住
時
点
で
の
不
安
意
識
を
み
る
と
、
陵
昧
な
も
の
を
除
き
、
「
不
安
は
感
じ
な
か
っ
た
」
つ
ゴ
乙
も
の
が
「
不
安
を
感
じ
た
」

(
一
一
)
も
の
よ
り
は
る
か
に
多
い
。
予
想
さ
れ
た
以
上
に
「
不
安
は
感
じ
な
か
っ
た
」
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
結
果

は、

m
l三
、
移
住
の
意
志
決
定
、

m
l二
、
三
、
四
、
移
住
後
の
住
宅
・
土
地
の
取
得
、
職
業
生
活
、
移
住
家
族
相
互
間
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
明
ら
か
に
し
た
ご
と
く
、
他
出
家
族
成
員
を
は
じ
め
と
す
る
親
族
ネ
ヅ
ト
ワ

1
ク
、
同
郷
人
相
互
の
地
縁
、
事
縁
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
都
市
移
住
に
伴
な
う
基
本
的
な
一
一
I
ズ
を
充
足
す
る
も
の
が
半
数
以
上
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
不
安
が
最
小
限
に
と

ど
め
ら
れ
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、
「
不
安
を
感
じ
て
い
た
」
も
の
に
は
、
「
子
供
が
小
さ
い
し
、
自
分
の
収
入
だ
け
で
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家
族
の
者
が
食
べ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
」
「
知
ら
な
い
人
が
多
い
し
、
田
舎
者
だ
か
ら
心
細
か
っ
た
」
「
一
家
を
あ
げ
て
出
て
き
た
か
ら
田

舎
に
頼
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
素
朴
な
不
安
意
識
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
見
逃
し
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
安
を
示
す
も
の
に
は
、

親
族
に
住
宅
・
職
業
の
紹
介
と
世
話
を
受
け
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
都
市
移
住
の
家
族
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ
が
う
か

が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
「
不
安
を
い
だ
い
た
」
も
の
に
つ
き
、
そ
う
し
た
不
安
を
現
在
に
お
い
て
尋
ね
た
結
果
、

後
に
み
る
芸
北
へ
の
帰
郷
を
願
望
す
る
も
の
は
あ
っ
て
も
、
不
安
を
あ
げ
る
'
も
の
は
全
然
み
ら
れ
な
い
。
移
住
に
伴
な
う
不
安
意
識
が
軽

減
し
解
消
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
安
の
軽
減
と
解
消
の
過
程
は
、
表
現
を
変
え
る
と
移
住
家
族
の
都
市
で
の
定
着
が

い
っ
そ
う
進
展
し
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

右
に
み
た
よ
う
な
不
安
意
識
の
解
消
は
、
山
村
生
活
と
都
市
生
活
に
関
す
る
意
識
、
広
島
市
で
の
定
住
意
識
に
顕
著
に
反
映
し
て
い

北
大
文
学
部
紀
要



都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

る
。
生
活
意
識
の
比
較
に
関
し
て
み
る
と
、
「
都
市
生
活
が
よ
い
」
合
一
九
)
と
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
「
山
村
生

活
が
よ
い
」
(
五
)
と
す
る
も
の
は
少
な
い
。
都
市
生
活
へ
の
こ
の
よ
う
な
明
確
な
プ
ラ
ス
評
価
は
次
の
ご
と
き
内
容
で
あ
る
。
「
都
市
生

活
は
山
村
生
活
に
対
し
て
付
合
い
が
わ
ず
ら
わ
し
く
な
く
、

人
か
ら
干
渉
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
」
(
一
五
)
と
い
う
、

先
に
指
摘
し
た
近

隣
交
際
に
か
か
わ
る
内
容
を
あ
げ
る
も
の
が
も
っ
と
も
多
い
。
ー
中
に
は
「
田
舎
の
わ
ず
ら
わ
し
い
習
慣
か
ら
逃
げ
だ
し
た
か
っ
た
」
と
い

う
意
見
も
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
山
村
の
生
活
習
慣
へ
の
否
定
的
態
度
は
、

ろ
で
あ
制
。
つ
い
で
「
都
市
で
は
収
入
が
多
い
か
ら
よ
い
」
(
七
)
、
「
気
候
が
温
暖
だ
か
ら
健
康
に
よ
い
」
(
六
)
、
「
通
院
と
買
物
が
便
利
」

(
四
)
と
す
る
意
見
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
す
で
に
凹
!
こ
に
お
い
て
言
及
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
「
農
業
労
働
に
比
べ
て
都
市
の
仕

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
都
市
移
住
者
に
も
み
ら
れ
る
と
こ

事
は
体
が
楽
」
(
一
二
)
「
就
職
先
が
多
い
」
(
二
)
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
都
市
移
住
者
に
と
っ
て
、

都
市
社
会
は
、
移
住
理
由
に
お
い
て
示
し
た
願
望
が
意
識
面
に
お
い
て
も
達
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
移
住
後
の
都
市
生
活
に
対
じ
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て
望
ま
し
い
評
価
が
多
い
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
数
少
な
い
と
は
い
え
、
山
村
の
住
み
よ
さ
を
訴
え
、
山
村
生
活
の
プ
ラ
ス
評
価
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
ま

た
事
実
で
あ
る
。
と
く
に
そ
れ
は
、
老
親
の
場
合
に
い
え
る
。
慣
れ
親
し
ん
だ
世
界
か
ら
、
見
知
ら
ぬ
世
界
へ
の
生
活
環
境
の
変
化
は
、

た
と
え
既
婚
子
と
の
同
居
で
あ
っ
て
も

「
親
し
く
話
し
あ
え
る
近
隣
が
い
な
い
都
市
生
活
の
淋
し
さ
」
「
山
村
の
し
の
ぎ
や
す
い
夏
の
涼

し
さ
」
「
の
ん
び
り
し
た
田
舎
の
生
活
」

と
い
っ
た
老
齢
者
な
る
が
故
の
感
情
は
赤
裸
々
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
山
村
生
活
へ
の
郷
愁
を

帯
び
た
意
識
は
、
移
住
時
に
お
い
て
三

O
才
代

i
四
O
才
代
の
移
住
者
が
今
日
す
で
に
五

O
才
代
後
半
か
ら
六

O
才
代
に
至
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
も
う
少
し
増
大
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
広
島
市
で
の
今
後
の
定
住
意
識
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
広
島
市
に
ず

っ
と
住
む
」
(
二
九
)
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
他
は
「
分
ら
な
い
」
(
四
)
、
「
転
居
す
る
」
(
-
)
で
あ
る
。

文
字
通
り
、

都
市
移
住
を
永
久



的
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る
も
の
が
大
多
数
と
な
っ
て
い
る
。

移
住
に
伴
な
う
不
安
意
識
が
解
消
し
、
都
市
生
活
へ
の
プ
ラ
ス
評
価
が
支
配
的
で
あ
り
、
加
え
て
定
住
志
向
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
広
い
意
味
で
の
生
活
意
識
と
す
る
な
ら
ば
、
都
市
移
住
家
族
の
生
活
意
識
は
確
実
な
定
着
過
程
を
表
し
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
生
活
意
識
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
す
で
に
考
察
し
て
き
た
移
住
後
の
家
族
生
活
の
行
動
レ

ベ
ル
に
お
け
る
定
着
過
程
の
反
映
で
あ
り
ま
た
そ
れ
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
節
で
明
ら
か
に
し
た
町
内
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
日
頃
交
際
の
あ
る
近
隣
を
有
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
都
市
移
住
の
周
到
な
準
備
、
段
階
的
な
移
住
、
厳
し
い
山

村
労
働
で
培
わ
れ
た
忍
耐
力
、
都
市
に
お
け
る
他
出
家
族
成
員
を
は
じ
め
と
す
る
親
族
と
同
郷
人
の
存
在
と
い
う
関
係
セ

y

ト
、
そ
し
て

三
世
代
同
居
家
族
を
維
持
し
拡
大
再
生
産
す
る
家
族
内
結
合
の
強
さ
、
等
に
よ
っ
て
定
着
過
程
は
、
支
え
ら
れ
つ
つ
進
展
し
で
き
て
い

る
。
し
か
し
な
お
こ
こ
で
、
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
移
住
後
の
定
着
過
程
を
さ
ら
に
解
現
し
よ
う
と
す
る

時
、
出
身
地
域
の
芸
北
山
村
に
関
係
付
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
対
象
移
住
家
族
に
い
わ
ゆ
る
相
続
世
帯
が
多
く
、
そ
の

-143ー

内
容
を
な
す
墓
、
山
林
、

田
畑
を
出
身
地
に
残
す
も
の
が
か
な
り
あ
る
こ
と
、

し
た
が
っ
て
い
わ
ゆ
る
家
の
継
承
に
か
か
る
内
容
を
多
く

有
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
移
住
家
族
の
動
向
を
問
う
意
味
に
お
い
て
も
、
出
身
地
と
の
関
連
が
間
わ
れ
る
必
要
、
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
三
世
代
同
居
家
族
で
あ
る
も
の
と
、
近
い
将
来
に
三
世
代
同
居
家
族
の
形
態
を
と
る
も
の
と
が

あ
わ
せ
て
約
三
分
の
二
に
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
相
続
と
継
承
に
か
か
わ
る
内
容
が
移
住
家
族
の
構
造
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
こ

と
。
こ
れ
ら
は
、

い
ず
れ
も
移
住
家
族
の
世
代
間
関
係
を
問
う
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
の
二
節
で

は
、
右
の
二
点
を
取
り
上
げ
都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程
を
さ
ら
に
解
明
す
る
と
共
に
、
移
住
家
族
の
今
後
の
動
向
の
一
端
に
ふ
れ
た
い

と
思
う
。
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

........ 
J、
移
住
家
族
と
出
身
地
域
と
の
交
流

考
察
の
対
象
と
な
っ
た
都
市
移
住
家
族
は
、
相
続
世
帯
が
大
多
数
を
占
め
、
墓
、
山
林
、
田
畑
を
残
す
も
の
が
多
く
み
ら
れ
た
。
本
節

で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
移
住
家
族
と
出
身
地
域
と
の
交
流
を
社
会
関
係
の
レ
ベ
ル
で
検
討
じ
た
い
。
こ
の
よ
う

に
考
え
る
時
、
当
該
家
族
の
社
会
関
係
の
全
体
の
中
で
出
身
地
域
と
の
社
会
関
係
は
果
し
て
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
る
の
か
を
ま
ず

明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
資
料
的
制
約
が
あ
り
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
社
会
関
係
の
拡
り
の

あ
く
ま
で
相
対
的
な
め
や
す
と
し
て
収
集
し
え
た
五
家
族
の
年
賀
状
を
活
用
し
て
お
く
。
表

E
l
m
の
ご
と
く
、
移
住
家
族
の
社
会
関
係

は
、
い
ず
れ
も
市
内
居
住
者
が
も
っ
と
も
多
ぐ
全
体
の
四
割
か
ら
六
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
出
身
地
の
雄
鹿
原
居
住

者
は
、
⑦
の
よ
う
に
二
七
%
と
か
な
り
多
い
場
合
が
あ
っ
た
り
、
@
の
よ
う
に
八
%
と
逆
に
'
少
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
者
に
雄
鹿

原
に
親
族
が
多
い
こ
と
、
後
者
に
移
住
経
緯
に
お
け
る
家
族
離
散
と
い
う
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
影
響
し
て
い
る
。
④
⑨
⑩
で
は
、
雄
鹿
原
居

一
九
%
と
な
り
、
こ
れ
ら
三
家
族
に
み
ら
れ
る
比
率
が
ほ
ぼ
平
均
的
か
と
思
わ
れ

-144-

住
者
の
占
め
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
一
八
万
、

一
八
克
、

る
。
し
た
が
ー
っ
て
、
出
身
地
域
と
の
交
流
の
範
囲
は
、
事
例
的
に
取
上
げ
た
年
賀
状
に
み
ら
れ
る
社
会
関
係
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
移
住
家

族
の
社
会
関
係
の
お
お
よ
そ
二
割
前
後
を
占
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
出
身
地
域
と
の
社
会
関
係
は
、
当
該
家
族

の
婚
姻
圏
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
次
に
そ
れ
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
調
査
時
の
世
帯
主
夫
婦
に
つ
い
て
、
夫

婦
と
も
雄
鹿
原
出
身
は
五
三
万
、
夫
が
雄
鹿
原
出
身
で
あ
る
も
の
は
六
九
%
、
妻
は
三
七
wm
で
あ
る
。
芸
北
町
出
身
で
あ
る
か
否
か
で
い

え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
六
五
%
、
七
八
%
、
五

O
Mと
な
り
、
山
村
か
ら
の
都
市
移
住
家
族
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
、

み
ら
れ
る
〔
表

E
l
u
)
。
こ
の
よ
う
な
婚
姻
固
に
対
応
し
て
、

婚
姻
圏
に
偏
り
が

当
該
出
身
集
落
に
日
頃
交
際
の
あ
る
親
族
が
い
る
の
は
二
五
一
円
、
雄
鹿

さ
ら
に
芸
北
町
に
ま
で
拡
げ
る
と
三
三
戸
に
親
族
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
芸
北
町
に
日
頃
交
際
の

原
地
区
広
い
る
の
は
二
九
戸
と
な
り
、



表II-lO 年賀状にみられる社会関係の地域的範域

¥¥¥一一| ④ ⑨ ⑧ @ ⑦ 

北
大
文
学
部
紀
要

市 内 65(46.4) 52(43.3) 23(41.8) 74(40.4) 56(57.7) 

38(27.1) 22(18.3) 10(18.2) 36(19.7) 8 (8.2) 

芸北町 4 (2.8) 2 (1.7) 2 (3.6) 18 (9.8) 8 (8.2) 

内その他 17(12.1) 22(18.3) 15(27.3) 31(16.9) 16(16.5) 

県 外 8 (5.7) 5 (9.1) 24(13.1) 9 (9.3) 

不 明 8 (5.7) 1 (0.8) 

合計 114…司 120(100.0)1 55(100.0)1附 00.0)1 97(100.0) 
注)④(η⑨③②は調査対象家族番号。

士¥¥¥____1世帯主|配偶者 メ込
Q 計

出身集落 18 6 

雄 鹿 原 4 5 9(14.5) ) (64.5) 
ヨZヨ5rZ 北 町 3 4 7(11.3) 

隣接町村 2 3 5 (8.1) 

県 内 4 8 12(19.3) 

県 外 1 4 5 (8.1) 

合計 32 1 30 1 倒 100.0)

注)回答を得たもののみ示す。世帯主，配偶者は表II-8の注と同じ，再
婚の場合は現在で集計。隣接町村は芸北町のそれを示す。

表II-12芸北における交際親族(調査時)

IJ7ElwlvlWILlzJ 111Elw|V4|計 i言
4181 
13
1
11
1什 M1-l414l8|1!6ld!Jiiib
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

あ
る
親
族
が
い
な
い
の
は
、
わ
ず
か
二
戸
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
親
族
は
、
結
論
を
先
取
り
す
る
形
に
な
る
が
、
移
住
家
族
と
出
身
地
域

と
の
交
際
内
容
の
'
大
半
を
担
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
以
下
の
分
析
は
親
族
関
係
を
中
心
と
し
た
交
流
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
少
数
な
が
ら
、
田
畑
の
耕
作
を
親
族
以
外
の
ム
ラ
人
に
依
頼
す
る
場
合
が
み
ら
れ
た
り
、
葬
式
の
行
き
き
、
山
林
の
地

籍
調
査
、
基
盤
整
備
事
業
に
か
か
わ
る
処
理
、
処
分
の
問
題
は
親
族
以
外
と
の
か
か
わ
り
も
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
特
定
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
親
族
外
の
関
係
に
も
留
意
し
た
い
。

そ
れ
で
は
、
出
身
地
と
の
交
流
を
親
族
関
係
を
中
心
と
し
て
み
る
時
、
対
象
家
族
が
日
頃
交
際
し
あ
う
山
村
の
親
族
は
ど
の
よ
う
な
親

族
で
あ
る
の
か
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
表

E
l
U
は
、
山
村
の
親
族
を
親
等
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
出
身
地
域
の
雄
鹿
原
に

交
際
の
あ
る
親
族
が
い
る
と
す
る
の
は
、
二
九
戸
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
き
八
三
世
帯
の
親
族
が
あ
げ
ら
れ
た
。

一
戸
当
り
ニ
・
五
世
帯
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の
親
族
数
と
な
る
。
こ
れ
ら
親
族
で
は
夫
方
親
族
が
七
割
を
占
め
夫
方
へ
の
偏
り
が
み
ら
れ
る
。
続
柄
で
は
き
ょ
う
だ
い
、
い
と
こ
が
多

い
が
、
こ
れ
ら
に
遠
縁
の
親
族
も
交
際
親
族
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
山
村
の
親
族
は
前
節
、
表
E
|
9
に
示
し
た
日
頃
交
際
の

あ
る
都
市
の
親
族
と
に
比
較
す
る
と
、
後
者
に
比
べ
て
、
親
等
の
遠
い
親
族
を
含
む
交
際
範
域
が
み
ら
れ
る
。
伝
統
的
な
山
村
の
親
族
交

際
が
そ
こ
に
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
親
族
の
存
在
を
背
景
に
し
て
、
移
住
家
族
は
表
E
|
日
に
み
ら
れ
る
交
際
領
域
の
交
流
を
展
開
し
て
い
る
。

は
、
対
象
者
の
自
由
回
答
か
ら
整
理
し
た
が
、
通
信
と
訪
問
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
通
信
か
ら
み
る
と
、
通
信
は
年
賀
状

と
電
話
の
や
り
と
り
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
三
二
戸
が
山
村
親
族
と
い
つ
も
年
賀
状
の
や
り
と
り
を
し
、
日
頃
電
話
に
よ
る
交
信
を
し
て
い

る
。
慶
弔
の
連
絡
は
も
と
よ
り
、
家
屋
、
山
林
、
田
畑
の
管
理
に
関
す
る
相
談
は
専
ら
電
話
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
⑫
は
残

し
た
家
屋
を
小
学
校
教
諭
に
貸
し
て
い
る
が
、
そ
の
家
賃
の
徴
収
、
固
定
資
産
税
の
手
続
き
は
亀
山
の
夫
の
兄
嫁
の
実
家
が
し
て
い
る
。

交
際
領
域
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③
の
場
合
、
移
住
後
同
居
し
た
父
の
死
亡
に
際
し
て
、
雄
鹿
原
地
区
か
ら
多
く

出身地域との交流機会

話

状

式

り

事

祭

暮 i 正 月

彼!岸

結婚式

山の世話

農作業の手伝い

j余暇・遊び
その他 仙

iそ 他

の
不
幸
音
信
を
受
け
て
い
る
た
め
に
‘
出
身
地
の
動
向
に
気
を
配
っ
て
い
る
。

@
の
妹
、
が
荒
-
一
神
に
嫁
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
妹
を
通
じ
て
連
絡
が
あ
る
。

こ
の
妹
は
、
⑦
の
養
女
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
⑦
の
連
絡
者
で
も
あ
る
。
⑦
は
、
こ

の
養
女
の
嫁
ぎ
先
と
一
週
間
に
二

i
三
度
の
電
話
の
や
り
と
り
を
し
て
お
り
、

交
際
頻
度
は
か
な
り
高
い
。
出
身
地
の
親
族
に
よ
る
連
絡
と
情
報
は
重
大
な
出

来
事
に
限
ら
れ
な
い
。
芸
北
に
頻
繁
に
電
話
交
信
す
る
⑩
の
場
合
、
残
し
た
家

屋
の
電
球
が
き
れ
て
い
る
こ
と
の
連
絡
も
親
族
が
し
て
い
る
。
@
は
、
父
の
死

亡
後
、
高
齢
の
母
が
再
度
帰
郷
し
母
の
妹
宅
に
仮
寓
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
母
と
の
電
話
に
よ
る
接
触
は
定
期
的
に
し
か
も
頻
繁
で
あ
る
。
母
が
弟
と
同

居
し
て
い
る
③
の
場
合
も
同
様
に
何
か
と
電
話
に
よ
る
交
信
が
多
い
。
移
住
者
相
互
の
情
報
よ
り
も
、
出
身
地
域
か
ら
の
情
報
の
方
が
正

確
に
し
か
も
早
く
掌
握
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
は
、
山
村
親
族
が
右
の
よ
う
な
積
極
的
な
情
報
提
供
者
で
あ
り
連
絡
者
と
な
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
山
村
社
会
の
動
向
に
常
に
気
配
り
が
な
さ
れ
、
あ
る
種
の
緊
張
感
さ
え
い
だ
く
都
市
移
住
家
族
と
出
身
地
と
の

賀

参

な
お
、
親
族
以
外
の
連
絡
者
は
、

ほ
ぼ
地
区
総
代
で
あ
り
、
連
絡
の
内
容
は
、
昭
和
四
七
年
以
降
漸
次
行
な
わ
れ
た
基
盤
整
備
事
業
そ

北
大
文
学
部
紀
要

し
て
昭
和
五
五
年
に
行
な
わ
れ
た
山
林
の
地
籍
調
査
に
立
合
い
を
要
請
す
る
場
合
が
も
っ
と
も
多
い
。
因
に
、
基
盤
整
備
、
地
籍
調
査
に

葬

盆・墓

法

表II-13

電

年
J
町一

間

日
常
的

関
す
る
連
絡
を
出
身
集
落
の
総
代
か
ら
受
け
た
も
の
が
九
戸
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
族
以
外
の
出
身
地
域
の
人
と
の
交
流
は
、

通

訪

断
ち
が
た
い
結
び
つ
き
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

な
場
合
は
少
な
い
。

な
ん
と
い
っ
て
も
葬
式
が
も
っ
と
も
多
く
コ
二
戸
が
必
ず
行
く
と
し
て
い
る
。
行
か
な
い
も
の
は

「
親
族
が
い
な
い
か
ら
」
(
二
)
、
「
親
族
が
い
る
が
呑
典
で
す
ま
せ
る
か
ら
」
(
一
)
と
な
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
不
幸
音
信
は
、
当
該
個

次
に
、
訪
問
に
つ
い
て
み
る
と
、

人
は
も
と
よ
り
当
該
家
族
と
の
社
会
関
係
の
存
続
を
は
か
る
機
会
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
義
理
が
要
求
さ
れ
る
。
移
住
家
族
に
お
い
て

も
、
出
身
地
と
の
交
流
は
訪
問
の
中
で
も
こ
の
葬
式
の
際
の
行
き
き
が
も
っ
と
も
多
く
み
ら
れ
る
。
対
象
家
族
の
場
合
、
移
住
後
実
に
一

七
家
族
に
不
幸
が
あ
っ
た
。
移
住
家
族
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
不
幸
の
時
、
出
身
地
域
か
ら
少
な
く
と
も
当
該
地
区
の
総
代
な
い
し
一
二
役

が
出
身
集
落
を
代
表
し
て
弔
問
し
て
い
る
。
中
に
は
、
出
身
地
か
ら
マ
イ
ク
ロ
・
パ
ス
の
利
用
に
よ
る
多
く
の
弔
問
客
を
迎
え
た
場
合
が

コ
一
戸
あ
る
。
信
仰
に
篤
い
と
い
わ
れ
る
安
芸
門
徒
が
多
く
一
村
一
門
徒
の
出
身
地
域
が
大
半
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
葬
式
の

交
際
は
・
欠
か
せ
ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
自
分
の
代
は
と
も
か
く
、
お
互
い
世
代
が
変
り
顔
は
も
と
よ
り
名
前
さ
え
分
り
に
く
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
指
摘
す
る
も
の
が
二
戸
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
世
代
交
替
に
伴
な
い
、
も
っ
と
も
義
理
が
要
求
さ
れ
る
不
幸
音
信
の
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交
際
も
変
化
が
み
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
葬
式
に
つ
い
で
義
理
が
要
求
さ
れ
る
法
事
が
さ
程
顕
著
な
訪
問
機
会
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
に
、

そ
の
一
端
が
す
で
に
う
か
が
わ
れ
て
い
る
一
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
出
身
地
に
お
け
る
親
族
の
存
在
い
か
ん
が
、
こ
の
よ

う
な
動
向
を
左
右
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

葬
式
に
つ
い
で
、
盆
・
墓
参
り
が
二
四
戸
と
多
い
。
す
で
に
旧
|
ニ
で
言
及
し
た
ご
と
く
、
出
身
地
域
に
墓
を
残
し
て
い
る
も
の
が
二

四
戸
あ
っ
た
。
墓
が
出
身
地
に
あ
る
か
否
か
は
、
盆
・
墓
参
り
を
決
定
的
に
規
定
し
て
い
る
。
葬
式
と
は
異
な
り
、
盆
・
墓
参
り
は
、
定

期
的
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
墓
を
出
身
地
域
に
残
す
も
の
の
多
く
が
、
「
墓
を
移
す
と
郷
里
と
の
つ
な
が
り
を
な
く
す
」
と
い
っ
て

残
す
こ
と
に
積
極
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
出
身
地
域
と
の
交
流
は
、
墓
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
と
い
っ



じ
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
対
象
家
族
で
は
、
墓
を
残
し
て
い
な
が
ら
改
め
て
広
島
市
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
新
L
Y
¥
墓
を
建
立
し

た
も
の
が
九
戸
あ
る
。
墓
の
移
設
並
び
に
新
し
い
墓
の
建
立
に
つ
い
て
「
こ
ち
ら
で
な
く
な
っ
た
家
族
の
者
が
い
る
」
(
一
ニ
)
「
墓
参
り
が

遠
く
て
大
変
」
(
二
V

「
墓
・
墓
所
が
雪
で
い
た
む
、
墓
所
の
周
囲
が
荒
廃
し
て
い
る
」
合
己
「
こ
ち
ら
で
永
住
す
る
」
(
一
)
「
親
戚
が
み

ん
な
こ
ち
ら
に
い
る
」
(
一
)
と
い
っ
た
理
由
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
九
戸
の
基
を
め
ぐ
る
処
理
と
処
分
は
、

一
方
に
お
い
で
山
村
社
会
と
の
紐
帯
を
脆
弱
化
す
る
こ
と

出
身
地
と
の
結
合
の
重

要
な
象
徴
的
エ
レ
メ
ン
ト
の
一
つ
を
断
ち
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
と
は
、

に
つ
な
が
り
、
他
方
に
お
い
て
、
移
住
家
族
の
都
市
社
会
へ
の
定
着
を
そ
れ
だ
け
い
っ
そ
う
志
向
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
墓
を
な
ん
ら
か
の
形
で
処
分
し
た
移
住
家
族
は
、
家
族
の
も
つ
宗
教
的
機
能
の
意
味
か
ら
し
で
も
、
山
村
家

族
か
ら
都
市
家
族
へ
と
一
歩
、
歩
み
寄
っ
た
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
墓
の
処
理
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
経
緯
は
、
移
住
家
族

が
都
市
家
族
に
変
容
す
る
過
程
を
見
究
め
る
う
え
で
も
今
後
い
っ
そ
う
注
目
さ
れ
て
よ
い
課
題
か
と
思
わ
れ
る
。
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葬
式
・
盆
・
墓
参
り
の
交
際
に
比
べ
る
と
、
他
の
交
際
領
域
は
い
ず
れ
も
少
な
い
。
か
つ
て
は
、
祭
り
は
他
出
し
た
親
類
縁
者
を
呼
び

集
め
る
統
合
機
能
を
も
っ
て
い
た
が
、
移
住
家
族
に
と
っ
て
は
そ
う
し
た
意
味
合
い
は
少
な
い
。
門
徒
王
国
の
雄
鹿
原
で
は
、
春
秋
の
彼

岸
に
は
御
法
事
、
報
思
議
が
重
要
な
ム
ラ
行
事
、
イ
エ
行
事
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
機
会
に
参
集
す
る
も
の
も
少
な
い
。
空

誠
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
山
間
集
落
の
全
住
民
が
雪
害
回
避
の
た
め
に
国
道
沿
い
の
町
営
住
宅
に
冬
期
十
二
月
よ
り
春
一
一
一
月
ま
で
仮
住
い

を
し
た
り
、
温
暖
な
広
島
市
の
既
婚
子
と
同
居
す
る
と
い
っ
た
場
合
が
残
留
老
齢
世
帯
に
は
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
暮
、
正
月
に
お
け
る

帰
郷
の
機
会
は
乏
し
い
。
移
住
直
後
は
、
農
作
業
の
手
伝
い
、
山
林
の
下
草
刈
り
、
植
林
に
帰
る
も
の
が
現
在
よ
り
多
く
み
ら
れ
た
が
今

日
で
は
そ
れ
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
数
は
少
な
い
が
、
出
身
地
は
車
を
利
用
す
る
と
十
分
日
帰
り
可
能
で
あ
る
こ
と
が
ら
、
暇

が
!
あ
る
と
、
山
林
の
下
草
刈
り
、
植
林
に
帰
る
も
の
が
四
戸
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
山
仕
事
が
実
に
楽
し
い
、
木
が
大
き
く
な
る

北
大
文
学
部
紀
要



都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

を
見
る
こ
と
が
楽
し
み
で
あ
り
、
都
会
の
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
と
い
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
訪
問
で
は
、
葬
式
・
盆
・
墓
参
り
が
主
要
な
交
際
で
あ
り
、
こ
れ
に
比
べ
る
と
そ
の
他
の
交
際
機
会
は
少
な
い
。
そ

の
少
な
い
交
際
機
会
に
お
い
て
な
お
見
落
さ
れ
な
い
内
容
が
あ
る
。
そ
れ
は
出
身
地
域
と
の
交
流
機
会
に
余
暇
的
、
娯
楽
的
内
容
を
あ
げ

る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
の
交
際
が
あ
る
と
し
た
の
は
、

一
八
戸
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
暖
昧
な
意
見
を
除

く
と
、
寸
芸
北
山
村
の
美
味
と
い
わ
れ
る
コ
ウ
タ
ケ
を
は
じ
め
と
す
る
春
の
山
菜
と
り
、
秋
の
栗
拾
い
」
(
三
)
「
ク
ー
ラ
ー
も
扇
風
機
も
不

必
要
な
避
暑
」
(
三
)
、
県
内
で
も
有
数
の
ス
キ

I
場
が
集
ま
る
雄
鹿
原
で
あ
る
た
め
に
「
子
供
と
孫
を
伴
な
っ
て
の
ス
キ
l
」
(
三
)
、
「
都
市

の
生
活
と
共
に
山
村
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
生
活
に
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
帰
る
」
合
己
、
「
家
の
通
風
の
た
め
に
定
期

的
に
帰
る
」
(
二
)
、
清
流
の
川
魚
で
有
名
な
「
や
ま
め
つ
り
」
(
二
)
、
「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
研
修
」
(
一
)
と
い
っ
た
機
会
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
機
会
で
は
、
家
の
管
理
を
除
く
一
四
ケ
1
ス
は
す
べ
て
余
暇
と
娯
楽
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
の
訪
問
で
ふ
れ

た
交
際
内
容
は
、
葬
式
・
法
事
・
盆
・
墓
参
り
と
い
っ
た
、
主
と
し
て
フ
ォ
ー
マ
ル
で
儀
礼
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
、
田
畑
、
山
林
の
経
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営
、
労
働
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
そ
の
他
の
交
際
は
、
都
市
移
住
者
が
自
ら
の
出
身
地
域
を
余
暇
と
娯
楽
の
対

象
と
し
て
位
置
付
け
る
内
容
な
の
で
あ
る
。
祭
り
を
余
暇
的
と
し
て
考
え
る
と
す
れ
ば
、
葬
式
、
盆
・
墓
参
り
に
つ
い
で
余
暇
と
娯
楽
を

し
か
も
こ
の
余
暇
的
、
娯
楽
的
内
容
は
年
に
数
回
を
あ
げ
る
も
の
が
圧
倒

楽
し
む
た
め
に
出
身
地
域
に
帰
る
も
の
が
多
い
こ
と
に
な
る
。

と
い
っ
た
頻
度
の
高
い
も
の
が
い
る
。

多
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
代
の
「
車
家
族
」
が
こ
の
よ
う
な
交
際
を
可
能
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
い
わ
ゆ
る
「
三
人
豪
雪
」

「
週
末
ご
と
に
帰
る
」

「
暇
が
あ
る
と
い
つ
も
帰
る
」

車
を
も
つ
の
が
大

的
で
あ
る
。
中
に
は
、

を
大
き
な
引
き
が
ね
と
し
た
山
村
社
会
の
変
動
の
う
ね
り
の
中
で
押
し
だ
さ
れ
、
都
市
移
住
を
選
択
し
た
山
村
家
族
が
、
今
は
出
身
地
の

山
村
社
会
を
余
暇
と
娯
楽
を
味
わ
い
う
る
対
象
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
都
市
移
住
時
点
に
お
い
て
は
、
借
財
を
か
か
え
る



も
の
が
あ
っ
て
も
、
貯
え
を
も
つ
も
の
は
移
住
家
族
の
中
で
は
少
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
家
族
が
こ
の
よ
う
に
そ
の
他
の
交
際
内
容
に
み

ら
，
れ
る
生
活
を
享
受
し
え
て
い
る
こ
と
は
、
世
代
交
替
が
あ
る
に
せ
よ
、
移
住
家
族
に
お
け
る
都
市
的
生
活
様
式
の
一
班
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
て
興
味
深
い
。

移
住
家
族
と
出
身
地
域
と
の
交
流
を
訪
問
に
つ
い
て
み
る
時
、
通
信
に
負
け
ず
劣
ら
ず
山
村
親
族
の
存
在
は
犬
き
い
。
雄
鹿
原
に
親
族

が
い
る
と
す
る
移
住
家
族
で
は
、
す
べ
て
が
)
訪
問
は
親
族
訪
問
で
あ
り
、
親
族
に
立
寄
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
親
族
は
、

通
信
に
み
ら
れ
た
情
報
の
伝
達
者
で
あ
り
、
移
住
家
族
が
残
し
て
い
る
田
畑
、
家
屋
、
墓
の
管
理
者
力
あ
り
、
帰
郷
す
る
移
住
者
の
宿
の
提

供
者
で
あ
る
。
加
え
て
、
先
に
ふ
れ
た
ご
と
く
余
暇
と
娯
楽
の
対
象
で
も
あ
る
。
移
住
家
族
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
山
村
親
族
は
、
凹
I

三
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
か
つ
て
の
ご
と
く
都
市
移
住
を
踏
み
と
ど
め
、
思
い
と
ど
ま
ら
せ
よ
う
と
し
た
親
族
と
し
て
で
は
な
く
て
、

今
や
都
市
移
住
者
の
帰
郷
機
会
の
提
供
者
な
の
で
あ
る
。
山
村
親
族
の
果
す
役
割
が
、
移
住
時
と
現
在
と
で
質
的
に
変
容
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
山
村
親
族
の
果
す
役
割
が
移
住
時
に
お
け
る
「
押
し
と
ど
め
る
役
割
]
か
ら
「
つ
な
ぐ
役
割
」
へ
と
変
化
し
て
き
て
い
る
の
で
あ

る
。
従
来
、
山
村
の
親
族
に
関
す
る
考
察
は
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
都
市
移
住
に
か
か
わ
る
こ
の
よ
う
な
役
割
変
化
の
跡
付
け
が
み
ら

れ
な
い
だ
け
に
、
こ
こ
で
み
た
山
村
の
親
族
の
果
す
役
割
の
変
容
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
今
一
つ
移
住
家
族
と
出
身
地
域
と
の
交
流
に
お
い
て
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
都
市
移
住
家
族
の
二
重
役

割
の
問
題
で
あ
る
。
二
重
役
割
と
は
、
都
市
住
民
で
あ
り
な
が
ら
、
な
お
か
つ
山
村
住
民
と
し
て
の
役
割
を
も
果
し
て
い
る
こ
と
を
意
味

す
問
。
す
で
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
田
畑
の
基
盤
整
備
、
山
林
の
地
籍
調
査
に
際
し
て
、
移
住
家
族
は
立
合
い
を
求
め
ら
れ
て
い
る
0

・
都

市
住
民
で
あ
る
が
、
山
村
住
民
の
権
利
と
義
務
を
放
棄
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
都
市
住
民
で
あ
り
な
が
ら
、
山
村
住
民
と
じ

て
の
役
割
が
出
身
地
域
に
お
け
あ
ム
ラ
事
業
の
意
志
決
定
に
は
必
要
な
の
で
あ
る
。
雄
鹿
原
で
は
、
雲
耕
に
代
表
さ
れ
る
ご
と
く
、

ム
ラ

北
大
文
学
部
紀
要

-151-



都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

の
中
核
的
集
団
と
し
て
重
要
な
機
能
を
も
っ
報
徳
社
は
、
そ
の
成
員
資
格
を
ム
ラ
内
居
住
者
に
限
る
と
明
文
化
し
て
い
る
。

て
、
移
住
家
族
は
報
徳
社
の
社
員
と
し
て
の
権
利
と
義
務
は
放
棄
し
て
い
る
。
同
様
に
、
か
つ
て
は
山
林
王
国
を
誇
っ
た
橋
山
で
も
、
相

つ
ぐ
挙
家
離
村
に
よ
っ
て
、
残
留
成
員
は
共
有
林
の
利
用
資
格
を
集
落
成
員
に
限
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
移
住
家
族
に
対

す
る
権
利
と
義
務
の
排
除
は
、
い
ず
れ
も
集
落
内
の
特
定
の
社
会
集
団
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
移
住
家
族
が
個
別
に
所
有
す
る

不
動
産
に
ま
で
は
及
ば
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
都
市
住
民
で
あ
る
と
は
い
え
、
山
村
住
民
と
し
て
の
権

利
と
義
務
は
保
持
さ
れ
、
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
が
残
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
役
割
は
、
何
も
田
畑
、
山
林
、
屋
敷
地

と
い
っ
た
不
動
産
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
不
幸
音
信
は
、
単
に
個
人
に
と
ど
ま
ら
ず
世
代
を
超
え
る
タ
イ
ム
・
ス
パ
ン
の

長
い
性
格
を
も
っ
一
種
の
互
酬
的
交
換
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
移
住
者
は
、
義
理
を
欠
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を

払
う
。
「
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」
「
何
か
あ
れ
ば
知
ら
せ
て
く
れ
る
し
、
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
時
、
そ

の
も
っ
と
も
重
要
な
内
容
の
一
?
は
不
幸
音
信
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
故
、
山
村
親
族
の
情
報
伝
達
を
通
じ
て
、
移
住
者
は
、
不
幸
音
信
に

参
画
す
る
と
い
う
役
割
を
果
す
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
都
市
住
民
で
あ
り
な
が
ら
山
村
住
民
の
役
割
を
あ
わ
せ
も
っ
、
そ
の
意
味
で
の
二
重
役
割
は
、
対
象
家
族
の
大
半
が
相

続
世
帯
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
次
節
で
改
め
て
言
及
す
る
が
、
相
続
世
帯
で
あ
る
が
故
に
、
次
世
代
へ
の

継
承
を
重
要
な
社
会
化
の
役
割
と
し
て
あ
げ
る
も
の
が
か
な
り
み
ら
れ
る
の
も
こ
う
し
た
経
緯
を
有
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
都
市
移
住
家

族
が
、
こ
重
役
割
を
顕
在
的
に
し
ろ
潜
在
的
に
し
ろ
、
縮
小
し
消
失
す
る
過
程
は
、
山
村
家
族
か
ら
都
市
家
族
へ
の
変
容
を
物
語
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
出
身
地
域
と
の
交
流
に
、
余
暇
的
娯
楽
的
な
交
際
内
容
が
増
大
す
る
こ
と
が
、
都
市
的
な
行
動
様
式
の
侵
透
で
あ
る
よ
う

に
、
二
重
役
割
の
縮
小
と
消
失
は
、
都
市
的
な
性
格
を
漸
次
示
す
こ
と
広
連
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
移
住
家
族
と
出
身
地
域
と
の

し
た
が
っ
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交
流
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
我
々
に
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

移
住
家
族
の
形
態
変
化

こ
れ
ま
で
行
論
し
て
き
た
諸
節
は
、
移
住
家
族
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
外
社
会
と
の
関
係
に
分
析
の
主
眼
が
あ
っ
た
。
移
住
家
族
が
外
社

会
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
お
い
て
定
着
し
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
つ
と
め
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
定
着
過
程
と
共
に
、
今
一

ゥ
、
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
移
住
家
族
そ
れ
自
体
の
構
造
に
か
か
お
る
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
凹
章
に
お
い
て
、

都
市
移
住
家
族
の
成
立
を
移
住
家
族
の
出
身
地
域
の
社
会
構
造
と
並
ん
で
、
移
住
家
族
の
存
在
形
態
、
移
住
家
族
の
意
志
決
定
と
の
関
連

に
お
い
て
取
り
あ
げ
た
の
と
同
様
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
移
住
家
族
の
都
市
定
着
過
程
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
両
面
の
考
察
が
必
要
か

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
移
住
家
族
の
構
造
~
と
い
っ
て
も
、
網
羅
的
な
分
析
は
無
理
が
あ
る
し
、
資
料
的
制
約
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
節
で

は
、
移
住
家
族
の
構
造
は
、
こ
れ
ま
で
る
る
指
摘
し
て
き
た
三
世
代
同
居
家
族
の
動
向
に
注
目
し
、
移
住
後
の
家
族
形
態
の
変
化
を
取
り

七

-153-

上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
し
て
こ
の
形
態
変
化
を
定
着
過
程
に
で
き
る
だ
け
関
係
づ
け
て
み
た
い
と
思
う
。

す
で
に
言
及
し
た
ご
と
く
、
対
象
家
族
の
う
ち
古
い
も
の
は
、
す
で
に
二

O
年
余
を
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
家
族
発
達
に
伴
な
う

成
員
の
変
動
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
移
住
後
、
同
居
し
た
老
親
を
失
な
っ
た
も
の
が
一
五
戸
、
移
住
時
に
お
い
て
就
学
期
で
あ
っ
た

子
供
が
成
長
し
既
婚
者
と
な
っ
た
も
の
は
こ

O
戸
あ
る
。
さ
ら
に
家
族
解
体
に
伴
な
う
単
身
移
住
か
ら
既
婚
者
と
な
っ
た
場
合
が
四
戸
あ

る
。
こ
う
し
た
家
族
成
員
の
変
化
と
新
し
い
家
族
の
形
成
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
移
住
家
族
の
一
主
要
な
形
態
変
化
の
内
容
を
な
す
。
そ
の

よ
う
な
家
族
形
態
の
変
化
を
、
移
住
直
前
と
調
査
時
点
と
に
お
い
て
簡
略
に
示
し
た
も
の
が
図
E
|
3
で
あ
る
。
図
中
、

A
型
B
型
C
型

の
三
つ
の
家
族
形
態
の
設
定
は
、
す
で
に
町
|
二
で
ふ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
移
住
時
に
お
け
る
三
つ
の
形
態
は
、
可
能
性
と
し
て
各
々
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

移住家族の形態変化

〔調査時〕
(1) 
(1)yA型(2 )一一

(1) 

n-3図

〔移住時〕
A型(10)
〔単身世帯〕

C型ω
〔同居世帯〕

B型(13)
〔夫婦家族世帯〕

C型(14)

注)r同居世帯」とは，ここでは親世代ないし既婚子世代の少なくともど
ちらかを含む場合をさす。.….リ..

示す。

が
三
通
り
の
都
合
九
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
変
化
し
う
る

が
、
こ
こ
で
は
入
つ
の
変
容
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
た
。

図
に
依
拠
し
て
、
家
族
形
態
の
変
化
を
跡
付
け
て
み
よ

う

A
型
(
単
身
世
帯
)
か
ら
取
り
あ
げ
る
と
、

こ
の
タ
イ
プ
は
わ
ず
か
二
戸
で
あ
り
、
移
住
時
に

A
型

ま
ず
、

が
一

O
戸
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
八
戸
も
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
に
該
当
す
る
⑪

(
T
ロ
生
)
@

(
T
4
生
)
は
い
ず
れ
も
寡
婦
で
あ
る
。
前
者
は
、

A

型
↓
A
型
の
唯
一
の
形
態
維
持
世
帯
で
あ
り
、
現
在
、

-154一

公
営
ア
パ
ー
ト
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。
幸
い
健

康
で
あ
り
就
業
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
経
済
的
に
自
立
し

た
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
彼
女
に
は
、
す
で
に
東
広
島

市
に
新
築
を
し
母
と
の
同
居
を
待
つ
長
男

(
S
M
生
)

夫
婦
が
お
り
、
彼
女
自
身
も
こ
の
長
男
と
の
同
居
を
希

望
し
て
い
る
。
若
く
し
て
寡
婦
と
な
り
、
長
男
に
人
一

倍
苦
労
さ
せ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
女
は
、
長
男
夫
婦



に
内
密
に
、
秘
か
に
保
険
を
か
け
る
こ
と
と
、
長
男
の
子
供
た
ち
に
毎
月
小
使
い
を
手
渡
す
こ
と
と
が
楽
し
み
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
芸
北
に
残
し
た
田
三
反
、
畑
一
・
J

一
二
反
、
山
林
五
町
は
そ
っ
く
り
長
男
に
譲
る
と
い
っ
て
い
る
。

ζ

の
よ
う
な
長
男
と
の
強
い
親

子
結
合
は
他
の
既
婚
子
、
未
婚
子
た
ち
と
の
間
に
は
み
ら
れ
な
い
す
も
の
で
あ
る
。

B
型
↓
A
型
の
@
は
、
対
象
家
族
の
中
で
は
、
移
住
後

唯
て
家
族
解
体
を
経
験
し
て
い
る
。
彼
女
は
独
居
老
人
で
あ
る
が
、
隣
接
居
住
す
る
養
女
夫
婦
の
所
有
す
る
ア
パ
ー
ト
に
入
居
し
て
い

る
こ
と
に
加
え
て
、
将
来
の
生
活
は
、
こ
の
夫
婦
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
屋
敷
内
別
居
の
形
態
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
@
の
家
族
解
体
は
、
こ
の
養
女
夫
婦
と
の
結
合
に
よ
っ
て
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。

B
型
の
夫
婦
家
族
は
一
八
戸
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
移
住
時
の
一
一
三
戸
よ
り
五
戸
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
へ
の
形
態
変
化
の
う

ち
、
も
っ
と
も
多
い
の
は

A
型
↓
B
型
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
②
③
③
@
@
@
@
⑮
の
入
戸
が
含
ま
れ
る
。
と
の
形
態
変
化
は
、
②
@
@
@

@
の
よ
う
に
移
住
後
、
老
親
と
の
同
居
を
経
験
し
た
も
の
と
そ
う
で
な
い
③
@
⑮
ど
に
分
れ
る
。
前
者
か
ら
ふ
れ
る
と
@
(
T
3
生
)
夫

婦
は
昭
和
四
七
年
に
母
と
同
居
し
た
が
、
五
四
年
に
母
の
死
別
が
あ
り
、
そ
の
問
、
全
子
婚
出
し
て
い
る
。
被
ら
は
、
大
阪
に
在
住
す
る

銀
行
員
の
長
男

(sm生
V

夫
婦
か
ら
新
築
に
よ
り
同
居
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
、
早
く
来
る
よ
う
に
と
催
促
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
、
借
家
住
い
に
は
、
身
の
回
り
の
も
の
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
荷
物
が
す
で
に
送
り
だ
さ
れ
て
い
る
。
長
男
夫
婦
と
の
同
居

が
時
間
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
@
(
S
5
生
)
夫
婦
も
@
と
同
様
、
昭
和
四
六
年
に
母
と
同
居

L
た
が
、
五
七
年
に
こ
の
母
を
亡
く
し

て
い
る
。
そ
の
問
、
長
女
(
S
初
生
)
二
女
〈

s
m生
)
が
、
い
ず
れ
も
市
内
に
婚
出
し
て
い
る
。
長
女
夫
婦
は
、
徒
歩
一

O
分
の
近
接

居
住
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
接
触
は
頻
繁
で
あ
る
。
@
(
3
8
生
)
②
(
S
7
生
)
の
二
戸
は
、
い
ず
れ
も
老
父
と
の
同
居
経
験
者
で
あ

り
、
他
出
既
婚
子
と
未
婚
子
の
い
る
夫
婦
家
族
で
あ
る
。
@
の
場
合
、
二
年
前
に
購
入
L
た
建
売
り
住
宅
は
二
人
の
息
子
の
た
め
で
あ
る

と
し
な
が
ら
、
既
婚
子
と
の
同
居
は
、
彼
ら
に
経
清
的
負
担
を
か
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
で
き
る
だ
け
別
居
生
活
を
し
た
い
と
い
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

っ
て
い
る
。
婚
出
し
た
長
男

(sm生
〕
は
、
車
で
五
分
程
度
の
公
営
ア
パ
ー
ト
に
居
住
し
て
お
り
)
食
事
に
来
訪
す
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
長
男
が
結
婚
す
る
時
、
入
婿
し
た
い
と
い
う
長
男
の
意
見
に
③
は
長
男
を
芸
北
に
同
行
さ
せ
、
残
さ
れ
た
家
屋
、
田
畑
、
山
林
を
示

し
一
、
「
あ
と
と
り
」
の
地
位
を
確
認
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
契
機
に
、
長
男
は
入
婿
の
意
見
を
撤
回
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
家
」

の
継
承
と
相
続
を
め
ぐ
る
世
代
間
結
合
の
重
要
性
が
そ
こ
に
う
か
が
わ
れ
て
興
味
深
い
。
②
は
、
既
婚
の
長
男
(
S
却
生
)
が
県
内
福
山

市
で
就
業
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
長
男
夫
婦
と
の
同
居
は
流
動
的
で
あ
る
。
@
は
、
移
住
時
点
に
お
い
て
別
居
中
で
あ
っ
た
母

(
T

2
生
)
と
結
婚
後
一
時
間
居
の
経
験
が
あ
る
。
こ
の
母
は
、
現
在
、
市
内
に
い
る
弟
夫
婦
と
同
居
し
て
い
る
。
長
男
で
あ
る
⑮
と
再
度
、

同
居
、
す
る
か
ど
う
か
は
未
定
で
あ
る
。
③

(
T
日
生
)
、
⑮
〈
S
8
生
)
、
@
(
S
U
生
)
ら
は
、
い
ず
れ
も
親
と
の
同
居
経
験
は
な
く
、

し
か
も
移
住
後
、
結
婚
し
家
族
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
③
の
み
子
供
が
い
な
い
。
子
供
が
い
な
い
身
軽
る
さ
が
あ
り
、
食
堂
経
営

を
妻
に
ま
か
せ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
‘
彼
は
、
母
と
弟
夫
婦
が
い
る
芸
北
に
頻
繁
に
帰
郷
し
て
い
る
。
健
康
な
時
に
は
、
芸
北
に
帰
る

と
い
っ
て
い
た
が
ブ
昭
和
五
五
年
に
脳
ケ
ッ
セ
ン
を
患
い
、
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
は
温
暖
な
広
島
市
に
定
住
す
る
意
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向
を
か
た
め
て
い
る
。

B
型
↓
B
型
は
、
①
⑨
⑫
⑬
⑮
⑫
の
六
戸
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
@
(
S
8
生
)
、
⑮

(
T
2
生
v
、
①
(
S
3
生
)
は
移
住
後
、
老

親
と
同
居
し
て
い
た
が
、
老
親
の
死
去
な
い
し
老
親
と
の
別
居
に
よ
り
夫
婦
家
族
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
⑮
は
未
婚
子
の
い
る
夫
婦
家

族
で
あ
る
が
、
①
@
は
夫
婦
の
み
で
あ
る
。
く
り
返
し
に
な
る
が
、
@
は
昭
和
三
九
年
に
両
親
を
ひ
き
と
っ
た
が
、
昭
和
四
三
年
父
の
死

去
後
、
田
舎
に
帰
り
た
い
と
い
う
母

(
M
a
生
)
の
希
望
が
強
く
、
再
度
別
居
し
て
い
る
。
こ
の
母
は
、
芸
北
の
家
屋
が
す
で
に
処
分
済

み
で
あ
る
た
め
に
、
母
の
妹
宅
に
仮
寓
し
ザ
ム
い
る
。
母
は
@
の
送
り
迎
え
に
よ
り
広
島
と
芸
北
と
を
往
来
し
℃
い
る
が
、
高
齢
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
体
が
不
自
由
に
な
る
と
い
つ
で
も
同
居
で
き
る
よ
う
に
、
新
築
の
住
宅
に
母
の
部
屋
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
J
@
夫
婦



は
、
子
供
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
近
接
居
住
の
オ
イ
(
妻
の
弟
の
子
)
を
養
子
に
迎
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
養
子
が
結
婚
す
る
と

同
時
に
、
・
彼
ら
に
は
同
居
す
る
と
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
①
の
場
合
長
男
(
s
m
生
)
の
結
婚
に
際
し
て
、
増
改
築
を
し
、
一
長
男
夫
婦

と
の
同
居
を
準
備
し
た
が
、
同
居
に
至
っ
て
い
な
い
。
二
男
(
s
n
生
)
夫
婦
は
徒
歩
一

O
分
程
度
の
と
こ
ろ
に
分
家
し
て
い
る
。
こ
の

二
男
と
は
、
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
日
頃
の
接
触
は
密
接
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
①
夫
婦
は
、
あ
と
勺
ぎ
で
あ
る
一
長
男
夫
婦
と
の
同
居
を
希
望

し
て
い
る
。
親
と
の
同
居
経
験
の
な
い
⑬

(
T
9
生
)
、
⑨

(
S
6
生
〉
、
⑫

(
S
9
生
)
の
う
ち
⑨
⑬
は
未
婚
子
の
長
男
と
同
居
し
て
い

る
が
、
⑫
は
夫
婦
の
み
で
あ
る
。
⑬
は
一
人
息
予

(
S
但
生
)
が
結
婚
す
る
と
、
同
居
し
な
い
と
明
言
し
て
い
る
が
、
⑨
は
長
女
、
二
女

が
相
つ
い
で
婚
出
し
た
こ
と
か
ら
長
男

(
S
担
生
)
と
の
同
居
を
将
来
的
に
も
希
望
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
⑨
は
、
こ
の
J

長
男
に
は
、

折
に
ふ
れ
て
芸
北
の
話
を
伝
え
る
と
共
に
帰
郷
の
機
会
を
作
ら
せ
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
⑫
夫
婦
の
場
合
、
長
男

(
S
出
生
)
は
昭
和
五

七
年
に
結
婚
し
、
転
勤
に
よ
り
現
在
、
東
京
に
在
住
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
二
人
の
子
供
が
自
立
す
る
と
、
芸
北
に
帰
り
余
生
を
送
る
こ

と
が
夢
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
し
か

L
彼
ら
は
、
長
男
の
結
婚
数
か
月
前
に
、
思
い
が
け
ず
長
女
を
な
く
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
シ
包
ツ

ク
は
お
お
い
が
た
く
、
住
宅
の
近
く
に
長
女
の
た
め
の
墓
苑
を
購
入
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
一
人
息
子
に
寄
せ
る
期
待
は
大

き
く
、
本
社
が
広
島
に
あ
る
長
男
夫
婦
と
の
同
居
が
実
現
す
る
こ
と
を
彼
ら
は
願
望
し
て
い
る
。

C
型
↓
B
型
は
⑤
⑩
⑫
⑮
の
四
戸
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
が
老
親
と
の
同
居
を
経
験
し
て
い
る
が
、
四
戸
と
も
す
で
に
老
親
を
な
く
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
⑮

(
T
l
生
)
、
⑤

A
T
6
坐
)
は
全
子
婚
出
の
夫
婦
の
み
で
あ
り
、
@
h
s
u
生
)
と
⑮

(
S
M
生
)
は
未
婚
子
の
み

の
夫
婦
家
族
で
あ
る
。
@
夫
婦
の
場
合
、
娘
三
人
と
も
東
京
に
婚
出
し
た
が
、
最
近
、
長
女

(
S
H
生
)
が
広
島
市
内
に
別
居
し
て
き
て

い
る
。
彼
ら
は
、
三
人
の
既
婚
子
が
す
べ
て
娘
で
あ
る
こ
と
か
ら
)
将
来
的
に
は
、
別
居
中
の
長
女
の
子
供
(
男
子
|
孫
)
し
と
養
子
縁
組

じ
、
同
居
す
る
意
向
を
も
っ
て
い
る
。
長
女
た
ち
は
、
幸
い
近
接
居
住
す
る
こ
と
か
ら
、
孫
の
日
常
的
な
世
話
を
、
こ
の
⑫
夫
婦
が
じ
庁
、
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

い
る
。
公
営
住
宅
に
入
居
す
る
⑤
は
、
長
男
(
S
M
生
)
夫
婦
と
別
居
し
て
い
る
ひ
⑤
夫
婦
は
、
将
来
、
長
男
(
@
)
と
の
同
居
は
な
い

と
い
う
が
、
長
男
は
い
ず
れ
老
親
の
面
倒
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
い
、
意
見
の
く
い
違
い
が
あ
る
。
長
男
夫
婦
と
の
同
居
は
流
動

的
で
あ
る
0

・
さ
て
、

C
型
の
親
世
代
な
い
し
既
婚
子
世
代
と
の
同
居
家
族
は
、
一
四
戸
あ
る
。
移
住
時
の
こ
の
タ
イ
プ
は
、

戸
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
へ
の
形
態
変
化
は

A
型
↓
C
型
が
一
戸
、

B
型
↓
C
型
が
六
戸
、

C
型
↓
C
型
が
七
戸
で
あ
る
。

A
型

↓
C
型
を
示
す
唯
一
の
事
例
で
あ
る
⑩
(
T
4
生
)
は
、
寡
婦
と
し
て
移
住
し
、
住
み
込
み
の
家
政
婦
な
勤
め
た
後
、
昭
和
五
一
年
-
一

人
息
子
の
結
婚
を
契
機
に
建
売
り
住
宅
を
購
入
し
、
結
婚
と
同
時
に
同
居
し
て
い
る
od

長
男
夫
婦
は
共
働
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
孫
二
人

の
世
話
は
彼
女
の
役
割
で
あ
る
。
芸
北
へ
の
帰
郷
機
会
を
で
き
る
だ
け
作
ろ
う
と
す
る
⑩
の
場
合
、
い
つ
も
長
男
が
送
迎
し
て
い
る
。

B
型
↓
C
型
の
@
(
M
川
崎
生
)
、
@
(
M
お
生
)
、
@
(
M
叫
生
)
、
⑥
(
T
日
生
)
、
@
(
T
日
生
)
、
@
(
T
臼
生
)
で
は
、
@
@
@

の
三
戸
は
、
移
住
そ
れ
自
体
が
い
ず
れ
も
先
に
都
市
移
住
し
て
い
た
既
婚
子
と
の
同
居
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
@
@
@
は
移
住
後
の
家

一
一
戸
で
あ
っ
た
が

-158ー

族
発
達
に
伴
な
う
既
婚
子
と
の
同
居
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
@
の
み
二
女

(sn生
)
と
の
同
居
で
あ
り
、
他
は
す
べ
て
長
男
と
の
同

居
で
あ
る
。
@
夫
婦
の
場
合
、
芸
北
の
冬
は
腰
痛
と
い
う
持
病
を
も
っ
高
齢
者
に
は
厳
し
い
こ
と
と
、
二
女
夫
婦
の
子
供
の
世
話
を
す
ー
る

こ
と
と
が
同
居
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
市
内
に
ニ
男
夫
婦
、
隣
接
地
域
に
長
男
夫
婦
も
い
る
こ
と
か
ら
J

最
終
的
に
ど
の
既
婚
子
と
同
居

す
る
こ
と
に
な
る
か
は
未
定
で
あ
る
が
、
二
女
夫
婦
と
の
同
居
は
す
で
に
四
年
余
が
経
過
し
て
い
る
。
既
婚
子
た
ち
と
の
相
談
の
う
え
近

く
の
墓
苑
で
墓
地
を
購
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
島
市
で
の
彼
あ
の
定
住
は
確
実
と
な
っ
て
い
る
。
@
は
長
男
(
S
7
生
)
夫
婦
と
同

居
し
て
い
る
が
、
同
居
は
対
象
家
族
の
中
で
も
文
字
通
り
段
階
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
居
に
先
だ
っ
数
年
間
、
冬
期
間
a
(

十
二
月

i

四
月

1
十
↓
月
ま
で
は
芸
北
で
生
活
す
る
と
い
う
二
重
生
活
を
く
り
返
し
て
い
た
か
ら

三
月
)
、
温
暖
な
広
島
市
の
長
男
宅
で
同
居
し
、



で
あ
る
。
@
の
場
合
、
同
じ
く
長
男
夫
婦
(
S
お
生
)
と
同
居
し
て
い
る
が
、
こ
の
同
居
は
、
彼
ら
の
移
住
後
八
年
経
過
し
て
か
ら
で
あ

り
、
老
齢
に
伴
な
う
@
の
体
調
に
加
え
て
、
長
男
夫
婦
の
共
働
き
に
よ
る
寿
司
屈
の
聞
広
と
い
う
事
情
が
同
居
を
決
定
さ
せ
て
い
る
。

移
住
時
に
夫
婦
と
未
婚
の
子
女
か
ら
成
る
夫
婦
家
族
が
、
移
住
後
家
族
発
達
に
伴
な
い
同
居
世
帯
と
な
っ
た
三
戸
に
つ
い
て
み
る
と
⑥

は
、
西
区
に
住
宅
が
あ
る
が
、
既
婚
の
長
男
(
S
誕
生
)
夫
婦
が
安
佐
南
区
に
新
築
後
、
ま
も
な
く
し
て
彼
ら
が
別
居
す
る
と
い
う
事
態

に
直
面
し
て
同
居
が
成
立
し
て
い
る
。
@
は
、
妻
が
病
弱
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
長
男
(
S
お
生
)
の
結
婚
と
同
時
に
同
居
し
て
い
る
。

⑥
@
に
対
し
て
@
の
場
合
、
既
婚
の
長
男
(
S
お
生
)
の
転
勤
に
よ
っ
て
同
居
が
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
@
夫
婦
と
長
男
夫
婦
と
の
同

居
は
周
到
で
あ
る
~
。
長
男
と
の
将
来
的
同
居
を
考
慮
し
て
、
移
住
後
の
転
居
に
際
し
て
広
い
敷
地
を
確
保
す
る
と
共
に
、
長
男
の
結
婚
時

に
、
住
宅
の
増
改
築
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
長
男
の
配
偶
者
は
、
同
居
が
ス
ム
ー
ズ
に
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
芸
北
の

遠
縁
か
ら
選
択
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
世
代
聞
の
継
承
が
意
図
的
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
生
来
の
山
好
き
な
@
は
、
長
男
の
仕
事
の
合
聞

を
み
て
こ
の
長
男
を
芸
北
に
同
行
し
、
山
の
境
界
を
示
し
、
山
仕
事
の
内
容
を
こ
の
長
男
に
伝
え
て
い
る
。
@
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
世

代
聞
の
継
承
の
あ
り
方
は
、
都
市
移
住
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
伴
な
う
世
代
間
継
承
の
意
図
的
な
社
会
化
の
表
わ
れ
と
み
て
よ
い
。
そ
の
意

味
で
、
す
で
に
指
摘
し
た

B
型
に
お
け
る
@
の
事
例
も
同
じ
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

最
後
に

C
型
↓
C
型
の
七
戸
に
つ
い
て
ふ
れ
よ
う
。
こ
の
タ
イ
プ
一
は
、
移
住
時
と
調
査
時
の
両
時
点
と
も
老
親
と
同
居
す
る
④
(
S
4

生
)
、
⑫
(
S
4
生
)
、
⑬
(
S
5
生
)
、
@
(
S
9
生
)
と
、
調
査
時
に
既
婚
子
と
同
居
す
る
⑭
(
T
M
生
)
、
老
親
と
同
居
す
る
⑮

(
T
9
生
)
、
そ
じ
て
老
親
と
既
婚
子
と
同
居
す
る
⑦
(
T
日
生
)
と
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
移
住
時
、
調
査
時
点
と
も
老
親
と
同
居

す
る
四
戸
に
つ
い
て
⑬
か
ら
取
り
上
げ
る
。
⑬
は
移
住
後
の
昭
和
五
三
年
に
夫
を
な
く
し
、
し
か
も
娘
二
人
が
い
ず
れ
も
婚
出
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
夫
の
母

(Mお
生
)
と
二
人
世
帯
で
あ
る
。
長
女
(
S
U
生
)
は
倉
敷
市
に
婚
出
し
て
い
る
の
で
、
訪
問
に
よ
る
接

北
大
文
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

触
は
年
に
一
度
く
ら
い
し
か
な
い
。

は
、
⑬
が
所
有
す
る
隣
接
の
ア
パ
ー
ト
に
居
住
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二

女
夫
婦
と
の
日
頃
の
接
触
は
大
変
多
い
。
⑬
の
場
合
、
サ
l
ヴ
ィ
ス
業
に
従
事
し
か
っ
ア
パ
ー
ト
経
営
の
収
入
も
あ
り
経
済
的
に
は
か
な

り
自
立
的
で
あ
る
。
既
婚
子
と
の
同
居
は
未
定
で
あ
る
が
、
二
女
夫
婦
の
存
在
が
老
後
を
心
強
い
も
の
に
し
て
い
る
。
加
え
て
、
倉
敷
市

し
か
し
二
女

(
S
U
生
)

に
婚
出
し
て
い
る
長
女
の
夫
は
雄
鹿
原
の
出
身
で
あ
る
か
ら
、
山
林
一
五
町
を
残
す
郷
里
と
の
交
流
は
、
長
女
夫
婦
を
通
じ
て
維
持
し
や

す
い
条
件
が
あ
る
。
⑫
夫
婦
は
、
母

(
M
必
生
)
と
の
三
人
世
帯
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
婚
出
し
た
長
女

(
S
担
生
)
夫
婦
が
、
⑫

の
経
営
す
る
同
じ
ピ
ル
の
三
階
の
ア
パ
ー
ト
に
居
住
す
る
こ
と
か
ら
、

学
に
在
学
し
て
お
り
、

東
京
で
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
。

し
か
し
⑫
は
、
こ
の
長
男
に
芸
北
の
山
の
境
界
を
教
え
込
ん
で
い
る
。
⑫
⑩
同
様
、

羽
生
)
と
の
三
人
世
帯
で
あ
る
。
長
女
、
二
女
は
い
ず
れ
も
市
内
に
婚
出
し
、
長
男

(
S
辺
生
)
は
東
京
で
就
職
し
て
い
る
。
④
は
長
男

む
つ
か
し
い
と
し
な
が
ら
も
、
芸
北
の
墓
守
り
と
山
守
り
を
こ
の
長
男
に
さ
せ
た
い
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
彼
ら

長
男
と
の
帰
郷
を
希
望
し
て
い
る
。
@
は
、
未
婚
子
二
人
と
母

(
M
お
生
)
の
五
人
世
帯
で
あ
る
。

五
で
指
摘
し
た
ご
と
く
こ
の
母
の
司
存
在
が
親
族
結
合
の
中
核
に
な
り
、
き
ょ
う
だ
い
、

こ
の
た
め
、 こ
の
長
女
と
の
結
合
は
強
い
。
長
男

(
S
出
生
)
は
、
東
京
の
大

彼
ら
は
、
将
来
長
男
と
の
同
居
は
む
つ
か
し
い
と
い
っ
て
い

子
供
が
す
べ
て
離
家
し
母

(
M

④
夫
婦
も
、

-160ー

ヲ
匂
。

と
の
同
居
は
、

は
せ
め
て
年
に
一
度
、

合
、
す
で
に
凹
|
四
、

彼
ら
の
場

い
と
こ
の
統
合
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

生
)
夫
婦
は
芸
北
に
残
留
し
て
い
た
が
、

(
M
担
生
)
の
処
遇
が
問
題
と
な
り
、
母
の
、
意
向
に
よ
っ
て
妻

(
T
日
生
)
が
長
女
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
居
が
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑭
夫
婦
の
場
合
、
同
じ
同
居
で
も
、
既
婚
子
と
の
同
居
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
昭
和
五
六
年
に
母
を
な
く
し
た
が
、
翌
年
、

妹
夫
婦
が
、

か
つ
て
同
居
し
て
い
た
妻
の
父
母
と
妹

昭
和
四

O
年
に
や
は
り
広
島
市
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(su 

と
こ
ろ
で
、

婿
養
子
の
⑮
は
、

も
と
も
と
昭
和
二
八
年
に
家
族
四
人
で
移
住
し
た
。

そ
の
た
め
、

母

一
人
息
子

(
S



却
生
)
の
結
婚
と
同
時
に
こ
の
長
男
夫
婦
と
同
居
し
て
い
る
。
⑭
は
、
生
来
の
器
用
さ
か
ら
、
六
年
前
に
芸
北
に
残
し
た
山
林
に
山
荘
を

一
人
で
建
築
し
て
い
る
。
こ
の
山
荘
は
、
⑭
自
身
の
山
の
下
草
刈
り
、
美
容
院
を
経
営
す
る
妻
の
休
養
、
美
容
院
の
顧
客
へ
の
開
放
、
長

男
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ
に
と
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
前
節
で
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
⑬
の
場
合
、
こ
の
山
荘
が
芸
北
と
の
交
流
機
会
を
保

障
す
る
と
共
に
、
次
世
代
へ
の
相
続
と
継
承
の
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
⑦
も
⑭
も
同
様
、

同
居
世
帯
で
あ
り
か
っ
、
移
住
時
以
降
現
在
も
母

(
M
m
生
)
と
同
居
し
て
い
る
か
ら
、
対
象
家
族
中
唯
一
の
四
世
代
同
居
家
族
を
形
成

し
て
い
る
。
⑦
の
場
合
、
都
市
移
住
の
最
大
の
理
由
に
子
供
の
教
育
が
あ
っ
た
。
長
男
は
こ
れ
に
応
え
て
大
学
卒
業
後
、
地
元
の
大
手
電

力
会
社
に
就
職
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
同
居
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

以
上
、
移
住
家
族
の
形
態
変
化
を
跡
づ
け
て
き
た
。
形
態
変
化
は
、
家
族
の
分
離
・
結
合
・
拡
大
・
縮
小
と
い
う
文
字
通
り
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
変
化
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
形
態
変
化
か
ら
次
の
諸
点
が
導
か
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
人
息
子

(sm生
)
夫
婦
と
の

一
つ
は
、
都
市
移
住
に
よ
っ
て
家
族
解
体
が
必
ず
し
も
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
対
象
家
族
で
は
、

〈
お
)

た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
し
、
そ
の
解
体
は
、
最
小
限
度
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
た
と
え
、
家
族
解
体
の
結
果
と
し
て
の
移
住
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
都
市
で
の
結
婚
に
よ
る
新
し
い
家
族
形
成
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
親
世
代
な
い
し
既
婚
の
子
世
代
と
の
同

居
家
族
形
態
の
存
在
は
都
市
移
住
が
三
世
代
同
居
家
族
を
生
み
だ
す
阻
害
要
因
に
必
ず
し
も
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
日
。
分
析
中
に
示

し
た
ご
と
ノ
¥
移
住
時
に
十
一
戸
の

C
型
の
同
居
家
族
が
み
ら
れ
た
が
、
調
査
時
に
は
そ
れ
が
十
四
戸
と
な
り
、
し
か
も
近
い
将
来
に
同

一
戸
が
家
族
解
体
し

-161一

居
を
予
定
し
て
い
る
七
戸
を
加
え
る
と
八
割
近
く
が
三
世
代
同
居
家
族
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、

い
わ
ゆ
る
あ

と
と
り
と
し
て
の
長
男
刀
地
位
は
、
都
市
移
住
に
よ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
容
易
に
変
容
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
三
世
代
同
居

家
族
に
お
け
る
既
婚
同
居
子
並
び
に
同
居
予
定
者
が
、
圧
倒
的
に
長
男
で
あ
り
、

し
か
も
こ
の
長
男
と
の
結
合
は
他
の
子
供
に
比
べ
て
強

北
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

い
か
ら
で
あ
る
。
第
四
に
、
対
象
家
族
の
大
半
が
相
続
世
帯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
世
代
へ
の
相
続
と
継
承
の
伝
達
と
に
か
か
わ
る
社

会
化
が
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
に
日
。
と
く
に
長
男
に
対
し
て
そ
う
し
た
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
山
村
か
ら
の
都
市
移
住
家
族
が
、
都
市
移
住
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
急
激
な
変
容
を
き
た
し
、
家
族
内
に

断
層
を
生
む
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
連
続
と
変
化
』
に
柔
軟
な
対
応
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
ひ
ず
み
が
皆
無

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
最
小
限
度
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
、
移
住

家
族
が
外
社
会
と
の
関
係
に
お
い
て
弾
力
性
の
あ
る
柔
軟
な
定
着
過
程
を
示
し
て
し
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
本
節
で
考
察
し

た
移
住
家
族
そ
れ
自
体
の
構
造
に
お
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

注(
1
)
広
島
市
統
計
書
に
よ
る
と
、
昭
和
三

0
年
代
に
安
芸
郡
戸
坂
村
、
同

郡
中
山
村
、
佐
伯
郡
井
口
村
1

昭
和
四

0
年
代
に
安
佐
郡
沼
田
町
、
同

郡
安
佐
町
、
可
部
町
、
祇
園
町
、
安
古
市
町
、
佐
東
町
、
高
陽
町
、
安

芸
郡
瀬
野
川
町
、
同
郡
安
芸
町
、
熊
野
跡
村
、
高
田
郡
白
木
町
、
昭
和

五
0
年
代
に
安
芸
郡
船
越
町
、
同
郡
矢
野
町
と
の
合
併
が
な
さ
れ
た
と

あ
る
。

(
2
)

老
年
化
指
数
と
は
(
品
目
勤
又
irδ
〉
ロ
)
+
(
。

J
区
勤
δ
〉
ロ
〉
×

5
0
で
示
さ
れ
る
。

(
3
)
国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
、
前
掲
書
、
五
一
一
l
一
O
五
頁
。

(
4
)
北
川
健
次
「
広
域
中
心
地
の
研
究
」
『
大
明
堂
』
、
一
九
七
六
年
、
第

四
章
、
都
市
機
能
参
照
。

(
5
)
叩
章
注
(
臼
)
を
参
照
。

(
6
)
同
d
o
g
s
巧
-
H
・
骨

N
S
E
R庄
司
・

(
H
u
g
雨明罰
Y
同
2ENU色町
民

M
P

h
v
h
b
h
S
忠
弘
芯
同
刊
誌
司
、
口
、
同
お
芯
-h叫

b
ミ
ミ
九
円
余
ロ
。
4
叩
門
司
ロ
吋
-

H

ロ
ロ
・
呂
v-

al芯
・
に
お
い
て
有
名
な
四
つ
の
願
望
|
新
し
い
経
験
と
刺
激
、
評

価
、
支
配
、
安
定
ー
を
あ
げ
て
い
る
。

(
7
)
ω
n
F話回
H
N
4
『
開
口
叩
門
出
・
関
・

2
田z
w
q
H
J

円弘司
-
-
H
}

・∞
ω
・匂匂・

8
1申
A
F
W

匂-
H
N
ω

・M
M
-
H
N
∞・同
u

・M
O
O
-

で
は
、
親
族
が
移
住
者
の
都
市
適
応
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
「
安
全
な
避
難
所
」
と
し
て
機
能
し
、
保
護
的
援
助

的
役
割
を
果
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
。
同
，
口
々
の
-
h
w

∞5
4司ロハ
U

・

出・
(
H
U
立山)・

R
O
ロ
C
H
U
H
-
0
0
江口
hH
・宵山口凹
E
H
Y

田
ロ
品
目
己
回
目
u

日ロ冊目。同

富
山
同
日
昨
日
。
ロ

J
g
d与
の
・
白
血
-

K

ぎ

S
Z芯
司
ミ

R
E
E
P

切吋
0
4
司
ロ
同
ロ
与
の
O
H
H
H
唱曲ロ
M
J

切-
H
H
切
に
お
い
て
門
口
問

VZ江口
m
n
-
o田中
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日
sx
と
ロ
O
門

E
U
E江口
m
n
-
o曲目
l
w
H
H
芹
ロ
四
円
4
2島
田
と
を
区
別
し
、

前
者
が
都
市
移
住
に
際
し
て
親
族
に
援
助
と
情
報
を
求
め
る
タ
イ
ピ
と

し
て
い
る
。
同
。
σ
2・Z
回・

o
s
d
w
y
O培、
h
b諸
民
N
S
h
h叫マミ噛
ahSG-

d
E
2
2
5可
丘
、
H
，
m凶

2
・
H
6・
3
ー
ミ
で
は
、
都
市
移
住
に
際
し
て

親
族
、
友
人
に
援
助
を
受
け
る
も
の
を
関
係
セ
ッ
ト
の

8
5訂正
0
5

q宮
と
呼
び
、
受
け
な
い
も
の
を

a
u
g
E
E
C
Oロ
由
々
宮
と
し
て

区
別
し
て
い
る
。

(
8
)
鈴
水
栄
太
郎
「
都
市
社
会
学
原
理
」
『
鈴
木
栄
太
郎
著
作
集
』
羽
、

未
来
社
、
一
九
六
九
年
、
五
一
一

l
五
二
三
頁
。

(
9
)
注
(
7
)
を
参
照
。
と
く
に
吋
ロ
守
の
・
伶
∞

5
4司
ロ
ハ
リ
・
出
・
色
、
.

内
町
H

J

同省
-
H
H
H
I
H
H
N
・
で
は
、
技
術
を
も
た
な
い
移
住
者
は
親
族
に
依

存
し
が
ち
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
本
稿
で
み
た
移
住
家
族
の
就
業
経

緯
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。

(
印
)
き
わ
め
て
興
味
深
い
論
考
は
、
。

5
4
2
、H
J
U
-
h
w
の
E
4
2
2・

回・(一戸申∞。
)
w

公
民
吉
田
]
同
日
也
氏
問
印
田
口
色
白
認
可
円
即
時
巾
円
一
「
叩
仏
国
仏
同
古
江
〈
四

印昨日

g
m山2
0同
ロ
吋
げ

S

B日
常
恒
三
国

J

E
門リ
o
E巳
-
F
・
ω・
hr

回目
n
r
R
B但ロ

ω
・
(
白
骨
・

γ
同】
E
5
3
a
S
H
b
¥
同門弘
ahpew

krg血
冊
目
山
口
司
円
四
回
印
・

3
・
沼
町
l
N
お
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
都
市
移
住

者
の
適
応
の
戦
略
形
態
と
し
て
窓
口
占
何
回
目

S
8・
H
5
2
5ロ
g
n
p

血冊目同
i

吋
叩
】
山
田
口
口
刊
に
分
け
、
移
住
後
の
初
職
か
ら
転
職
す
る
過
程
で
第

一
、
第
二
の
タ
イ
プ
か
ら
第
三
の
タ
イ
プ
へ
と
変
化
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

北
大
文
学
部
紀
要

〈
日
)
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
念
は
本
来
、
個
人
を
中
心
と
す
る
関
係
概
念
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
移
住
家
族
と
い
う
集
団
レ
ベ
ル
に
援
用
し
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
行
動
は
究
極
、
個
人
を
単
位
と
す
る
が
、
家
族
問
の
関

係
性
、
さ
ら
に
は
わ
が
国
の
世
代
を
越
え
る
家
的
関
係
も
個
人
の
行
動

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
個
人
の
み
に
限
定

す
る
こ
と
は
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
。
都
市
移
住
家
族
聞
の
関
係
を

把
握
し
よ
う
と
す
る
時
、
い
っ
そ
う
右
の
こ
と
が
い
え
あ
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
l
p
に
位
置
す
る
家
族
は
相
互
関

係
を
お
互
い
が
確
認
し
あ
っ
た
場
合
に
限
定
し
て
整
理
し
た
。

(
ロ
)
拙
稿
、
「
都
市
の
親
族
」
『
北
海
道
大
学
文
学
部
社
会
学
研
究
報
告
』
、

9
、
一
九
八
三
年
、
一
八
1

一
九
頁
に
お
い
て
、
都
市
の
親
族
関
係
の

注
目
さ
れ
る
内
容
と
し
て
余
限
的
・
娯
楽
的
な
生
活
領
域
の
重
要
性
を

明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
そ
れ
が
当
事
者
間
の
怒
意
的
な
セ
ン
チ
メ
ン

ト
に
よ
る
と
こ
ろ
、
が
大
き
く
、
じ
か
も
集
団
化
の
契
機
を
有
す
る
こ
と

を
強
調
し
て
お
い
た
。

(
臼
)
「
町
友
会
」
は
個
人
単
位
の
任
意
加
入
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
世

帯
単
位
に
近
い
。
と
い
う
の
も
、
入
会
へ
の
呼
び
か
け
に
複
数
の
世
帯

員
が
応
ず
る
こ
と
は
少
な
く
、
ほ
ぼ
世
帯
主
が
代
表
と
し
て
加
入
し
て

い
る
し
、
会
合
へ
の
参
加
も
世
帯
主
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る。

(
日
比
)
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
人
物
が
、
仲
介
者
性
格
を
も
つ
こ
と
は
、

切
O

日曲目。
4
・曲目ロト『・
(
H
u
a
-
-

円
叩
匂
門
戸
ロ
宮
内
田
〉
柚
吋
回
、
な
お
札
-
切
口
¥
同
可
三
時
唱
曲
、
h

♂
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構
造
的
に
村
落
と
都
市
と
を
つ
な
じ
幹
線
道
路
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、

単
に
親
族
関
係
が
都
市
移
住
者
の
適
応
を
促
進
す
る
役
割
を
果
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
質
的
変
化
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

(
弘
)
呂
田
可
叩
門
司
・

0
8
3
w
民
冨
百
円

8
4
8円四件}同町田
Z
門凶可。同

EHF-

日
ロ
即
日
ロ
円
0
4
司ロ
m
V

与
さ
h

ミ
S芯
h

s

H
暑さ』守口同色句弘
h
H

宮
-
u・日吋也

で
は
、
平
日
は
都
市
人
で
あ
る
が
、
週
末
は
部
族
人
に
戻
る
、
帰
郷
時

に
は
部
族
人
と
し
て
立
ち
振
ま
う
、
極
端
に
い
え
ば
日
中
の
職
場
で
は

都
市
人
で
あ
る
が
帰
宅
後
は
部
族
人
の
世
界
に
住
む
よ
う
な
人
た
ち
を

「
二
重
役
割
」
(
吾
白
色
O
E
E
o
g芯
ろ
を
も
っ
人
々
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
見
解
を
援
用
し
た
。

(
お
)
対
象
家
族
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
間
取
り
で
は
秋
祭
り
の
恒
例

の
神
楽
に
参
加
す
る
都
市
移
住
者
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
に
祭
に

先
立
ち
、
週
末
毎
に
帰
郷
し
練
習
に
参
加
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
も

二
重
役
割
の
例
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

(
部
)
円
、
担
当
日
田

0
・
也
、
.
円
相
?
の
主
張
は
こ
こ
で
も
支
持
さ
れ
る
。
直
接
調

査
し
え
な
か
っ
た
他
の
都
市
移
住
家
族
に
つ
い
て
も
、
間
接
的
な
間
取

り
に
よ
り
補
充
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
家
族
解
体
の
例
は
確
認
し
え
て
い

旬、、。

ナ
ー
町
、
v

北
大
文
学
部
紀
要

(
幻
)
の
0
0

含

巧
-
H
・
(
尽
き
国
m
y
司
ミ
ミ

Eptbぎ
な
お
き
弘
、
品
輸
唱
え
守

N
U
ミ
な
さ
♂
間
，
吋
目
印
刷
MH-
冊目白
w
R
Y
H
C
l
H
∞
に
み
る
よ
う
に
、
現
代
産
業

社
会
に
適
合
的
な
家
族
形
態
は
夫
婦
家
族
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
支
配

的
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
都
市
移
住
に
伴
な
う
一
一
一

世
代
同
居
家
族
の
維
持
、
拡
大
、
再
生
産
は
果
じ
て
骨
三
宮
汁
と
し

て
位
置
付
け
う
る
も
の
か
ど
う
か
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

(
却
)
家
族
の
機
能
と
し
て
社
会
化
を
あ
げ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

]M
白
由
。
白
血
寸
・
品
W

切
丘
四
印
刷
N
-
H
り・(呂町町一)匂

M
2
F

問、
ss九旬、.問。己目

昨日包
m白
伶

w
o
m田ロ
H
M
田口
F
H
V
H
Y
H
a
I
N
N
-

で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会

化
は
パ

l
ソ
ン
ズ
の
い
う
父
l
息
子
、
母
1

娘
と
い
う
一
般
化
さ
れ
た

関
係
に
加
え
て
、
息
子
の
中
で
も
長
男
と
長
男
以
外
、
子
供
の
中
で
も

特
定
の
あ
と
と
り
と
い
っ
た
特
定
化
さ
れ
た
関
係
を
も
あ
わ
せ
て
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
わ
が
国
の
山
村
か
ら

の
移
住
家
族
の
場
合
、
こ
う
し
た
こ
と
が
と
く
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
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都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

む

び

す

都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程
は
、
そ
の
成
立
過
程
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
六
つ
の
側
面
に
お
い
て
考
察
が
加
え
ら
れ
た
。
定
着
過
程
の
諸

相
は
、
各
節
ご
と
に
で
き
る
だ
け
要
約
す
る
こ
と
に
つ
と
め
て
き
た
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
主
要
な
点
を
、
今
一
度
、
指
摘
す
る
と
次
の

ご
と
く
で
あ
る
。
第
一
、
移
住
家
族
に
と
っ
て
基
本
的
な
欲
求
の
一
つ
で
あ
る
住
宅
・
土
地
の
取
得
は
、
移
住
直
後
の
場
合
、
主
と
し
て

他
出
家
族
成
員
を
は
じ
め
と
し
た
親
族
を
介
し
て
確
保
さ
れ
る
が
、
転
居
後
で
は
、
社
会
的
機
関
を
媒
介
と
す
る
も
の
が
支
配
的
と
な

り
、
住
宅
・
土
地
の
取
得
パ
タ
ー
ン
の
変
容
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
住
宅
形
態
は
借
家
・
借
室
か
ら
持
ち
家
へ
と
移
行
す
る
。

第
二
、
移
住
家
族
に
と
っ
て
、
こ
れ
も
基
本
的
な
欲
求
の
一
つ
で
あ
る
が
、
職
業
取
得
は
、
初
職
の
場
合
、
住
宅
・
土
地
の
取
得
と
同
様

に
、
主
と
し
て
親
族
を
中
心
と
し
て
確
保
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
転
職
後
で
は
、
移
住
後
取
り
結
ん
だ
友
人
・
知
人
関
係
、
社
会
的
機
関

を
媒
介
と
す
る
場
合
が
多
く
な
り
、
職
業
取
得
の
媒
介
パ
タ
ー
ン
が
変
容
す
る
。
職
業
生
活
で
は
、
初
職
・
転
職
を
問
わ
ず
、
山
村
の
経

済
生
活
に
比
較
し
て
、
移
住
後
の
収
入
と
労
働
に
対
し
て
高
い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
三
、
移
住
家
族
は
、
移
住
家
族
相
互
間
に
お

け
る
重
層
し
た
血
縁
、
地
縁
、
事
縁
の
結
合
原
理
に
基
づ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
援
助
、
相
談
、
情
報
の
伝
達
と
交
換
を
し
あ
っ

て
い
る
。
第
四
、
移
住
家
族
の
都
市
に
お
け
る
地
域
生
活
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
高
い
。
こ
れ
は
、
居
住
地
域
に
親
族
な
い
し
同
郷
人

町
内
会
に
お
け
る
主
要
な
役
職
就
任
経
験
者
が
多
い
こ
と
、

さ
ら
に
は
、

山
村
の
近
隣
生
活
に
比
較
し

を
有
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
、

て
、
都
市
の
淡
白
な
近
隣
生
活
を
よ
し
と
す
る
意
識
が
多
い
こ
と
、
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
第
五
、
移
住
家
族
は
出
身
地
と
の
交
流
を
依

山
村
人
と
都
市
人
と
の
二
重
役
割
を
有
す
る
も
の
が
多
い
。

然
と
じ
て
保
持
し
、

こ
の
二
重
役
割
は
、

出
身
地
に
残
し
て
い
る
墓
、
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林
、
田
畑
、
家
屋
を
媒
介
と
す
る
と
共
に
、
出
身
地
に
お
け
る
親
族
の
存
在
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
第
六
、
移
住
家
族
の
形
態
変
化

は
、
移
住
後
、
家
族
解
体
を
示
す
も
の
が
わ
ず
か
一
事
例
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
テ
グ
レ
ー
ト
さ
れ
た
家
族
結
合
が
保
持
さ
れ
て

い
る
。
半
数
近
い
三
世
代
同
居
家
族
形
態
の
維
持
、
拡
太
、
再
生
産
は
何
よ
り
も
家
族
結
合
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
家
族

結
合
の
強
さ
は
出
身
地
に
残
し
て
い
る
墓
、
山
林
の
管
理
を
「
あ
と
つ
ぎ
」
に
意
図
的
に
役
割
継
承
さ
せ
よ
う
と
す
る
配
慮
に
も
う
か
が

わ
れ
る
。

以
上
の
ご
と
き
結
果
は
、
移
住
家
族
が
無
防
備
に
都
市
移
住
す
る
の
で
は
な
く
て
、

次
的
関
係
を
活
用
し
つ
つ
、

可
能
な
手
だ
て
を
講
じ
つ
つ
、
な
か
ん
ず
く
第
一

ま
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
的
ネ
y
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
都
市
移
住
す
る
こ
と
を
示
す
と
共
に
、
当
該
家

族
の
強
い
結
合
に
よ
っ
て
移
住
に
伴
な
う
衝
撃
を
最
小
限
に
く
い
と
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
移
住

家
族
は
新
し
い
都
市
社
会
へ
の
適
応
を
可
能
に
し
て
き
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
か
つ
て
シ
カ
ゴ
学
派
に
よ
っ
て
代
表
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的
に
一
不
さ
れ
た
ご
と
く
、
移
住
に
よ
っ
て
家
族
解
体
が
生
ず
る
と
い
う
通
説
に
わ
が
国
の
事
例
を
通
じ
て
反
証
を
提
示
す
る
も
の
で
あ

り
、
最
近
に
お
け
る
〈
町
m
E
E
J
F
H
H印
冨
己
包
括
E
Z
(出
口
出
口
吋

mHM仏
の
。

B
Bロ
巳
q
w
H
C
J
司
)
w

、
司
・
戸
出
向

2
0ロ
(
司
お
HE21
叶

FHHHO

m
w
D
白色同ロ内吉田
R
E目
、
ロ
s
o
w
H
C

∞N
)

ら
の
ア
メ
リ
カ
家
族
史
研
究
の
示
す
結
果
と
も
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

都
市
移
住
家
族
の
事
例
が
示
す
ご
と
く
、
緊
張
と
危
機
を
克
服
す
る
家
族
の
強
い
結
合
と
家
族
の
も
つ
柔
軟
な
構
造
は
、
強
調
さ
れ
て
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
柔
軟
性
を
も
っ
家
族
構
造
に
関
連
し
て
、
行
論
中
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
三
世
代
家
族
の
維
持
、

こ
こ
で
み
た

拡
大
・
再
生
産
の
存
在
は
、
産
業
化
さ
れ
た
都
市
社
会
で
は
夫
婦
家
族
が
適
合
的
形
態
で
あ
る
と
す
る
通
説
を
、
な
お
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
夫
婦
家
族
が
支
配
的
な
都
市
社
会
に
お
い
て
も
、
老
人
世
帯
の
約
四
割
が
三
世
代
同
居
家

さ
ら
に
農
山
漁
村
に
お
け
る
多
く
の
高
齢
者
世
帯
の
存
在
と
い
う
わ
が
国
の
現
実
を
考
え
あ
わ
せ
る
時
、
本

族
の
形
態
を
有
す
る
こ
と
、

北
大
文
学
部
紀
要



都
市
移
住
家
族
の
定
着
過
程

稿
で
み
た
都
市
移
住
家
族
の
成
立
と
定
着
過
程
は
、

い
わ
ゆ
る
三
世
代
同
居
家
族
の
問
題
を
考
察
し
う
る
一
つ
の
視
点
を
提
示
す
る
も
の

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
論
し
て
き
た
都
市
移
住
家
族
の
考
察
は
、
文
字
通
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
内
容
に
お
い
て
わ
が
国
に
お
け
る
家
族
変

動
の
論
議
に
今
一
つ
の
視
点
と
領
域
を
加
え
た
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
そ
う
し
た
課
題
に
接
近
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
家
族
構
造
と
都
市
移
住
と
い
う
テ
l
マ
は
、
国
国
頭
で
指
摘
し
た
ご
と
く
、
わ
が
国
の
家
族
研
究
に
お
い
て
、
従
来
、
看
過
さ
れ

て
き
た
だ
け
に
な
お
検
討
さ
れ
る
べ
き
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
は
こ
う
し
た
点
を
見
極
わ
め
つ
つ
研
讃

に
努
め
た
い
と
思
う
。
そ
の
た
め
の
資
料
収
集
は
な
お
継
続
中
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
稿
を
と
じ
た
い
。

(
付
記

最
後
に
な
っ
た
が
、

一
九
八
一
1

八
三
年
の
調
査
に
お
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
。
)
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